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　登場人物紹介




アリシア・フェイトリン

ある事件が元で〈死神姫〉と呼ばれるようになった〈地方伯〉の称号を持つ、格式の高い没落貴族の一人娘。




カシュヴァーン・ライセン

「アズベルグの暴君」と名高い成り上がり貴族。国王に特に許され〈強公爵〉の称号を得ている。




ノーラ・テルペス

ライセン家で働くメイド。




ティルナード・レイデン

名家・レイデン家当主の少年。




ルアーク

ちょっとお茶目な裏社会で名高い少年。




トレイス

カシュヴァーンの幼馴染み兼執事。













　序章







　強い風が、水面をさざめかせては行き過ぎていく。

　巨大な湖の岸辺に集った白い法ほう衣えの集団もまた、同じ風に服の裾をはためかせながら黙してそこに立っていた。

　シルディーン王国、及び周辺の幾つかの国家を今なお宗教的に支配する〈翼の祈り〉教団の高位の聖職者たちの群れ。

　生前の善行によって死後に翼を与えられ、その翼の大きさ、強さにより楽園である至いと高たかき国へと行くか。あるいは途中で力尽き、恐ろしい怪物たちがうろつく水みな底そこの国へ沈むかが決まる。そういった教えを規範として生きる人々の群れ。

　水底の国を恐れ、水にまつわる死を最も忌いみ嫌う彼らが、このような場所に集う理由は一つしかない。

　ここは、〈翼の祈り〉教団の処刑場だった。

「お前の翼は、それだけの罪の重さにしか耐えられぬのか」

　高く低く、うなるように叫ぶ風の音にも似た少女の声が凜りんと響いた。

　強い風は少女の肩に落ちかかる薄い色の髪や、眼に痛いほどに白い長衣の裾を揺らしはする。

　だが、人形めいた美び貌ぼうに似合う、冷たい無表情までも揺るがせることはない。

　白い法衣の集団の前の、数歩進み出た位置に立った少女は、水に近い場所にいる。

　だがこの場にはもうひとり、さらに水に近い場所にいる者が存在していた。

　湖の中にぽつりと浮かんだ小さな島の、岸に向かってそこだけ突き出た部分の先端にひとりの男が立っている。

　法衣の上から長い黒髪ごと巻き込むような格好で、後ろ手に荒く縛しばられている。その顔は寒さと、迫りくる死の恐怖のために血の気が引いて真っ青だ。

　元々、男はひょろひょろと背ばかり高く、頼りない若者だったのだが、今は瘦やせているというよりやつれているという風ふうにしか見えない。

　彼の名はユーラン。

　シルディーンの辺へん境きようアズベルグの領主であり、地方伯の一人娘アリシア・フェイトリンを金で買うという暴挙に出たカシュヴァーン・ライセンの排除に失敗。それだけでなく、自身に豊かな実りをもたらすレイデン地方の領主ティルナード・レイデンの後見人という座を明け渡してしまった。

　死神姫とあだ名のあるアリシアに毒針で刺されたユーランは、死こそ免れたものの、一時は昏睡状態に陥った。ユーランに同行していた兵士たちの手により命からがらその場を逃げ出すことはできたが、無能の末路はこの湖。

「お許し下さい……」

　意味がないことなど分かっている。けれどユーランは、風の音に負けないように必死に声を振り絞った。

「どうかもう一度、もう一度だけ私に機会をお与え下さい。長い時間をかけた計画で、詰めを誤った愚かさは身に染みております。しかしまだ、まだティルぼっちゃんは私のことを」

「第三階かい梯ていの高位に在る者よ。お前の翼は、それだけの罪の重さにしか耐えられぬのか」

　ユーランにみなまで言わせず、少女は重ねて言い放はなつ。

　風を切り裂いて浴びせられたその言葉に、ユーランはうなだれこう答えるしかない。

「いえ……私の翼は、いかなる罪の重さにも耐え、至高き国へと羽ばたけるものです……」

「ならばそれを示せ」

　感情を交えずつぶやいた少女がそう言うなり、ユーランの背後に控えていた屈強な二人の若者が動いた。

　子供の頭ほどある石が一つずつ、彼らの手には抱えられていた。島のあちこちに転がっているそれを拾ってきた若者たちは、縄を使ってその石をユーランの足首に結ゆわえていく。

　それ以前にくくり付けられた石を含めれば合計十数個。瘦せっぽちのユーランの体重を軽々と超える質量が、震える足に縛りつけられた。

「お許し下さい……」

　この期ごに及んでユーランは暴れ出すようなことはしなかった。その体力も残されていないのだろう。決死の嘆願を無視して少女はさらに問いかけ、そのたびにユーランの足には新たな石が増えていった。

　最終的に石の数は二十数個に達した。少女はようやく問いかけをやめ、最も早はや決まりきった問答を繰り返すだけの人形と化したユーランを見やる。

「死の淵に立つ時、人は信仰を試される。かつて神が私の信仰をお試しになったように」

　おごそかにつぶやく少女の背には白い翼。華きや奢しやな体には不釣り合いなほどに大きなそれは、風を受けてゆらゆらと不安定に揺れている。

〈翼の祈り〉の根源を成す過去の伝承。いつとも知れぬはるかな昔、誰ひとりとして神を信じなくなっていたその時代に、ただひとりだけ神への信仰を捨てなかった少女アーシェル。

　結果、迫害を受けた彼女は海に臨のぞむ高い崖の上に追い詰められ、そこから身を投げた。しかし神は落下していく少女の背に翼を与え、己の住まう楽園、至高き国へと彼女を招いたという。

　以来、聖女として崇あがめられているアーシェル。彼女の姿を人が思い描く時、その背には必ず白い大きな翼がある。

　今この場に支配者然として君臨する少女の背にも、同じく白い大きな翼があった。

　ただしよくよく観察すれば、ていねいに揃そろえられた羽根の根元に木製の骨組みが垣かい間ま見える。羽根そのものもぱさぱさに乾いていて、鳥などから引き抜かれて時間の経たったものであることは明らかだった。

　けれど誰もそのことを指摘しない。

　偽にせ物ものの翼を持った聖女の言動は、当たり前のような強さでもって場を動かし続けている。

「さあ示せ。お前の信仰の強さを。死の間際に賜たまわる翼の強さを」

　少女の言葉に応じ、ユーランの背後の若者たちが行動を開始した。

　一瞬叫び出しそうになった瘦せたユーランの背を、彼らは強く正面に向かって押した。

　水が跳ね飛び、風にさざめくばかりだった湖面に不吉な円が描かれる。その円を乱しながら、湖に突き落とされたユーランは懸命に浮かび上がろうとしていた。

　しかし皮肉にもユーランの足をかろうじて岸辺に縫い止めていた石を、処刑人の若者たちが摑つかんでは湖の中に投げ込み始めた。うち幾つかはもがくユーランにも当たったのだろう。

　水面に赤い色が浮かび、すぐに風の作った波にさらわれ消えていく。

　少女を含めた聖職者たちが無言で見守るなか、間もなく湖面を揺らすものは風ばかりとなった。

「かの者の翼は、かように脆ぜい弱じやくだった。かの者は私の拝はい謁えつ者しやに相ふ応さわしい者ではなかった」

　締めの一言が少女の口から漏れる。背後の聖職者たちがかすかにほっとした表情になったその時、再び響いた水音に場が凍りついた。

　少女の足下の岸辺の土を、濡れた指先がきつく握り締めている。

　関節が白むほどに強く力を込めたその指は、時間をかけながらも上半身を引き上げていく。

　やがて濡れた長髪をまとい付かせた青白い顔が現れ、血のにじんだ白い法衣に包まれた上半身が、水面を抜け出し、無言で佇たたずむ少女の視界に入った。

「アーシェル、さま」

　体を縛りつけていた縄は、水の中でもがくうちに自然にほどけたのだろう。だが足に繫つながれた石の大半は突き落とされた時のまま、ユーランの足に食い込み、負荷を与え続けている。

　再び湖の底へと沈んでいきそうになりながら、ユーランは少女に与えられた名を呼び手を伸ばす。静脈が目立つ青白い手の甲の上には、毒針を突き立てられた痕跡である、縁が変色した丸い跡が残っていた。

「アーシェル様。どうか……どうか私に、もう一度、機会を……」

「無礼な！　そのような姿で」

　血相を変えて叫んだ聖職者のひとりを少女は手で制した。

「よい、下がれ」

　息も絶え絶えな状態のユーランを、少女は変わらぬ無表情で冷ややかに見下ろす。

「お前の信仰には見所があるようだ。いいだろう。誰か、この者に休養を取らせてやれ」

　絶対の命令が──この少女が少女と呼べる歳でなくなるまでは絶対の命令が、再び場を動かし始めた。

　思わぬ展開に背後の聖職者たちが慌てるなか、さっさと踵きびすを返しながら、白い翼を持つ少女はユーランにこう言った。

「お前にもう一度機会を与えよう。アズベルグの領主、神への信仰を持たないあの男を今度こそ始末しろ。翼を与える必要はない。あの男には水底の国こそが相応しい」

「仰おおせの……ままに」

「噂の死神姫についてはひとまず検討する。彼女も地方伯の血を引く、私に近い位置にある者だからな。だがフェイトリンの血族はまだ残っている。最悪の場合は、夫と同様の扱いでいいだろう」

「かしこまりました……すべて、仰せの、ままに……」

　微ほほ笑えみ返したユーランは、ここで完全に体力と気力の限界を迎えたようだった。

　左右から伸ばされた腕に湖面から引き上げられながら、ユーランはかくりと頭を前に垂れ、意識を失った。








　第一章　千客襲来







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　瘦やせてはいるが広大な土地は起伏が激しく、乱立する山や谷の狭はざ間まで懸命に生きる人々の心にはそれゆえに神への強い信仰が宿っている。

　にもかかわらずこの地の領主は不信心で有名な男であり、彼の住まう館やかたは黒い森のさらに奥。〈翼の祈り〉を小馬鹿にしたような、翼持つ怪物の像だらけの不気味な建物だ。

『ハルバーストの薔ば薇ら屋敷』とも呼ばれるその館には、地元の人間さえ恐れてめったに近づかない。威圧感漂う外観に加え、裏手にある薔薇園にまつわる凄せい惨さんな話が今なお人々の心にくっきりと刻み込まれているからである。

　だが数々の噂話とは裏腹に、黒と赤とで構成された一階広間内では、本日ものんきでくだらない会話が交わされていた。

「泥イモならここの土地にも根づくと思うのよ、ノーラ。ほら、ちょうど春先だし、今が種イモを植える時期なの」

　くだらない会話の中心になっている亜麻色の髪の少女は、先頃、領主カシュヴァーン・ライセンの妻となったアリシアだ。眼め鏡がねの奥の大きな青い瞳ひとみをきらきらさせながら、すでにげんなりした顔をしている赤毛のメイド相手に熱弁を振るっている。

「確かにね、『肥料要らず』はちょっと慣れていない人には厳しいと思うわ。でもあれなら手入れもほとんど要らないし、第一、外にはたくさん生えているもの。ただ取ってくるだけでいいんだけど」

　数世代前のはやりの、おまけに着古してあちこち色あせたドレスに身を包んだ、小柄でやせっぽちで眼鏡をかけた少女。

　広く流る布ふしている噂どおりに格別美しいわけではない。もちろん角も生えていないし、眼が三つあるわけでも山より大きいわけでもない。

　このアリシアが先の夫、ブライアン・バスツール伯爵を殺したと恐れられるあの死神姫であると、一体誰が信じるだろうか。

　いやそれ以前に彼女がかの地方伯、シルディーン国内のあちこちに家名を地名として刻んだ名家のお嬢様とはいまだに信じがたいと思いながら、ノーラと呼ばれた派手な美び貌ぼうのメイドはうんざりした声を出した。

「……あんなものを食べ慣れるまで食べるような、物好きで貧乏で意地汚いのは奥様だけです。普通の人間はせいぜい一回食べて死にかけて懲りるんです」

『肥料要らず』というのは、アズベルグ地方やアリシアの生まれ育った地であるフェイトリン地方に自生している猛毒を含んだ植物のことだ。食欲を誘う甘い匂いがするのでうっかり口に入れる者も後を絶たないが、人間も獣も我が子に絶対食べるなと教えているものである。

　およそメイドとは思えない態度でずけずけと述べた後、ノーラは子供っぽい奥方と比べずとも豊かな胸を強調するように腕組みをした。

「大体何度も申し上げているでしょう。こちらには、あなたが作らなくても食材はちゃんとあるんです。毎日料理をなさっているんですからご存じでしょうに」

　名家とは名ばかりの貧しい暮らしをしていたアリシアは、実家の庭の隅に畑を作りそこで野菜や果物を育てていた。

　そもそもライセンの家に嫁とついだ、というより後見人に売り飛ばされたこと自体が貧しさに由来しているのだ。

　だがアリシアは、たしなめるようなノーラの言葉に首を振る。

「いいえ、ノーラ。これから先何が起こるか分からないもの。できる節約はしておくべきよ。それに私、こちらではとても楽な暮らしをさせていただいているから時間はたっぷりあるし」

　両親亡き後は掃除洗濯その他の家事を、たったひとりでこなしていたアリシアである。

　諸事情によりライセンの屋敷には広さに見合う使用人がいないのだが、その分働き者の彼らは基本的な家事はほとんどしてくれる。毎食の料理を自分で作っても、アリシアとしては時間がかなり余ってしまうのだ。

「まあ節約は結構ですし、泥イモなら確かにこのあたりの瘦せた土でもなんとか育つでしょうけど……実際作ってもいますしね。ですけど奥様、だからって肥料要らずを台所に持ち込むのはやめて下さい。奥様以外の人間が間違って食べたらどうするんですか」

「そんなに食わず嫌いをするものじゃないわ、慣れれば結構おいしいのよ。そうだノーラ、今度初心者用の量で料理を作ってあげる。大丈夫よ、ちょっとずつ食べていって舌先がしびれてきたらやめればいいの」

「……奥様、もしかしてものすごく堂々と私を毒殺しようとしていませんか……？」

　アリシアが嫁いで来た早々にカシュヴァーンの愛人である、と宣言したノーラだ。以降さっぱり効果が見えないながらも、手を変え品を変えいびってきた自覚はある。

　やっぱりこの娘の天然ぶりっこは噓ではないか、実は恨まれているのではないかとノーラは少し身構えた。

　しかしアリシアはそんなことには露ほども気づく様子なく、すでに別のことに話題を移している。

「そうね、どうせならノーラだけじゃなくみんなの分を作ろうかしら。ダンとかロセとかセイラとかトレイスとか、あ、もちろんカシュヴァーン様の分も」

　使用人たち、及び自分の夫の名を口にしてから、アリシアは無邪気にノーラに問いかけた。

「ねえノーラ、今日はカシュヴァーン様はいつお帰りになるか分かる？　また夜中？　お夜食に用意しておいたら、喜んで下さるかしらね」

「……奥様、あの、屋敷中の人間を皆殺しにする気なんですか……？　しかも疲れてお帰りになった旦だん那な様にその仕打ちはちょっと……」

　さすがにカシュヴァーンのことが気の毒になってきたようだ。アリシアの暴走を止めようとしたノーラの言葉に、軽やかな笑い声が重なった。

「あははは、そりゃいいや。それじゃ俺が今度こそ、カシュヴァーンおにいちゃんに代わってアリシアをお嫁さんにしてあげるね」

「きゃあああっ!?」

　横合いから突然響いた声に、ノーラは文字どおり飛び上がった。

　対照的にアリシアは、すぐ側そばに出現した銀髪の少年をいつもながらのんきな笑顔で見上げる。

「あらルアーク。あなたも練習したいの？」

「ああ、俺は平気。練習しなくても食べられると思うよ。さすがに直接食べたことはないけど、あの毒には俺も体を慣らしてあるから。あ、驚かせてごめんね、ノーラ」

「急に出て来るなとあれほど」とかんかんのノーラを尻目に、ルアークはにっこり笑う。

　アリシアやノーラよりは多少背が高いが、全体的には小柄で細身の少年である。ただし袖そでなしの黒い上着から覗のぞく剝むき出しの腕はしなやかな筋肉でできていて、すばしっこそうに見える。

「あらそう。なんで？」

「そりゃ自分が使う毒だからねえ。それにやられちゃ、せっかくついた死神の名が泣くってもんだよ」

　大きな緑の瞳を細め、にっこりとするルアークの手の中にはいつの間にか針状の武器が出現している。針の先端がぬらりと不気味に光るのは、肥料要らずから精製した毒を塗りつけてあるせいだ。

　珍しい武器を自在に使うルアークは、闇やみの世界では名うての暗殺者。アリシアの先の夫ブライアンを婚儀の場で殺し、彼女が死神姫と呼ばれる原因を作った存在でもあった。

　アリシアもアリシアでブライアンとは婚儀直前になって顔を合わせた程度の仲だ。直接何かされたわけじゃないしと思っているらしい。変わらぬ笑顔でルアークにこう言った。

「そうね、その針で間違ってルアークが自分を刺したりしたら大変だもの」

「だねえ。まあ俺がそういう死に方したら喜ぶ人も結構いそうだけど……って、ああ、喜びそうな人がまた来たみたいだね」

　さすが名うての暗殺者と言うべきか、またいずこかへと針をしまったルアークの勘の良さは常人離れしている。来訪者、並びにその正体についての予想を彼は外したことがない。

「また来たってことは……まあ、またですの、あのおぼっちゃん」

　ルアークの発言にノーラが顔をしかめる。彼女も今からやって来る相手に見当がついたらしい。

　やがて一番鈍いアリシアにも分かるほどに、ひづめが地を蹴ける音が近づいてきた。

　その音は大股に歩く足音に取って代わり、程なく屋敷の正面の扉が開け放はなたれた。

「おいライセン、いるか！」

　開口一番、館の主あるじを呼び捨てにしたのは、偉そうな言いぐさが不釣り合いな若干女顔の若者、ティルナード・レイデンだった。

　緑豊かな東の地、レイデン地方で育った彼にはアズベルグの地は相当寒いのだろう。襟えり高だかの高級な衣装を、窮きゆう屈くつに見えるほどにしっかりと着込んでいる。ただしそのために、体の貧弱さが強調されてしまっている。

　入口で立ち止まり、内部を見回した茶色い髪の若者は、そのままずかずかと中に踏み入ってきた。少々遅れてやって来た彼の従者たちは背後で困り顔をしているが、意に介した風なくきょろきょろしながら彼は広間の中を進んでいく。

　横おう柄へい極まりない振る舞いを、優秀なライセン屋敷の警備兵たちが呆あきれつつも止めないのは、彼、ティルナード・レイデン伯爵がカシュヴァーンの被後見人だからだ。

　十年前の農民の反乱で滅ぼされた、地方伯レイデン家の唯一の生き残りであるティルナードは、普段はここから十日ほどもかかるレイデン地方に住んでいる。しかしここのところ、やたらと頻ひん繁ぱんに後見人に会いに来るのだった。

「あらレイデン伯爵様、いらっしゃいませ」

「カシュヴァーンおにいちゃんなら出かけてるよ。帰りはまた夜中じゃない？」

　アリシアはともかくとして勝手にカシュヴァーンを「おにいちゃん」呼ばわりするルアークにも声をかけられ、ティルナードは盛大に顔を引きつらせた。

「ア、アリシア様にはご機嫌麗うるわしく……うるさいぞルアーク、気安く声をかけるな！」

　ほんの一時ではあるがティルナードはルアークの雇い主だったこともある。しかしティルナードは、そんなことにも構わずしれっとした顔でからかってくるルアークのことが苦手らしい。

「何だよ冷たいなあ、せっかく教えてあげたのにぃ。あ、そうだティルぼっちゃん、あんたも肥料要らず食べとく？」

　それまでの話の展開など知るはずもないティルナードは、訪ねてきた矢先に猛毒を勧められてぎょっとした顔になった。

「な、なんだルアーク、さては白昼堂々僕を毒殺する気か!?」

「……私と同じことをおっしゃいますわね。無理もありませんけど」

　自分とティルナードが同じ発想というのが嫌なのか、ノーラがため息交じりにこぼした。

　その横でアリシアは、一歩遅れてルアークの提案に同調している。

「そうね、ルアークの言うとおり、確かにレイデン伯爵様はお食べになっておいたほうがいいかも。地位のある方ですし、いつ毒殺されるか分かりませんものね。大丈夫ですわよ、舌先がしびれてきたら食べるのをやめるんです。うっかり指先が動かなくなってきたら、もったいないですけどとりあえずお水をたくさん飲んで吐いて」

「……ア、アリシア様まで、僕を毒殺しようと……そんなに僕は邪魔……」

　非常に傷ついた表情になっているティルナードを、ノーラは冷たい眼で眺めて言った。

「けれど確かに、レイデン伯爵はもう少し鍛きたえたほうがよろしいんじゃありませんの。仮にもレイデンの領主であるあなたがご自分の領地を放り出して、やたらとこちらにいらっしゃるのも感心しませんわね。どうせまた大した用事ではないんでしょう？」

「た、大した用かどうかなんてお前には関係ないだろう!?　ライセンはレイデンの領主も同然だからな、僕もレイデン家当主としていろいろ大事な話があるんだ！」

　ティルナードの後見人であるカシュヴァーンは、彼の意思決定を代行する権限を有している。だからティルナードの今の発言は別におかしくはない。

　だがどうにも感情的な返答に、ノーラは馬鹿にしたように肩をすくめた。

「はいはい、さようでございますわね。相変わらず後見人がいないと何もできないおぼっちゃんですこと」

　前の後見人との顚てん末まつを匂わせる発言に、ティルナードは痛みを感じたような顔をして押し黙った。

　ノーラはこのうざったいおぼっちゃんに言ってやりたいことが溜たまっていたらしい。さらに追撃しようと、きれいに口紅の塗られた唇を開こうとする。

　しかしそれより早く、ふっと玄関のほうを向いたルアークがこうつぶやいた。

「おっとっと、そんなことを言ってる間に、一番肥料要らずに慣れといたほうがよさそうな人が帰ってきたよ」







　近づいて来るのはティルナード訪問時と同じく、馬のいななきとひづめの音。

　ルアーク以外の人間には何が違うのかよく分からないそれらの音は、いったん屋敷の横のほうに向かっていった。横手にある厩きゆう舎しやに馬を戻しに行ったのだろう。

　やがて正面の扉が開き、どうすることもできずにそこに溜まっていたティルナードの従者たちを押し退のけて、背の高い体格のいい男が入って来た。

「なんだ、またレイデンのおぼっちゃんが来ているのか」

　言いながらアリシアたちへと近づいてくる、軍服めいた衣装に身を包んだ黒ずくめの男。彼がアリシアの二度目の夫であり、「アズベルグの暴君」とも呼ばれる〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセン。

　見た目は三十代にも見られる渋い雰囲気だが、実際は十ほど若くその動作もきびきびとしていて無駄がない。黒髪に黒ずくめの衣装の中、唯一、紺色の裏地のマントを軽やかにさばいて歩く姿は実に堂々としている。

「この間来たのはいつだった？　始終お前の顔をここで見ている気がするぞ、レイデン伯爵。暇そうで何よりだが、忙しい俺の前であまり暇そうにしないでくれないか」

　鋭く黒い瞳で被後見人を見て呆れた顔をしながら、カシュヴァーンはアリシアの前で立ち止まった。

　歓迎しているとは言いがたい雰囲気を感じ取ったのだろう。ティルナードは無言のままだ。

「お帰りなさいませカシュヴァーン様。今日はずいぶんお早いお帰りですのね」

　そんな空気を全く無視し、頭一つほど背の高い夫を見上げて微ほほ笑えむアリシアに、カシュヴァーンもかすかに笑った。

　領地内の見回りを欠かさないカシュヴァーンの帰りは大抵とっぷり日も暮れたころなのだ。しかし現在はまだ昼過ぎで、アリシアは台所でいつものように食事をすませたばかりである。

「ああ、実は今日あたり待っていた客がそろそろ来そうでな」

「僕のことか!?」

　にわかに表情を明るくしたティルナードに、カシュヴァーンは再び呆れた顔をした。

「お前の用事なら、この間送った書簡で事足りたはずだぞ。小麦の税率ぐらい自分で決めろ馬鹿。アズベルグ地方とレイデン地方では採れる量が全く違うんだから、俺が決めるよりお前の感覚で決めるほうがいいだろうが」

　ティルナードと出会った当初は形ばかりの礼儀を保っていたカシュヴァーンである。だが、後見人となった今、いつまでたってもおぼっちゃま気質が抜けない彼に対して、微み塵じんも容よう赦しやがない。

　たちまちしょんぼりするティルナードをちらっと見てから、カシュヴァーンはトレイスを振り返り目配せする。トレイスはカシュヴァーンの側そばにいつも控えている幼おさな馴な染じみ兼執しつ事じの金髪の青年だ。

「それはそうと、アリシア。お前に渡したい物がある」

　言われてアリシアもトレイスのほうを見ると、彼の手には見慣れぬ小さな袋があった。

　だがカシュヴァーンがその袋を受け取ろうとしても、トレイスは袋を握り締めたまま。

　硬い表情を崩さない彼に、カシュヴァーンは軽い調子でこう言った。

「なんだトレイス、まだ怒っているのか？　いいかげん機嫌を直せよ」

　どこかからかうようなその声に、トレイスはきっとまなじりを吊り上げる。

「……怒ると言うより呆れているんです。分かっておいでですかカシュヴァーン様、あなたは他人の、それも子爵の地位のある方の屋敷に火を点けたんですよ!?」

「火!?」

　その単語に大きな反応をしたのはティルナードだった。十年前のレイデンで起こった反乱の際、屋敷を焼かれ家族を皆殺しにされた彼は今でも火に対して大きな恐怖を抱いている。

　だが、怯おびえを隠せない被後見人の表情や執事の剣幕にも、カシュヴァーンは暴君の呼び名に相ふ応さわしい傲ごう慢まんさで平然とこう応じた。

「俺に渡すぐらいならと、あっちが自分で屋敷に火を点けようとしたんだろうが。だが、あいつは家族も住んでいる本宅のほうに火を点けようとし、俺は離れた位置にある納屋を焼いただけ。おまけにすぐに消し止めてやったじゃないか」

「い、いくら長く税を滞納したからといって、しかも農民からはきちんと税を取っているような相手だとしてもですね！　いきなり屋敷は頂く、出て行けなんて言えばああいう態度も取りますよ！　全くあなたという人は、私はあなたをそんな風に育てた覚えはありません！」

「……落ち着けトレイス、年上ぶったところでお前は俺と二歳しか離れていないはずだ」

　乳母のような小言にカシュヴァーンは一言突っ込んだが、トレイスはなおも説教をやめない。

　主の右腕として領地内の見回りに付き合っているトレイスは、根が生真面目で信心深い性格だ。それゆえにカシュヴァーンの素行について言いたいことがたっぷりあるようだった。

「とにかくですね、人様の屋敷に火を点けてはいけません！　水攻めなどもってのほか!!　金目の物を勝手に持っていくのもだめ！　冗談でも妻か娘を売ればいいなどとおっしゃってはいけません！　それとですね……!!」

「分かった分かった、悪かった。悪かったからとりあえずその袋をよこせ」

　苦笑いしながらトレイスの手から袋を取り上げたカシュヴァーンとアリシアの眼が合った。

　途端にカシュヴァーンは、少しだけばつの悪そうな顔になった。どうやら妻の前で素行について言及されたことに、多少の気まずさを感じているらしい。

　そんな夫をアリシアは、素直な瞳で見つめて言った。

「カシュヴァーン様は、税の取り立てをする時にいろいろなことをなさいますのね。それがあなたのお仕事ですから仕方がないとは思いますけど、あまり人に恨まれるようなことをなさると本当に毒殺されてしまいますわ」

「……別にいつもいつも火を点けて回っているわけじゃないさ。徴税のための使者を出し、期限を切って、それでも俺を舐なめて言うことを聞かない一部の馬鹿貴族にだけだ」

　先ほどまでの『肥料要らず』の話は聞いていないカシュヴァーンだが、アリシアが言いたいことは伝わったようだ。

　弁解するように言った後、カシュヴァーンは手の中の袋から、ある物を取り出した。

「まあ、きれい」

　思わずつぶやいたアリシアの瞳に、色とりどりの輝きが映り込んだ。

　カシュヴァーンの大きな手の平に乗せられていたのは、その手の四分の一ぐらいの大きさの丸い石だった。

　基調となっている部分は黒い。だがそこに雑多な種類の鉱物が無数に入り混じり、それぞれの色合いを主張している。

　さながら鉱物標本のようなその石は、宝石などではない。けれど珍しく美しいものであることは間違いなく、好奇心旺盛なアリシアは差し出された石を魅入られたように見つめ続けていた。

「守り石という。アズベルグ地方には鉱山というほど立派なものはないんだが、こういう鉱物を含んだ石は時々見つかるんだ」

　相変わらず目先の興味に走ってしまう妻の反応に気をよくしたのか、カシュヴァーンは少し嬉うれしそうな顔をして説明を始めた。

「贈る相手に相応しいと、自分でそう思った石を相手に贈る。そうすると石が相手のことを守ってくれるという言い伝えが、古くからここアズベルグにはある」

　カシュヴァーンは神を、〈翼の祈り〉を信じないと公言してはばからない男だ。

　しかし王族や貴族の権力の礎いしずえになってしまった教えを嫌ってはいても、守り石という素朴な伝承までも足あし蹴げにしてしまうような男ではないようだった。

「この石の、そうだな……この何もかもめちゃくちゃに混ざっていて、そのくせ妙にきらきらしているところがお前に似ていると思った。だから拾ってきた。受け取ってくれるか？」

「もちろんですわ」

　贈られた石に負けないほどに、アリシアは瞳をきらきらさせて夫を見上げた。

「とっても嬉しいです。ありがとうございます、カシュヴァーン様」

　単純な感謝の言葉に、カシュヴァーンも口の端にかすかな笑みを浮かべ守り石を手に取った。それを妻の小さな手に渡してやりながらつけくわえる。

「初めての贈り物が、高価なドレスでも宝石でもなくて悪いな」

「いいえ。だってただでいただける物はなんでも嬉しいですもの。それにカシュヴァーン様が、私のために選んで下さったものですものね」

　微妙な言い回しで応じるアリシアだが、妻のこの手の受け答えにはカシュヴァーンもだいぶ慣れてきている。何よりアリシアの喜びようは本物だ。

　カシュヴァーンは両手で大事そうに守り石を持った妻の頭に、剣だこの目立つ武ぶ骨こつな手の平を乗せた。














「恨まれるのも俺の仕事の一部だ。恨まれるぐらいにまで尻を叩かないと、いまだにアズベルグの貴族連中は俺の命令に従おうとしない」

「アズベルグの暴君」として悪名高いカシュヴァーンの評判は、実際のところ前領主の放置に慣れきって好き放題していた貴族たちの陰口によるものがほとんどである。

　農民たちからは案外受けが良かったりもするのだ。だがアリシアの死神姫の話と同様、ひとり歩きを始めた噂は当人には止めることができない。

「まあ、そうですの。確かに税を取られたりするのは嫌でしょうけど、でもカシュヴァーン様が領主になられてから治安もとてもよくなったとお聞きしておりますのに」

「若い連中の中には、自警団を作って俺の仕事を手伝ってくれるような奴らも出てきているんだけどな。どうにも俺は年寄りだの古い貴族だの、頭の固い奴らには受けが悪い」

　自分のことを完全に棚上げした主の言い方を聞いて、トレイスが小さく咳払いをした。

「……カシュヴァーン様、その自警団の中にはあなたの名前を大義名分にして愚かな振る舞いをする者もいることをお忘れなく。もちろん立派な働きをしてくれる者も大勢おりますが」

　頭の固いトレイスの言葉に、分かってる、と苦笑いを返すカシュヴァーンの表情は悪いた戯ずらを見み咎とがめられた少年のようだ。本人に「暴君」と呼ばれることを面白がっている節ふしがあるせいで、一層そういった噂に拍車をかけているところもある。

　けれどまたアリシアへと向き直った時には、カシュヴァーンの顔からは子供っぽい表情は引っ込んでいた。

「今後、俺への恨みから、お前に妙な真似をしようとする奴が出てこないとも限らない。アリシア、気休めにしかならんだろうが、できればその石を身につけていてくれ」

　そう言って、守り石を抱いた妻の頭を撫なでる手は暖かく優しく、その瞳には気き遣づかいがうかがえる。

「はい、ありがとうございます。カシュヴァーン様」

　従順にうなずくアリシアの胸は、夫の手が亜麻色の髪の上を滑すべるたびにふわふわとくすぐったいような感情に満ちていった。

「……まあ、守り石は要するにそこいらに落ちている石ですものね。一ゼダルもかかりませんし、この奥様に差し上げるには相応しいでしょうよ」

　もらった石を大事そうに袋に入れようとしているアリシアを見て、ノーラはことさらに冷たい声を出した。

　カシュヴァーンの正妻の座を、ノーラはまだ諦あきらめていない。完全な政略結婚だったはずの夫婦の間に、ほのぼのとした愛情が芽生えかけている場面に遭遇するたび、こういった態度を取るのだった。

「そうね、ノーラの言うとおりお金もかからないし、いい贈り物だわ。私もアズベルグの人間になったんだし、今度守り石を探しに行ってみようかしら」

　ノーラの胸中はいつだってどこ吹く風のアリシアは、相変わらずの鈍感さでメイドの嫌味を受け流してしまう。

　余計にいら立ちを募つのらせたノーラをにやにやしながら見ていたルアークの緑色の眼が、また屋敷の外へと動いた。

「あれ？　今度は誰だろ？」

　いつもならこの時点で訪問者を特定できるルアークが意外な言葉を口にした。

　カシュヴァーンはああ、と意味ありげにつぶやく。

「お前にも分からないか。無理もないな、会ったことのない相手だ」

「その辺のお貴族様じゃあないっぽいな、ってのは分かるけどね。馬の走らせ方が違うもん。ちょっとカシュヴァーンおにいちゃんと似てるかな、荒いけどかなりの使い手」

　どうやら騎手の乗り方の癖によって、ルアークは相手を識別しているらしい。

　その一言にカシュヴァーンは、もう一度含んだもののある笑い方をした。

「俺に似てるか。言われてみればそうかもな。何せ俺の師匠のような相手だ」

　カシュヴァーンの言葉を聞いてトレイスの表情がわずかに曇った。

　しかしそうこうしているうちに本日三度目の馬のいななきが近づいて来て、やがて開かれた扉の向こうに二つの人影が立った。







「邪魔するぜ、カシュヴァーン。それにノーラ」

　気安い調子でカシュヴァーンとなぜかノーラを呼んだのは、見た目はあまりカシュヴァーンと変わらぬ年頃の、浅黒い肌をした体格のいい男だった。肩当てと胸当てだけの簡素な武装だが、衣装の下から主張するような盛り上がった筋肉が、何よりの彼の鎧よろいなのだろう。

「お初にお眼にかかります、強公爵閣下」

　礼儀正しくそう言って頭を下げたのは、眼鏡をかけた知的な雰囲気の青年だ。彼の肌の色は一般的なシルディーン人同様に白く、服装もカシュヴァーンやティルナードのそれに近い。

「……んまあ、今日は本当にろくな客が来ませんわ」

　ふたりの男、というよりもっぱら浅黒い肌の男の姿を目の当たりにした途端、ノーラが露骨に嫌な顔をしてぷいっと横を向く。

　つれないしぐさに浅黒い肌の男が何か言いかけた時、ティルナードがひっくり返った声を上げた。

「その肌、服装っ……まさかラグラドール人!?」

　ラグラドールとはここシルディーン王国とも国境の一部を接した、目立った産業を持たない貧しい小国である。それゆえ、飢餓感に裏打ちされた強さを持ち、国民の大半がなんらかの形で傭よう兵へい業に携たずさわっている国だ。

　だがあまりの屈強さ、また特定の主人を持たず金でしか動かないせいだろう。浅黒い肌で容易に区別がつくということも手伝って、シルディーン国内をはじめ他国から差別感情を持たれることが多い。

「おやおや、知らない顔だなぼうや。初めまして」

　男のほうはこの手の反応に慣れているらしい。さして驚くこともなく、なれなれしい笑みを絶やさずにティルナードに近づいてくる。

　と、ティルナードは何を思ったか、腰の剣に手をやりながら他の四人を庇かばうように前に進み出て叫んだ。

「一体何の用だ！　図々しい、ラグラドール人が人の館に勝手に入ってくるな！」

　どう考えても自分も勝手に屋敷に入ってきたティルナードの手首を、横合いから伸びた手が摑つかんで止めた。

「なッ、ルアーク、まさかお前もぐるッ」

　威勢はいい割に、内心はびくびくしていたようだ。短く息を吞のんでから、ティルナードはルアークを睨にらんだ。

「落ち着きなって、おぼっちゃん。この人が変な人なら、ここの警備兵が止めるはずでしょ？」

　冷静にたしなめたルアークを見下ろして、ラグラドール人の男は無ぶ精しようひげを撫でながら豪快に笑った。

「ははは、全くだ。そうか、お前さんが噂の死神だな。初めまして、俺はバルロイ・レクサンドール。これでも一応、ラグラドールでは子爵の地位を持ってるんだぜ？」

「なに!?」

　どうひいき目に見ても山賊がせいぜいといった風ふう体ていの男がそう言うのを聞いて、ティルナードが眼を丸くする。

「と、いってもラグラドールじゃ、金さえあれば爵位は簡単に買えるんであんまり意味もないがな。実体はしがない傭兵団長だってのに、ぼうやみたいな他国のお貴族様は爵位のあるなしで分かりやすく態度を変えてくれるんでなあ。そう、今みたいに」

　期待どおりの反応だったのだろう。人の悪い笑みを浮かべているバルロイに、カシュヴァーンがため息交じりに声をかけた。

「バルロイ、そいつは俺の被後見人だ。反応がでかくて面白いのは分かるが、いったんそこまでにしてもらおうか」

「あいよ」

　にやっと笑ったバルロイは、言われたとおりにティルナードで遊ぶのはやめた。

　それでも初対面の顔が多いためか、バルロイは物珍しそうに周囲を見回した。その中でもさらに物珍しそうなアリシアの瞳と彼の眼が合う。

「おやお嬢ちゃん、お前さんとも初めましてだな。俺はバルロイ・レクサンドール、お嬢ちゃんの主の悪いお友達だよ」

　ティルナードと違い、アリシアの瞳には好奇心はあっても嫌悪感がないことを察したのだろう。好意的にしゃべり始めようとするバルロイに、カシュヴァーンは寸前で注釈を入れた。

「バルロイ、言っておくがその娘は下働きなどではないぞ。アリシア・ライセン、俺の妻だ」

　今度はバルロイが眼を丸くして固まった。

　紹介を受けたアリシアは、着古したドレスをちょんとつまんでていねいに挨あい拶さつを始めていた。

「初めまして、レクサンドール子爵様。私ラグラドールの方とお話しするのは初めてですの。よろしくお願いしますわね」

　興味津々、という気持ちを隠さないアリシアの姿は、バルロイが貴族に見えないのと似たような理由で名門の令嬢には見えない。

「……と、いうことは……あれか。この娘が例の死神姫」

　どうにか持ち直したバルロイは、しげしげとアリシアを、特に限りなく平坦に近い胸を見てつぶやいた。

「その姿は夜空に輝く青白き月が如ごとし。冷気を帯びた美貌は男の心を凍いて付かせ、しかし捕らえて離さない。その上眼が三つあり角が生えていて、おまけに山よりでかいと聞いていたんだが……」

「……それで男の心を捕らえて離さないなら、確かにすごいな。だが残念ながらバルロイ、噂などこんなものだ。ちょっと変わった娘じゃあるが、まあ、その話はまた後でしよう」

　アリシアの「ちょっと変わった」部分を詳細に説明していると、たぶんいつまで経たっても話が終わらない。

　さり気なく話題を逸そらしたカシュヴァーンは、ちらりとバルロイの後方に立つ連れらしき男に眼をやった。

「それにそっちにも、紹介が必要な人間がいるようじゃないか。俺も初めて見る顔だし、おまけにラグラドール人じゃなさそうだ。傭兵らしくもないけどな」

　最初の挨拶以来、無言でこの様子を見守っていたバルロイの連れは、長めの黒髪を首の後ろで縛しばった青年である。

「ああ、そういやそうだった。こいつは俺の団の客分で、名前はセイグラム……」

「改めてご挨拶申し上げます、ライセン〈強〉公爵閣下。私はセイグラム・アーレイ。真なる主を探すため、傭兵団の世話になっている者でございます」

　バルロイが紹介を始めようとした瞬間、青年は待ってましたとばかりにしゃべり始めた。

「あなたのお噂は聞き及んでおります。己の実力のみで道を切り開いていくそのあり方は、旧来の因習に囚われたこの国の貴族どもとは一線を画すもの。強公爵閣下のような方こそがシルディーンの発展を担う方でしょうに、このアズベルグの地にはあなたの素晴らしさを解しない者が多すぎるようです」

　カシュヴァーンが国王に願い出て作った〈強〉公爵なる爵位は、大抵はふざけているとしか思われないらしい。わざわざ念押しないときちんと呼ばれないのが普通だ。

　だが、セイグラムという男は、むしろ好んでその妙な爵位を口にしているようだった。

「私は男爵家とは名ばかりの零落した家に生まれ、次男でしたので爵位を継ぐことすらままならなかった。であるからこそ、己の手で己の未来を切り開く力がなければ今まで生きてこられなかったと自負しているのです。失礼ながらあなたの家には、有能な使用人が少ないとバルロイ殿より聞いております。特に政務に際しての、あなたの右腕になれるような人材が」

　すらすらと流りゆう暢ちようにまくしたてた後、セイグラムは優美なしぐさできれいな一礼をした。

「僭せん越えつながら人を見る眼には自信があります。カシュヴァーン・ライセン強公爵閣下、あなたには私の主としての風格が備わっているとお見受けします」

　初対面の人間からいきなりそんなことを言われても、普通の人間は面食らうだけだろう。しかも「主としての風格」だけではなく、「『私』の主としての風格」ときている。

　実際カシュヴァーンは流麗すぎるセイグラムの言葉になんとも言えない顔をしている。しかしながら、とうとうと語るセイグラム本人は平気なものだ。

「私をあなたの執事として雇って下さいませんか。公爵家に執事として入るには男爵の家柄では不足かもしれませんが、あなたはそのような」

「セイグラムと言ったな。悪いがお前の持っている情報は少々古いようだ。俺にはもう決まった執事がいる」

　しばらくは黙って彼の語りを聞いていたカシュヴァーンが突然口を開いた。

　絶妙の間合いで長なが口こう上じようをさえぎられたセイグラムが黙る。その間にカシュヴァーンは、呆あつ気けに取られた顔をして斜め後ろに立っていたトレイスの腕をぐいと引っ張り、自分の前に押し出した。

「トレイスという。昔から俺に仕つかえてくれている男で、よく働くし気心も知れている相手だ。以前ならとにかく、こいつがいる以上、俺には他の執事は必要ない」

　紺色の瞳を細め、セイグラムは眼鏡越しに値踏みするような視線をトレイスに送る。露骨に品定めされている状態のトレイスはひたすら困った顔をしていた。

「あ、あの……カシュヴァーン様……私は、その」

「トレイスとおっしゃるのですか。強公爵閣下、失礼ながら執事という職に相応しい風格が彼にあるようには見受けられませんが？　政務に精通しているようにも見えませんね。爵位は何をお持ちなので？」

　不ぶし躾つけなセイグラムの言葉は、農民の出であるトレイスの劣等感を刺激したようだ。

　おまけについ先ほどもトレイスは、主の偽悪的な行動に怒りこそすれ、制御することができないでいた。

「……私は……私などでは、確かになんのお力にも……」

　頰ほおに朱を差したトレイスの視線は、自信なさげに床を這はっている。

　だが、カシュヴァーンは幼馴染みの腕を摑んだまま、引っ込むことを許さない。その状態でじっとセイグラムを見据え、カシュヴァーンはこう言い返した。

「名家では執事にもそれなりの家柄が必要、というのはいささか古い考え方だな。それにこいつはこう見えて案外骨があるし、頭も悪くないぞ」

「……なるほど、分かりました。私が持っていた情報が古かったことは認めましょう」

　限定的な理解を示すセイグラムだが、その一方で彼の表情には余裕が感じられた。気き後おくれした様子で顔を伏せているトレイスを、明らかに格下の相手と見なしたようだ。

「ですが最終的な判断は、もう少し後から下されてもよいでしょう。その方と私、どちらがあなたの執事に相応しいのか」

「そうだな。差し当たって、俺がバルロイを呼んだ本当の用事を片づけさせてもらってからだな」

　お前の用事は聞いていないと言外に含ませてから、カシュヴァーンはトレイスを解放し、バルロイに視線を送った。

「俺の部屋へ。話はそこで聞く」

「あいよ」

「ちょっと待てライセン！」

　硬い声を出したのはティルナードだった。

「ちゃんと説明しろ。なんでお前が傭兵団なんかと付き合うんだ。こいつらは何の用でここへ来た!?」

「その説明を、俺がお前にする必要があるか？」

　冷ややかなカシュヴァーンの返答に、ティルナードはたちまち言葉に詰まる。相変わらず思慮の浅い彼の行動に、その後見人は大おお仰ぎようなため息を吐ついた。

「お前に話す必要があることなら話す。ないなら話さない。それだけのことだ。じゃあなレイデンのおぼっちゃん、用事がないならさっさと帰れよ……ああ、それと」

　歩き出そうとしたカシュヴァーンは何かを思い出したように振り返った。

　その視線の先には、ティルナードがレイデンの領地から連れて来た従者の一団が所在なげに佇たたずんでいる。

「また従者を変えたようだな。何が気に食わないか知らんがいいかげんにしろ。レイデン地方の領主に相応しい支配体制を、お前は早急に築かないといけないんだ。選ぶのは構わんが適当なところで妥協しろ。分かったな」

　何度も何度も押しかけてくるたびに従者の顔ぶれが変わることを指摘され、ティルナードはいよいよ追い詰められた表情になった。

　そんな彼からさっさと踵きびすを返し、二階の自室へと歩き出したカシュヴァーンの背を追って、なぜかセイグラムも歩き始めた。

「では、ライセン強公爵閣下、私もご一緒します。今回うかがった件に関しては私も多少お手伝いをしました。話は分かっておりますので、同席させていただいてもよろしいでしょう。シルディーン王国内でのことに関しては、私の口からご説明差し上げたほうが分かりやすいでしょうし」

　カシュヴァーンが無言でバルロイを見やると、彼はたくましい肩をすくめて見せた。悪いな、という合図を悪びれない表情で返してくるバルロイに、カシュヴァーンはそれ以上は何も言わず、別の人間に声をかけた。

「トレイス、お前も来い」

　さも当たり前のような呼びかけに、うつむいていたトレイスがびくりと顔を上げる。

　途端にセイグラムの視線を浴びてかすかに瞳をすがめたが、結局トレイスは主の言葉に従って歩き出した。

「僕も……！」

　懲こりもせず追いすがろうとするティルナードを、カシュヴァーンは後ろ姿のまま冷たく突き放した。

「俺はさっさと帰れと言ったはずだぞ。二度も同じことを言わせるな」

　さすがにティルナードはそれ以上の行動を起こせずに、唇を嚙みしめ、きつく拳こぶしを握り締めている。

　階上に移動し始めた男たちのうち、バルロイがいきなり階段の途中で立ち止まり、

「ああそうだ、ノーラ！　おーいノーラ！」

　と、大声でメイドを呼んだ。

　だが、いつの間にかアリシアの背後に回っていたノーラは、つんと顔を逸らしバルロイの呼び声を無視している。

「ノーラ、レクサンドール子爵様がお呼びよ」

「そうですか？　全く全然何一つ聞こえませんけど」

　親切なアリシアの言葉にも、ノーラはあからさまに聞こえないふりをしている。

　露骨すぎる無視を決め込んだ彼女に向かって、バルロイはなおも大声を張り上げ続ける。

「ノーラ！　おおおおーい！　俺の愛しいノーラー！　冷てえなあ相変わらず、まあその冷たい態度にこそ熱く燃える俺への愛情がたっぷり含まれていることは分かっているけどな！」

「人聞きが悪いことを言うものじゃないですわ！」

　ぎっと睨んでくるノーラの顔を見て、バルロイは「怖い怖い」と満足げに笑った。

「いろいろ積もる話もあるからな、今夜は一晩ここに泊めてもらうつもりなんだ。なぁに、ベッドメイクの心配はいらないぜ、なぜなら俺はお前のベッドに」

「床にでも添い寝してもらうんですわね。ちょっと、カシュヴァーン様がお待ちじゃないですの。さっさと歩きなさい！」

　とりつく島もないその態度にも、バルロイはやっぱり満足げに笑うばかりだった。

　ようやくカシュヴァーンを追って階上に消えたバルロイの背を睨み、ノーラははあっと大きな息を吐はいた。







　四人の男たちが去ってしまうと、場は一気に静かになった。

　妙にがらんとしてしまった広間に、アリシアの楽しそうな声が響く。

「ラグラドールの方、傭兵団……うふふふ、嬉しいわ、今夜は皆さんお泊まりになるのならたくさん面白いお話も聞けそうね」

　好奇心に瞳を輝かせながら、もらった石を抱えてはしゃいでいるアリシアに、浮かない表情のノーラ。

「……カシュヴァーン様に呼ばれて来たようですから、泊まるのは間違いないでしょうね……あああ、嫌だわ、今夜はしっかり部屋に鍵をかけて寝ないと」

　ノーラはぶるっと大きく頭を振った。横でいまだ黙り込んでいるティルナードもそうだが、普段はきゃんきゃんと元気がいいだけに珍しい反応だ。

　どうやらバルロイの求愛は相当お気に召さないらしい。ルアークが茶化すように言った。

「ノーラさぁ、あっちも乗り気だし、いっそバルロイおじさんの愛人になったら？　子爵様だし、ラグラドールの傭兵団長なら相当、金は持ってるよ」

　ノーラが自分はカシュヴァーンの愛人、と公言していることをルアークは知っている。

　ついでにカシュヴァーンがそのことを否定しないのは、実際、愛人にすべきようなことをノーラに一切していないからだ、ということも知っている。

「冗談じゃないですわ！　女は顔より体だ、特に胸だと公言しているようなあんな最低の男！」

　心底不愉快そうに吐き捨てて、ノーラはバルロイでなくてもつい注目してしまう豊かな胸を震わせた。分かっていてからかっているに違いないルアークをついでに睨むと、

「大体いくらお金を持っているとしても、傭兵稼業なんて不安定すぎますわよ。子爵なんて中途半端な地位も嫌です。私が長年磨きをかけてきたこの美貌は、あんな野蛮な男にくれてやるためのものではないですのよ！」

「そうよねえ、ノーラはとっても美人だし、それに今はカシュヴァーン様の愛人ですものね」

　そのカシュヴァーンの正妻であるアリシアが、おっとりと微笑んでうなずいた。

　彼女が大事そうに抱えた守り石の袋をすさまじい眼で睨んでいるノーラの横で、ルアークは頭の後ろで腕を組みながら緑の瞳を細めて階上を見上げている。

「しっかしそれはそうと、カシュヴァーンおにいちゃんがラグラドールの傭兵団と付き合いがあるとは素直にびっくりだなあ。ノーラさぁ、どういうことか知ってる？」

「どういうことも何も、前の領主様の統治がいいかげんだったせいで、アズベルグ領地はラグラドール人の格好の宿だったんですのよ」

　さも不愉快だと言いたげに、ノーラはまたも吐き捨てた。

「あの風体ですから国内では悪目立ちしますでしょう。ですけどシルディーンの貴族に雇われることも多かったので、その時によくアズベルグを利用されたんです。許可なく勝手に通ったり、無許可で天幕を張って長時間居座ったりやりたい放題。ひどい時には村を襲ったり、家畜や食べ物を奪っていったり」

　アズベルグの前領主であり、カシュヴァーンの父でもあったレジオール・ハルバースト。特に人生の後半において、彼は領主としての責務を全く果たしていなかった。

　統治者がいないに等しい辺境は、場合によってはたやすく強盗団にも変貌する傭兵団にとって、使い勝手のいいねぐらだったのだろう。

「……領主をいさめる気概すらない、腑抜けた貴族どもばかりだものな。傭兵どもの蛮行も見て見ぬふりがせいぜいか」

　まださっきのカシュヴァーンの態度が効いているのか、妙におとなしい口調のティルナードの言葉にノーラも大きくうなずく。

「ええ。でもカシュヴァーン様に代替わりされてからは、奴らも好き勝手はできなくなりましたのよ。それどころかあの方は、バルロイと仲良くなって剣技を習ったり情報収集をさせたりしていらっしゃいますの」

　ラグラドールの傭兵団は、雇われればどこにでも行き、何でもやる。それゆえの情報収集能力は、辺境に身を置き、荒れている領地から身動きできないカシュヴァーンにとっては価値の高いものであるらしい。

「確かに得る物もそれなりに大きいのでしょうけど、私としては正直あんなのと付き合うのはやめていただきたいですわ」

「へえ、さっすが既成の枠に囚われない強公爵様だね。それでますます旧来の貴族たちには嫌われる、かあ」

　嫌悪感を隠さないノーラとは逆に、ルアークは感心した声を出した。

　だがそんなルアークの声にかぶせるように、ティルナードが突然きっぱりとこう言った。

「僕はあいつらは嫌だ。嫌いだ」

　普段からティルナードはよく言えば裏表がなく、悪く言えば空気の読めない面が多々あり、好き嫌いをはっきり口にするほうではある。しかしここまで強く断言することは珍しい。

「ぼっちゃんってつくづく典型的なシルディーンの旧貴族だよねえ。新興貴族は嫌い、ラグラドール人は嫌いか。ま、あのバルロイおじさんもあんたのこと好きじゃないだろうと思うけど」

　皮肉っぽく瞳を細めて言うルアークに、ティルナードは顔を歪ゆがめてつぶやいた。

「特に、セイグラム。あいつは嫌だ。嫌いだ」

「あれ？　あの人のほうなの？　なんで？　そりゃ確かに、トレイスさんのことは真正面から馬鹿にしてたけど」

　直接会話を交わしてもないセイグラムを名指ししたことに、ルアークは驚いたようだった。

　けれどその理由についてはティルナードは曖あい昧まいに言葉を濁す。

「……別に……トレイスのことなんて関係ない。ただ、嫌なんだあいつ。顔立ちとか、見た目の雰囲気とか、嫌だ。嫌いだ」

　ほとんど言いがかりであるティルナードの言葉を聞いて、アリシアはふと思いついたことを口にした。

「そういえばあの方、ユーラン様にちょっと似ておられたわね」

「……あら、まあ、そういえば。髪をほどいたらたぶん、もっと」

　思わず同意したノーラが、次の瞬間さすがにまずいという顔をする。案の定、ティルナードの表情は凍りついており、その指先は自らを庇かばうようにぎゅっと肩に食い込んでいた。

　ユーランとは、ティルナードの前の後見人だった〈翼の祈り〉の聖職者。

　おっとりのんびり、そしてどこかアリシアとも共通する空気を持った司教である。そんな彼の裏切りは、まだティルナードの心を深くえぐったままだ。

「ああ、ええと、でも、ほら、セイグラム・アーレイ様？　あの方のほうが賢かしこそうでしたわよ。その分、とっても嫌味っぽいですけど」

　懸命に取り繕つくろおうとしたノーラだが、ティルナードの表情は依然として凍ったままだ。

「……いまさら気を遣つかってくれなくてもいい」

　ぼそっとつぶやいたティルナードは、三人から眼を逸らし、扉のところに溜まっている自分の従者たちに視線をやった。

「おい！　僕はしばらくここに滞在するからな！　誰かひとりはその旨を知らせにレイデンに戻れ。残りは僕の荷運びだ、さっさとしろ！」

　どうやらはなから居座るつもりだったらしいティルナードの居い丈たけ高だかな命令は、もちろんカシュヴァーンに話を通したものではない。

　しかし今はさすがにノーラも口を挟みにくいらしい。「知りませんわよ」と口の中でぶつぶつ言うに止とどめ、勝手に二階へ上がっていくティルナードを見送った。

「私、悪いことを言っちゃったみたいね」

　遅まきながらそれに気づいたアリシアの反省に、ルアークは微妙な笑みを浮かべて答えた。

「かもねえ。やー実はさ、ぼっちゃんがバルロイさんたちのこと嫌いだって言った時なんだけど。前にほら、ユーラン様が裏切った時、ラグラドールの傭兵さんを連れてきたでしょ？　あれ思い出して嫌なのかな、と思ったりもしたんだよね。傭兵さんたちも金で雇われただけだとは思うけどさ」

　時には相当えげつない言葉を口にするこの少年も、多少は遠慮したということらしい。

　しかしルアークは、アリシアを今さら取り立てて責める気はないようだった。

「でもま、あのおぼっちゃんには必要な試練かもよ。いまだに時々、司教様の名前を呼びながらうなされてることがあるんだもん」

　勝手に押しかけてきては数日居座りを繰り返しているティルナードの行動を、屋敷内を趣味的にうろつくルアークは時折観察しているらしかった。他の人間たちの行動も観察しているようで、カシュヴァーンとアリシアがまだ正式な初夜を過ごしていないことも知っていたりする。

「だけど今の後見人はカシュヴァーンおにいちゃんなんだからね。その辺きっちり自覚しないと、あのぼっちゃんまた後見人に捨てられる羽目になるかも」

　予言めいたことを言ってから、ルアークも歩きだした。

「さって、じゃー俺は自主的におにいちゃんたちの会話に参加してくるよ。もちろんとっても控えめな俺だから、口出ししたりせずに聞くだけにするつもりだけど。そんじゃアリシア、ノーラ、またねー！」

　盗み聞き宣言をしたルアークの姿が、昼間から薄暗い屋敷の中に溶けるように消えていく。

　毎度ながら常人ならざるルアークの動きに気味が悪そうにしてから、ノーラは気を取り直したようにアリシアを見た。

「とにかく奥様、話を戻しますけど、肥料要らずを台所に持ち込むのはやめて下さい。泥イモ栽培ぐらいならお好きになさればよろしいですけど、あなたの常識と一般人の常識は違うんです。いいかげん自覚して下さいませ」

「分かったわ」

　どうもあまり分かっていなさそうな奥方の受け答えに首をかしげながらも、ノーラはメイドとしての仕事の最中にアリシアに声をかけられたことを思い出した。

　折しもティルナードの従者たちがどこに荷を運べばいいか困っている様子だったこともあり、ノーラは彼らに指示を出しながら去っていった。その姿を見ながら、

「カシュヴァーン様なら、肥料要らずを食べて下さるかしら。あの方ぐらい体が大きければ、悪くしても全身麻痺ぐらいですむって前にルアークも言っていたわよね……最初から私と同じ量でも平気かしら……」

　夫の毒殺を企んでいると思われかねない台せ詞りふをつぶやいてから、アリシアも広間を後にした。







　バルロイたちとの会食を楽しみにしていたアリシアだったが、客人どころかカシュヴァーンすら夕食の席には現れなかった。男四人で主の自室にこもったきり、彼らは何か大事な話し合いをしているらしい。

　盗み聞き宣言をしたルアークも、カシュヴァーンたちの話に耳を傾けているのだろう。奥方づきのメイドでありながらノーラも相変わらずアリシアをほったらかしだが、アリシアもアリシアでそれに文句も言わず、いつものように薄暗い屋敷内をちょこまか動いて過ごした。

　しかし夜半過ぎ、四方から翼持つ怪物の像に見下ろされた、アリシア的には「すてきに趣味の悪い」自室内にいた時のことだ。

「かくて首なし騎士は裏切り者の血まみれの首を抱え、人知れず霧の中に消えていった……」

　実家から持ってきていた読み古しの恐怖小説の最後の一文を口に出し、アリシアはほうっと息を吐はいた。

「すてきだわ。夜の黒と霧の白と血の赤、なんて不気味な取り合わせなの。霧深いこの地で読むと、また格別の趣おもむきがあるわね……」

　フェイトリン家が没落して久しいため、すっかり寂さびれた生家で楽しめる最大の娯楽としてアリシアは昔からこの手の小説を愛読してきた。

　その点ライセンの屋敷は手入れ自体は行き届いている。しかし邪教の館と見まごう怪しい造りと、暗い森の奥深くという立地条件のよさはアリシアの中では生家といい勝負だ。

　安上がりな趣味で満足したところで眼鏡を外し、さて寝ようかという間合いで突然、部屋の扉が叩かれた。

「どなた？」

「俺だ」

「あら、カシュヴァーン様」

　ろうそく一本を惜しまねばならない生家での節約環境で恐怖小説を読みふけっていた結果、アリシアの視力は見事に落ちている。特に夜の屋敷内では、黒ずくめのカシュヴァーンを見分けるのが難しい。

　以前も夕刻に廊下で話しかけられ、すぐ側の漆黒の柱に向かって延々と返事をして呆れさせたことがあったほどだ。後でトレイスに「カシュヴァーン様はちょっと傷ついておられたようです……」と耳打ちされたことを思い出しながら、アリシアは今度はちゃんとしようと、いったん枕元に置いた眼鏡を手に取った。

「どうかされたのですか？　もうお休みになったのかと……あらまあ」

　ところが眼鏡をかけていざ扉を開いた途端、アリシアの前にずいっと進み出てきたのはどう見てもノーラだ。

　思わず眼鏡の縁をつまんで直しながら、アリシアは瞳をぱちぱちさせてつぶやいた。

「あらカシュヴァーン様、ちょっと見ない間にノーラそっくりになられて」

「私はノーラです奥様。旦那様はこちらです」

　言われてアリシアが視線を上げると、そこには呆れ顔のカシュヴァーンの姿があった。

「あらいつものカシュヴァーン様、こんばんは。どうなさったの？　お二人で」

「別にノーラと揃そろって来たわけじゃない。俺がここまで来て扉を叩いたら、横からノーラが割り込んできただけだ」

　カシュヴァーンが妻の部屋を訪ねるのを目ざとく見かけ、ノーラが邪魔してきた結果、こういう状態になったようだ。

　夫が深夜に妻の部屋を訪ねる。その目的を察し、どうしても邪魔せねばならない気持ちになったのだろう。

　だがカシュヴァーンは、そういうつもりでアリシアを訪ねてきたわけではないようである。

「ちょっと話したいことがある。部屋に入れてくれるか？」

「ええ、どうぞ」

　にこっと笑って夫を招き入れるアリシアの横に、断りもなくノーラが滑り込んだ。

　カシュヴァーンは最も早はやどうでもよくなったのか、自分もさっさと室内に入って扉を閉める。

「カシュヴァーン様、お客様たちのお相手はもうよろしいの？」

「大方の話は終わったからな。今は酒盛りの最中だが、あの調子じゃ朝まで続きそうなので途中で抜け出してきたんだ。代わりにルアークを置いてきた」

　言われてみれば、カシュヴァーンの体からはかすかに酒の匂いがした。これはかなり高価で強いお酒の匂い、と思いながら、アリシアはルアークの名前に反応を示す。

「あらルアーク、お酒の席にまでご一緒したのね」

「盗み聞きを途中で見つけたんで引っ張り込んだ。バルロイが面白がって飲み比べを挑いどんでいるが、あの調子だとルアークが勝つだろう。バルロイも相当強いはずなんだがな」

　暗殺の腕のみならず、ルアークは酒もいける口らしい。

「ああ──。わざわざそんな風にして持ってくれているのか」

　アリシアの胸元に下がった袋に眼を留め、カシュヴァーンはかすかに微笑んだ。昼間、夫がくれた守り石が入った袋に、アリシアは細いひもを縫いつけて首から下げられるようにしたのだ。

「重くないか？」

「平気ですわ。こうやっておけば、いつでも身につけていられますわよね」

　奇妙な首飾りのような袋をぶら下げて微笑む妻の頭を、カシュヴァーンはすっかり癖になったしぐさで撫でる。

　そして思い出したように、口く調ちようを改めて話し始めた。

「実はな、アリシア。俺たちの結婚の報告をしに行きたい相手がいる」

「報告、ですか？　どなたに？」

　肝心の婚儀さえ一階の広間で、聖職者も立てずに適当にすませたようなカシュヴァーンだ。結婚の報告を、それもわざわざ出向いて行いたい相手などアリシアには全く見当がつかない。

「ディネロ・アズベルグ、を知っているか」

「いいえ。でもアズベルグ、ということは……その方は、アズベルグの地方伯ですか？」

　フェイトリン地方から嫁いできた旧姓・フェイトリンのアリシアと同じく、地名を家名に持つといえば、これは間違いなく地方伯。

　その上、現在の領主がカシュヴァーン・ライセンであることを考えると、おそらくはとうの昔に没落した地方伯。

　かつての昔、〈翼の祈り〉が唯一絶対の教えとして貴族王族の身分を保証していた時代には、地方伯であるということはつまり領主であるということだった。しかし現在は下克上により、その大半が徴税権をはじめとした諸もろ々もろの権限を失い、代わりに領主となった他貴族たちの支配下でひっそりと暮らしている。

「ディネロ……時計公爵とか言われているあの方？」

　ノーラの言葉に、先のアリシアの問いを含めてカシュヴァーンはうなずいた。

「そうだ。没落して久しいとはいえ、かつてはアズベルグ家がこの地の領主だった。現在の領主であるこの俺が結婚したんだ、妻の顔ぐらい見せに行くべきだろう」

「……ずいぶん今さらですのね」

　主の真意をうかがうようにノーラは言った。確かに今さらの提案である。

「おまけに、アズベルグ家ってあの……あ、いえ、なんでも」

　言いかけた言葉をノーラは素早く引っ込めた。言葉の続きに勘づいたらしいカシュヴァーンの瞳の奥に、その父であるレジオール・ハルバーストを思わせるほの暗い光がちらついたのを見たからだ。

　おとなしくなったメイドには何も言わず、カシュヴァーンはアリシアに向かってしゃべり続ける。

「確かに今さらではあるが、結婚してしばらくは俺も忙しかった。最近ようやく貴族どももおとなしくなってきたことだし、多少は家を留守にしても大丈夫だろう」

　その割に、本日も朝から他人の屋敷に火を点けたりと忙しかったカシュヴァーンであるが。

　だが、アリシアはそんな夫の言動の矛盾点ではなく、別のところに興味を示した。

「あら、アズベルグ様のお屋敷はそんなに遠いんですか？」

　カシュヴァーンの言いようは、家を空けることを前提としたものだ。てっきり挨拶をするぐらいだと思っていたアリシアは、意外な言葉にそう聞き返した。

「距離はまあまあ、あるな。そもそもここはアズベルグの辺境だし、アズベルグ公爵も領主でなくなって以降は別方向の辺境にある小さな屋敷に移り住んでいるはずだ。それにいろいろ話もあることだし、何日かは滞在させてもらう予定でいる」

　そう聞いた途端、アリシアはぱあっと表情を明るくした。

「ご一緒にお出かけできますの!?　それに何日も、どなたかのお屋敷で過ごせますの！」

　嫁いで以来、再三屋敷の外に出るなと言われていたアリシアだ。実際は何度か出てはいるのだが、ティルナードに呼び出された一件を除いてはいずれも、カシュヴァーンの許可を得た上のことではない。

　おまけに夫は忙しく、食事を共にするどころか下へ手たをすれば顔さえろくに見ない日々が続いてしまうほど。それが一緒に旅行、しかも見知らぬ屋敷に滞在できるとなれば、アリシアの胸は否応なしに高鳴った。

「そういうことになると思う。お前さえよければ、早急に用意をしてできるだけ早く出発したいんだが」

「よろしすぎるぐらいによろしいですわ！　早速支度をしますわね！」

　言うなり本当に用意を始めそうになったアリシアを、カシュヴァーンは苦笑いして止めた。

「おい、いくらなんでも今夜には発たてないぞ。俺の予定の調整もあるし、早くてもあさって以降の話だ」

　せっかちな行動を止められたアリシアだが、代わりに彼女は目一杯の笑顔になってカシュヴァーンに微笑みかけた。

「今日は嬉しいことばかり！　ありがとうございます、カシュヴァーン様!!」

　大きく頭を下げた彼女の平たい胸の上で、袋入りの守り石が揺れる。

　微妙な表情で幼い妻を見ていたカシュヴァーンは、つと手を伸ばしそのあごを取った。

「……んっ」

　近づいてくる夫の顔に反射的にまぶたを閉じた瞬間、唇に柔らかい感触がかぶさった。

　一拍遅れてノーラが眼を剝むいたが、その時にはすでにカシュヴァーンは口づけを終えてアリシアから離れていた。

「喜んでくれてありがたいが、今夜はもう寝ろ。それでは奥方、よい夢を」

　やはり多少は酔いが回っているのか、ふざけたように気取った敬礼をしてカシュヴァーンは出て行った。

　かすかに漂う酒の濃厚な香りと、唇に残った酒の味にアリシアも酔ったようにほんのりと顔を赤らめる。

「──酒盛りから逃げ出す口上として使われたようですわね。まあまあ奥様、ずいぶんと愛されていらっしゃいますこと」

　ノーラの精一杯の嫌味もあまりよく聞こえない。胸元に下がった守り石の袋に指先で触れながら、アリシアは今なおどきどきしている自分の鼓動を感じていた。








　第二章　噂の時計公爵







　ライセンの屋敷から南西に馬車で二日ほど下った場所に、ディネロ・アズベルグ公爵の屋敷はあった。

「へーえ、本当にちっちゃいねえ。公爵様の屋敷っていうより、ちょっとした別荘って感じ」

　がたごとと不安定に揺れる馬車の御者台脇に陣取ったルアークが、影絵のように整然と立ち並ぶ針葉樹林の向こうに見え始めた小さな屋敷を見て、素直な感想を述べた。

　確かにルアークの言うとおり、公爵という高い地位と元領主の家柄ということを合わせると母おも屋やひとつのその屋敷はいかにも質素な物だ。

「そうね、なんだかとっても普通のお屋敷。あ、でも、結構古くてぼろぼろだわ。うちと同じね、こちらも没落して長いそうだから」

　馬車の内部から窓越しに外を覗のぞいていたアリシアも、嬉うれしそうにそう言った。不規則な揺れに合わせ、亜麻色の髪の先と胸元にぶら下がった袋が仲良く踊っている。

　本人としてはこれは立派な褒め言葉なのだが、御者台に座っているトレイスは咳払いをしてたしなめた。

「……奥様、申し訳ありませんが、お願いですからあちらの方々にそのようなことはおっしゃらないで下さいね」

　バルロイたちがやって来てから、結局、カシュヴァーンの予定の調整に時間を取り、数日してからライセン夫妻一行は屋敷を発たった。例の酒盛りでつぶされたトレイスは翌日は二日酔いに苦しんでいたが、どうにか回復し堅実な手た綱づなさばきで御者役を務めている。

「アズベルグ公爵が噂どおりの男なら、その程度のことを言ったところでなんとも思わんかもしれんがな」

　アリシアの隣に足組みして座り、つぶやいたのはカシュヴァーンである。この馬車に乗っているのはこの四人だけだが、別の馬車にノーラ、そしてなぜかセイグラムとティルナードが同行していた。

　カシュヴァーンの読みどおりルアークにつぶされたバルロイは、トレイスと違って二日酔いにはならず、翌日またノーラにちょっかいをかけつつも去っていった。

　しかしセイグラムは執しつ事じ云うん々ぬん、という話を諦あきらめていないらしく、図々しくもディネロを訪ねるのなら自分も行くと言い出したのだ。

　おまけに勝手に居座ったティルナードも、話を聞いて「僕も行く」とわめき始めた。

　それを了承するカシュヴァーンの気が知れないとノーラはひとり憤慨していたが、彼がつけた注文は「他の従者までは連れて行けないぞ」と「トレイス、お前も来るんだぞ」のみ。

「時計公爵っていう噂だっけ。アズベルグの人って、独自の爵位に対するこだわりが強いんだね」

「あっちのはただのあだ名だ。詳しい由来は俺も知らん」

　ルアークの茶々に強公爵は、どことなく投げやりな調子で返事をした。

　ちなみにルアークも随行者として指名を受けたわけではないのだが、彼の気まぐれに関しては最も早はや誰ひとり止めようともしない。

「知らないんだ。ふーん、もしかしてカシュヴァーンおにいちゃんも会うの初めて？」

「……まあな」

　徐々に全貌が見えてきたアズベルグ公爵の屋敷を横目に、カシュヴァーンは曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。

　その横でわくわくしながら同じ方向を見ていたアリシアは、いきなり視界に飛び込んできた華やかな色彩に声を上げた。

「まあ、花畑？」

　アズベルグ地方に多い背の高い森に阻はばまれて、近づくまでは分からなかった。しかし、今や馬車の正面に完全に姿を現した小さな屋敷は、その右手に屋敷と同じぐらいの面積の広々とした花畑を有していた。

　一年を通して肌寒い気候であるアズベルグは、低くたれ込めた陰鬱な雲と朝夕に発生する霧のせいで地は水っぽく、日差しの弱い地域である。多くの日光を欲しがる色鮮やかな花はほとんど見られず、その風景は八割方、白と黒と灰色でできている。

　馬車で旅する道すがら、眼にした景色も大方そういったものだった。色味のない風景に慣れた瞳には、一面を支配した赤の華やかさが余計に際立って見える。

「うわ、すっごい。あれ全部薔ば薇らじゃない？」

　かすかに鼻をひくつかせ、ルアークも興味を示して御者台から身を乗り出した。

　一方でカシュヴァーンとトレイスの幼おさな馴な染じみ二人は、次第に色濃くなってきた薔薇の香りに眉まゆをひそめて黙り込んでいた。







「旦だん那な様はお出かけでございます」

　屋敷の手前で馬車を停め、まずは使者に立ったトレイスを屋敷の前で出迎えたのは、これ以上ないぐらいに瘦やせた厳格そうな老人だった。

　古びてはいるが隙すきなく着込んだ時代がかった衣装からは、彼の自分の職務に対する誇りがうかがい知れる。形としては出迎えだが、実際のところ、老人の役割は不ぶ躾しつけな客人と、その使者である執事としては未熟なトレイスを跳ね返す壁だろう。

「失礼ですが、アズベルグの領主であるカシュヴァーン・ライセン強公爵がアズベルグ公爵を訪ねておいでなのです。お戻りはいつごろですか？」

「旦那様はお出かけでございます。お戻りになりますのは日暮れ前です」

　懸命なトレイスの問いかけににこりともせず、アズベルグ家の家か令れいだと名乗った老人は同じ言葉を繰り返した。

　執事より一つ上の職であり、使用人全体を統括する役目を担う家令は、使用人が多い裕福な屋敷では雇用されていることが多い。

　だが下克上の風潮が広がって長いシルディーン国内では貴族全体の力が落ちている。従って、わざわざ家令など置かずとも、執事がいれば事足りてしまう。おまけにアズベルグ家は、少なくとも屋敷を見た限りでは裕福な暮らしぶりとは言いがたい。

　雇用している使用人数もさほどではないはずなのに、家令と名乗った老人はいささかも気き後おくれしている様子がなかった。その分、余計にトレイスの腰が引けている印象が目立つ。

「それでしたら、こちらのお屋敷内で待たせてはいただけないでしょうか」

「旦那様はお出かけでございます。家令として、主あるじの留守に見知らぬ方をお通しするわけには参りません。お戻りになるまでお待ち下さい」

　まるで何かの仕掛けのように繰り返す老人の態度は、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたようなものだ。

　なんとか食い下がろうとするトレイスの姿を少し離れた場所で眺め、セイグラムは隣にいるカシュヴァーンを見上げて冷たく微ほほ笑えんだ。

「あのご老人は意識的にそうなさっているのでしょうが、あなたの幼馴染み殿も全く気が利きかないというか、馬鹿の一つ覚え……おっと、失礼」

　くすりと小さな笑みを浮かべ、わざとらしく失言を詫びるそのやり方は、カシュヴァーンよりもむしろ彼の背後にいるティルナードの顔を歪ゆがめさせた。たたみかけるようにセイグラムは言った。

「しかし公爵家という家柄を考えれば、執事ではなく家令を置くというのも当然ですね。ライセン強公爵閣下、執事がだめなら私を家令として雇うというのはいかがでしょうか」

「必要ない」

　にべもなく言い放はなつと、カシュヴァーンは困惑しているトレイスの横に立ち、家令の老人をじっと見つめた。老人もまた、礼儀の範はん疇ちゆうを越えないながらも背の高い青年を同じように見つめ返す。

　二人の視線のぶつかる場所で、青い火花にも似た緊張が走った。トレイスがわずかに息を吞のむ中、カシュヴァーンはいたって簡潔に名乗りを上げる。

「俺が強公爵カシュヴァーン・ライセンだ。アズベルグ公爵に目通りを願いたいが、中で待たせてはもらえないのだな」

「さようでございます」

　カシュヴァーンに対しても老人の態度は変わらない。

　それを聞いてカシュヴァーンもまたあっさりと引き下がった。

「戻るのは日暮れ前か。分かった。では外で待たせてもらおう」

「承知いたしました」

　一礼を残し、老人は小さな屋敷の中に戻っていく。

　それを見送りながらトレイスが小声で主あるじに謝罪をした。

「……申し訳ありません」

「気にするな。あのじいさんなら、相手が誰でもああいう態度を取るだろう。ある意味、使用人の鑑かがみではあるがな」

　他の者たちにも聞こえるように言うカシュヴァーンに、ティルナードがいきなり「お前が悪い！」と文句をとばしはじめた。

「他人の屋敷を訪ねるのに、事前の連絡もしないからこういうことになるんだ！　相変わらず無礼な男だな!!」

「お前にそんなことを言われるとはな。今まで俺の家に来る時、事前に知らせてきたことがあったか？」

　さらりと返してティルナードを黙らせ、カシュヴァーンはまだ空の高い位置にある太陽を見上げた。

「とはいえ、やむを得んか。ここで強行突破しても仕方がない。戻るというなら待たせてもらうとしよう」

　そう言うとカシュヴァーンは、周りの様子を探るように視線を巡らせ始める。

　同じようにきょろきょろしていたアリシアは、夫に向かって嬉しそうにこう尋ねた。

「ねえカシュヴァーン様。アズベルグ公爵様をお待ちする間、少し近くをお散歩してきてもいいですか？」

　この地へ嫁とついでからというもの、実際に外を歩き回れたのはノーラに森に置き去りにされた時ぐらい。せっかくの好機を無駄にすまいと、嬉々として願い出た妻に、カシュヴァーンは難しい顔をした。

「散歩？　そうだな……あまり付近に人間はいそうじゃないが……」

「いーじゃん、行こうよアリシア。ねっカシュヴァーンおにいちゃん、俺が護衛するからさぁ」

　長い馬車の旅に退屈していたらしいルアークが、横合いから名乗りを上げた。

　カシュヴァーンはもっと難しい顔になったが、結局最後にはうなずいた。

「分かった。あまり遠くに行くんじゃないぞ。陽が落ちてくる前に戻れよ」

「はいはーい。さっ行こっか、アリシア」

　はしゃいだ声で返事をしたルアークに伴われ、アリシアは嬉しそうに歩き出す。

　背後でノーラが「何なら永遠に戻って来なくても構いませんのよ」と言ったことにも、そしてカシュヴァーンがすぐ側そばの薔薇の花畑を見つめて険けわしい表情になっていることにも、アリシアが気づくことはなかった。







　ディネロの館の周辺には、人の気配のない静かな森が広がっていた。背の高い木々の向こうに眼を凝らせば、少し離れた場所には小さな農村が点在している様がうかがえる。

「なーんか企んでるよねえ、おにいちゃんたち」

　定期的に整備されているらしく、雑草や小石などは見られない小道を歩きながらルアークが意味ありげにつぶやいた。

「企んでいる？　何を？」

　その横で、ぺたぺたと自分の足音が響く音に聞き入っていたアリシアが、不思議そうに聞き返した。陽の高い時刻であるというのに水気を含んだ地面は完全には乾ききっていないため、踏むと水っぽい濡れた音がするのだ。

「何もかも急でしょ。結婚の報告なんて、今の今まで全然する気配もなかったのに。大体ぼっちゃんの台せ詞りふじゃないけど、他人の屋敷を正式にお貴族様が訪ねる際に連絡もしないなんて、やっぱおかしいしさ。なのに、トレイスさんが怒る様子もないしね」

　ちまたでは、あたかも血も涙もない恐怖政治を行っているように語られているカシュヴァーンだが、実際の彼は意図してそういう自分を演出している節ふしがある。

　逆に言えば、必要もないのに無駄に居い丈たけ高だかに振る舞うような真似もそうはしない。

「そもそも今回の旅行の話が出たのだって、バルロイおじさんたちが来たすぐ後のことだもん。怪しいよねえ」

　去り際に「ところで奥様、初夜の感想は」という質問をしてきてカシュヴァーンに睨にらまれていたバルロイのことを、アリシアは思い出してみた。ちなみに彼女が何かしら答える前にカシュヴァーンに口をふさがれたので、話はうやむやになって終わっている。

「そういえばルアーク、カシュヴァーン様たちのお話を聞いていたんじゃなかったかしら。何か知らないの？」

「やーそれが、肝心のとこを聞く前にカシュヴァーンおにいちゃんに見つかってねえ。本当勘がいいんだあの人」

　代わりに酒宴に引っ張り込まれた少年は、けらけら笑ってそう言った。バルロイを酔いつぶして勝利したルアークが、二日酔いになったという話はまるで聞かない。

「しっかし、泊めてもらうつもりだって言ってたのにさ。断られたらどーすんだろうね、おにいちゃん。野宿でもする気なのかな」

「野宿！　すてき、楽しそうね！」

　ルアークが口にした単語に即座に嬉しそうな反応をしたアリシアに、彼もつられたように笑った。

「あはは、アリシアはいつでも眼の前の幸せを逃さないよねえ……おっとっと？」

　これも訓練の賜たま物ものか、全く足音を立てずに歩いていたルアークがぴたりと立ち止まる。

「アリシア、ねえ、あそこに目立つのか目立たないのかよく分からない変な人がいるよ」

「え？　……あら、あれ……あ、いけない、人だわ」

　ルアークにうながされて見たアリシアの瞳ひとみに、道の脇にある木こ立だちに紛れた一つの影が映った。

　その影は、恐ろしく背の高いひとりの青年のものだった。身長だけでなく体格もよく、カシュヴァーンやバルロイなどと並んでも遜そん色しよくがないだろう。

　そのくせ、彼の佇たたずまいはひどく静かで、質量の割には妙に場に馴な染じんでいる。

　着ている服も様式はカシュヴァーンのものと似ているが、アズベルグの景色に溶け込むような濃い灰色を基調としたもの。

　おかげでちゃんと眼め鏡がねをかけているアリシアにも、周囲の景色とかなり同化して見える。目立つのか目立たないのかと、ルアークが曖昧な表現を使ったのもそのせいだろう。

　薄い色の金髪だけが唯一、目立つといえば目立つ彼は、二人の少し向こうで立ち止まっている。

　彼の視線の先ではアズベルグの短い春のうちに、種まきをすませようと懸命に畑仕事をする農民親子の姿があった。

　と、黙して佇む彼の存在に農民たちも気づいたようだ。

　息子のほうが眼を上げて、まるで変わった樹木のように木立に紛れた青年を見つけ、声を上げる。

「あ、時計公爵様だ。父ちゃん、公爵様だよ」

「本当だ。おーい休憩だ、休憩。水持って来てくれえ」

　曲げていた腰を伸ばし、父親は水差しを求めて少し離れた位置にいる妻を呼び始めた。

　きょとんとしているアリシアの横で、ルアークも珍しくちょっとびっくりした顔をしている。

「えっと、あのでっかい人は公爵様で、それであの人が来たら休憩？　なんで？」

　不思議そうにルアークがつぶやくとおり、青年と農民たちの休憩の因果関係が全く不明だ。

　考え込むルアークの横で、アリシアは脳裏にひらめいた名前を口にした。

「ディネロ・アズベルグ公爵様？」

　その名に反応したように、金髪の青年がこちらを向いた。

　年齢は二十代後半ぐらいだろうか。さながらどこかの高名な彫刻家の手によるような、彫りの深い整った顔立ちだ。

　初対面の相手に名を呼ばれたにもかかわらず、まるっきり無表情であることもその印象を強めていた。

　しかしこちらを向いたと思いきや、青年は何事もなかったかのようにアリシアたちに背を向けた。白いマントをひるがえし、彼は黙々と歩き出す。

「あら、違ったかしら」

「どうかな、聞こえなかったのかも。おーい、ねーねー、そこの人ぉー！」

　ルアークの大声にも、ディネロと思おぼしき男は反応しない。

　代わりに反応したのは、先ほど畑仕事の休憩に入ったばかりの農民の少年だった。

「あんたたち誰？　公爵様に何か用？」

　木立の向こうからかけられた声に、とりあえずアリシアが答えてみた。

「あの方、やっぱりディネロ・アズベルグ様なの？」

　近隣の者とは思えないドレス姿のアリシアではあるが、そのドレス自体かなり着古したものだ。農民の少年は多少警戒を見せたが、偉ぶるでもなく全く無防備なアリシアの様子に安心してか、あっさり教えてくれた。

「そうだよ。俺たちは時計公爵様って呼んでるけど」

「どうして？」

「だってあの人、いっつも必ず同じ時間に同じところに立ってるからさ。飯食ったりとか、休憩取ったりする目安に都合がいいんだ」

「そうなの。教えてくれてありがとう」

　にっこり笑ったアリシアは、ルアークを見てこう言った。

「ですって」

「なるほどね。つまりあの人、毎日毎日全く同じ道をああやって歩き回ってるわけか」

　言いながらルアークが視線を流した先では、ディネロが一定の歩調を崩さずに歩いていく。

　身長に比例した長い足は歩幅が大きく、歩く速度は結構速い。だが時折さっきのように立ち止まってしばらくじっとしているため、まだそう遠くまでは行っていない。

「ってことは、あの人について行けばそのうち自分の屋敷に戻るね。ついて行ってみよっか、アリシア。どうせあの人が戻らないとお屋敷にも入れてもらえないんだしさ」

「そうね。なんだか面白そうな方だし」

　見た目も行動も常人とは明らかに違うディネロの存在は、アリシアの好奇心をいたく刺激していた。

　それに本末転倒気味ではあるが、ディネロが戻らねば彼の屋敷には入れないのだ。

「おっし、じゃあとりあえず追いつこう。おーいおーい、ねーねー、公爵様ぁー！　ディネロ様ー！　時計公爵様ってばぁー！」

　派手にディネロを呼びながら、ルアークはちょっと小走りになって彼を追いかける。

　アリシアもドレスの裾をちょんとつまみ、ぺたぺたと足音を響かせながら同じくディネロを追った。







　ディネロを追いかけ進むうち、ずっと木立の向こうに見えていた村の側までやってきていた。程なく、その村の外れにある門の側で立ち止まっていたディネロに二人は追いついた。

　門番をしている村の青年に会え釈しやくをされながら、ディネロは黙ってじっとそこに立っている。

　その様子を見る限り、アリシアたちだけを無視しているわけではないようだ。基本的に誰にどんな働きかけをされてもディネロの反応はごく薄いらしい。

「ねーちょっと無視しないでよ、ディネロ様ってば。俺たちあんたに会いに、カシュヴァーンおにいちゃんと一緒に何日もかけて来たんだから」

「カシュ、えっ、あっ、あの領主様!?」

　ルアークの言葉に反応したのはディネロではなく、会釈をディネロに無視された純朴そうな門番の青年だった。

　肝心のディネロ本人も、表情に変化が見られないものの、ようやく走ってきた二人のほうを向いてくれた。

「さっきから、何だ。俺に、何か、用か」

　追っ手の存在に気づいていなかったわけではないらしい。初めて聞くディネロの声は静かで低く、淡々とした口調には独特の妙な間合いがある。

　間近で見るその顔はやはり非常に整ってはいたが、それゆえの一種の近寄りがたさ、もっとはっきり言ってしまえば不気味さがあった。かなりの大男ということも手伝って、容姿は風景に溶け込んでいるが、存在は世間から浮いている。

「あ、聞こえてたんだ。えーっと、今さらだけど、あんたがディネロ様だよね？」

「そうだ。お前は」

「俺はルアーク。こっちはアリシア、カシュヴァーンおにいちゃんの奥さん」

「ひえ、えッ、あああああの死神姫!?」

　居合わせたのが気の毒だったとしか言いようがない。門番青年の大おお仰ぎような反応とは対照的に、ディネロはごく薄い灰色の瞳だけを動かしてルアークとアリシアを見た。

「ええと、初めまして、アズベルグ公爵様。私はアリシア・ライセン、強公爵カシュヴァーン・ライセン様の妻です」

　ルアークはさすがに息一つ乱していないが、アリシアは頰ほおを赤くしてやや呼吸が速い。畑仕事をしていたおかげで見た目よりは意外に体力があるのだが、走ったりすることには慣れていないせいだ。

「死神姫。ライセンの妻」

「そうです」

「そうか。俺は、ディネロ・アズベルグ」

　ものすごく今さらの自己紹介を律りち儀ぎに行ったディネロは、それだけ言うとまた歩き出した。

「あーちょっと、待ってってばぁ」

　ルアークが広い背中に慌てたように声をかけても、返ってくる返事は素っ気ない。

「見回りの、途中だ。話なら、歩きながらでも、できる」

　時計公爵の呼び名に相ふ応さわしく、ディネロにはたとえ領主の妻が会いに来ようが、自分の予定を崩すつもりはないらしい。

　肩をすくめたルアークだが、アリシアはますますディネロに対する興味をそそられていた。

「行きましょルアーク！　私、もっとあの方とお話をしてみたいわ」

「それっきゃなさそうだねえ……」

　少々苦笑い気味のルアークを先導するように、アリシアは嬉しそうに歩き始めた。







　しばらくの間は歩調を緩ゆるめずディネロがずんずんと歩き続けたせいで、アリシアたちは彼に追いついては離れ、追いついては離れ。

　おかげでまともな会話はほとんど交わせなかったが、もう一つ近くにあった村を過ぎてからディネロは突然、歩く速度を落とした。

「あら、どうなさったの？」

　やっとディネロと平行して歩けるようになったアリシアが、カシュヴァーンよりさらに頭半分、背の高い男を見上げて不思議そうな顔をする。

　走って止まるを何度か繰り返していたので、頰の赤みが消えないアリシアをちらりと見てディネロはこう答えた。

「俺を、時計に、している、人間は、この先には、いない。後は、屋敷に、戻るだけだ」

「えっとつまり、これから先は時間どおりに進まなくても別に誰も困らない。だからアリシアに合わせてくれたってこと？」

　親切なルアークの、ほとんど翻訳に近い解説を聞いてアリシアは、にっこりとディネロに微ほほ笑えんだ。

「ありがとうございます、アズベルグ公爵様」

　極端な身長差のため、ディネロに話しかけようとするとアリシアはほぼ垂直に上を向かねばならない。

　危なっかしい体勢のアリシアを無表情に見下ろした後、ディネロはすぐに前方に視線を戻して言った。

「ディネロで、いい。アズベルグ公爵様は、長い」

「分かりましたディネロ様。私のこともアリシアとお呼び下さいね。ところでディネロ様は、どうして毎日こうやって見回りをしていらっしゃるの？」

「あ、それ、俺も聞きたいな。しかも公爵様自らが、たったひとりでなんで？　まさかこの辺の人たちの時計になってあげようって思ってるの？」

　アリシアより背は高いが、男としては小柄なルアークもディネロを見上げて聞いてみた。

　小さな二人の問いかけに、ディネロは一人分ずつ淡々と答えてくれる。

「俺の、領地だ。俺が、見回る」

　ぶっきらぼうというよりも、無感情に近いその声にはまるで抑よく揚ようがない。

「時計を、目指しては、いない。だが、そう、思われている。見回りは、ひとりで、できる」

「ああ、まーねえ。あんた結構やれそうだし」

　ディネロが腰に差した大振りの長剣を見て、ルアークの瞳の端に一瞬危険な光が浮かんだ。

　超一流の暗殺者であるルアークは、相手の強さを見極める眼力も併せ持っている。

「それにあんたもう、アズベルグ全体の領主じゃないんだもん。さっき見てたあの村付近ぐらいまでしか領地がないのなら、確かに歩いて見回りぐらいできるよね」

「まあ。うちと同じね。私もフェイトリンの地方伯の生まれなんですけど、すっかり没落してしまって領地はないに等しいんですの」

　嫌な仲間意識を持ち出してきたアリシアの、邪気のない笑顔をディネロは黙って見下ろした。得体の知れない雰囲気を醸かもす大男の視線には、カシュヴァーンとはまた違う迫力がある。

　けれど強公爵に対しても時計公爵に対しても、死神姫は物もの怖おじすることを知らない。

　アリシアののんきな笑顔を見下ろして、ディネロはひとりごとのようにつぶやいた。

「アリシアも、地方伯。ライセンの妻は、地方伯」

「ええそうですの。おかげで私、あの方にいいお値段で買っていただけましたのよ」

　ディネロと自分たちの帰りを待っているはずのカシュヴァーンのことを思い出しながら、アリシアはにっこりした。

　元々よく笑う性格の彼女だが、最近カシュヴァーンのことを思い出すとすぐに口元がにっこりしてしまう。

　ひとりで妙に幸せそうなアリシアを見つめ、ディネロは謎めいた言葉を口にした。

「二つの、地方伯の、血が、ライセンの家に、入った」

「二つ？」

　きょとんとしてアリシアが聞き返した瞬間、銀色のきらめきが彼女の視界を過よぎった。

　カシュヴァーンから贈られた守り石の袋が一陣の風に大きく揺れた。同時に新たな男の悲鳴が横合いから聞こえてきた。

「うわわっ！」

　いつそこにまで動いたのか、道端のこんもりした茂みの側まで風のように移動していたルアークが、その向こうに隠れていた若い男に例の毒針を突きつけている。

「ディネロ様のお話じゃ、この先には時計が必要な人はいないはずだったんだけどねえ」

　皮肉っぽく笑うルアークにぴたりと針を据えられて、中腰の状態で茂みから上半身をさらした男は全く身動きできない。服装からすると、先ほど通り過ぎてきた二つの村に住んでいる農民のようなのだが。

「こそこそ覗き見なんて、俺はとにかくこのお二人に失礼じゃない？　仲良く没落しちゃいるけれど、双方とも地方伯の血を引くお貴族様だよ？」

「くそ！」

　舌打ちとともに、茂みの奥から別の男の声がした。

　ルアークはさっと針を引き、後退してまだ事態に追いつけていないアリシアを庇かばう位置に立った。彼の腕ならたとえ相手が複数であっても引けは取るまい。だがこの場にはアリシアがいるのだ。

　肥料要らずを食べても死なないようなアリシアではあるが、だからといって卓越した戦闘能力を持っているわけではない。むしろ基本的に、アリシアに護身術だのとっさの素早い動きだのを期待してはいけない。

「く、く、くそっ！」

　しかし、いきなりルアークに見つかった男たちの動きも的確なものとはとても言えなかった。

　なんとか逃げようとするもひとりは木の根に足を取られ、ひとりは茂みの端に服の裾を引っかけてしまっている。

「おい」

　茂みに服を引っかけた男へと、ディネロが一言放って距離を詰めた。

　この状況にもなんら慌てる様子なく、長い足で一またぎにやってくるその姿は、あまり心臓によろしいものではない。

「ひい、うわ、来るな、うわあっ！」

　公爵家の当主に出会ったというよりは、ほとんど化け物に遭遇した犠牲者のような声こわ音ねを男は上げた。そして何を思ったか、混乱した男はめちゃくちゃに腕を振り回しながらディネロに突っ込んでいったのだ。

「ディネロ様！」

　びっくりしたアリシアが声を上げ、ディネロも軽く眼を見張る。アリシアを背で守ったまま、ルアークひとりは余裕の表情だ。

　だが次の瞬間、べちゃっと水っぽい音を立て、ディネロは殴りかかってきた男を抱きとめた格好で地面に尻餅をついた。

「──あれ？」

　拍子抜けしたようにルアークがつぶやくが、座り込んだディネロの足の間に倒れ込んだ男は懸命そのものだ。なおも力いっぱい眼の前のディネロの、厚い胸板を殴り続けている。

「痛い」

　まるで痛くなさそうなディネロの反応に、「馬鹿、何やってんだ！」という声が重なった。

　木の根に足を取られながらもかなり遠くまで逃げた仲間の呼びかけに、ふと我に返った男は、なんとか立ち上がりほうほうの体ていで逃げ去っていった。

「逃げられた」

「……そうだね」

　無抵抗もいいところだったディネロの言葉に、他にどうしようもなくといった感じでルアークがうなずいた。さすがの暗殺者も逃走した男たちを追う気になれないようで、その手からはすでに得意の武器は消えている。

　一方、淡々としたしぐさで立ち上がったディネロの、背を覆っていた白いマントは見事に泥まみれ。

　元が見目のよい青年であるゆえにかなり間抜けな光景だが、ディネロの態度は特に変わりない。

「痛くないの？」

「痛くない」

「……みたいだねえ」

　時間差でおかしくなってきたのか、ルアークはくすくす笑って剝むき出しの肩を揺らし始めた。

「しっかしあんた、びっくりするぐらい弱いね！　でもあれだけ殴られても平気なら別にいいのか！　あはははは！　面白いよ！　気に入った！」

　セイグラムではないが、自分の強者を見る眼力に自信があったらしいルアークは見事な予測外れに大笑いしている。

　その後ろで一連の出来事を見ていたアリシアは、ディネロに向かって微笑みかけた。

「来るなっておっしゃったのに、自分で飛び込んで来てしまいましたわねあの方。ディネロ様、大丈夫ですか？」

「ああ」

「あ、マントはお脱ぎになったほうがよろしいわ。そのままだと他のお衣装にも泥がついてしまいますもの。染みになってしまったら落とすのが大変」

「ああ」

　素直にうなずき、マントを脱いだディネロにルアークは問いかけた。

「で、時計公爵様。見張られるような心当たりは？」

「ない」

「知った顔だった？」

「そうかと、思った。でも、俺の、領民では、なかった」

「ふうん、そっか。しかし前から見張ってたのか、それとも俺たちが来たからなのか……」

　またもや考え込んでいるルアークを尻目に、ディネロが再び歩き出した。

　たった今襲撃を受けたばかりだというのに、その足取りにはなんら変わりがない。

「お待ちになってディネロ様」

　歩く速度は緩くなっているとはいえ、足の長さが全く違う相手だ。

　たちまち置いて行かれそうになったアリシアも歩き始めたが、顔だけ振り返ったディネロを見て何を思ったか立ち止まった。

「あら、これぐらいの距離のほうがかえってしゃべりやすいかも」

「どしたのアリシア？」

　するりと自分の横に並んだルアークに、アリシアは逆に尋ねた。

「ねえルアーク、ルアークはちょっと首が痛くなっていない？」

「へ、俺？　ううん別に。だって俺はディネロ様と違って殴られてないもん」

「いいえ、ほら、ディネロ様ってとっても背が高いでしょう？　お話しする時ずっと見上げないといけないから、少し首が痛くなってきちゃって」

　その点これぐらい離れていれば、さほど首を上げずにすむ。

　いい発見をした、とばかりに説明するアリシアの言葉はディネロにも聞こえていたようだ。

「そうか。これぐらいで、いいのか」

「そうですわね、もうちょっと離れていただいたほうがもっと首が楽です」

「これぐらいか」

「あ、ごめんなさい、遠すぎるかしら。あんまりお声が聞こえませんわ。ディネロ様ぁー、もう少し大きな声でしゃべって下さるー？」

「これぐらいかー」

「ああ、はーい、ちゃんと聞こえますわ、ディネロ様ぁー。でも今度は喉を痛めそうですわねぇー」

　気づけばかなりの距離を隔へだて、互いに大声を出し合う二人の地方伯をルアークはしばし眺め、言った。

「……えーと。ディネロ様がしゃがむとかじゃ、だめなのかな」

　この面メン子ツでは自分が世話役をするしかないと、ルアークは悟ったようだった。

　だが代替案にアリシアは首を振ってしまう。

「でも、それだと歩きながらお話しできないじゃない。あんまり遅くなると、カシュヴァーン様たちが心配……きゃあっ!?」

　どうでもいいところでこだわりを見せるアリシアの声が、後半高く跳ね上がった。







　春先とはいえアズベルグの日照時間は短い。

　少し陽が落ちればあっという間に闇やみへと傾いていく空の下、夕日を浴びたカシュヴァーンの漆黒の髪も瞳も、暗い赤を帯びて鈍く光っている。

　それはカシュヴァーンが微動だにせずに見据えている、ディネロの館やかたの脇を占めた深紅の薔薇園も同じだった。一際深い赤を重ねられた花々は、不吉さと禍まが々まがしい美でもって見る者を惹ひきつけ離さない。

「……カシュヴァーン様、風が出てまいりました。馬車へお入り下さい」

　そっとその名を呼ぶトレイス以外には、今のカシュヴァーンにはとても声をかけられない。

　しかしその呼び声にもカシュヴァーンは振り向く気配さえ見せず、トレイスに背を向け動かない。強くなり始めた風に前髪やマントがなぶられるに任せ、じっと薔薇たちを睨んでいる。

　風にあおられ一層濃くなった花の香に包まれたその横顔は、アズベルグの暴君と呼ばれるに相応しいものだ。

「あーただいまー、カシュヴァーンおにいちゃーん」

　そこへぺたぺたと足音を響かせながら、二つの影が現れた。

　ぎょっとしたようにその場にいた全員がそちらを向き、カシュヴァーンもおもむろに眉み間けんに深いしわを刻んだ顔を向ける。

「ごめんごめん、遅くなって。あっ、えっと、この感じ……俺たちもしかして最高に間まが悪い？」

　へらへらしながら言ったルアークも、その脇に抱えた汚れた白いマントもどうでもいいようだ。カシュヴァーンはルアークの横に立つ大男と、その男の腕の中にいる少女へと無言で視線を移した。

「カシュヴァーン様ごめんなさい、遅くなってしまって。でも途中でディネロ様にお会いできましたのよ」

　ディネロに片腕で抱きかかえられた状態のまま、アリシアは脳天気にそう言った。カシュヴァーンの背後、真っ青になっているトレイスとノーラの送る「アリシア頼むからしゃべるな」の合図に気づく様子はない。

　歩きながら首が痛くないように話がしたい。アリシアのそんなささやかな望みを、ディネロはいきなり彼女を抱き上げるという形で解決した。

　アリシアも最初はびっくりしてしまったが、確かにこれなら顔の高さは大変近い。おかげで話はとてもしやすかった。

　横でルアークが、俺知ーらない、とかつぶやいているのにも気づかず、二人の地方伯の話は本人たちの基準では結構弾んだようだ。














「そうそう、ご紹介が遅れましたわね。カシュヴァーン様、この方がディネロ・アズベルグ公爵様。ディネロ様、こちらがカシュヴァーン・ライセン強公爵様。私の夫です」

　にこやかにそれぞれの紹介を始めたアリシアの言葉にも、カシュヴァーンはなおも無言を保っていた。

　彼の視線はゆっくりと、恐ろしいほどにゆっくりと初対面の男とその腕に抱かれた妻を這はっている。

「ディネロ様もカシュヴァーン様にお会いしたかったんですって。よかったわ、私……」

「今すぐ俺の妻から手を離せ」

　銀色の切っ先が夕闇に赤く光る。

　緩慢な動作から一転、音もなく剣を抜いたカシュヴァーンが、ルアークも眼を丸くする速さでディネロに向かってまっすぐにその剣を向けていた。

「さっさとしろ。さもないと斬きり捨てる」

　有無を言わさぬ口く調ちようには、ディネロといい勝負ができるくらいに抑揚がない。

　しかしその声の奥に流れる底冷えするような冷気は、カシュヴァーンが手にした剣の鋭さをも併せ持ち聞く者の背筋を震わせる。

「カシュヴァーン様、いけません……！」

　もっと真っ青になったトレイスが叫んだが、カシュヴァーンは動かない。

　彫像のようなディネロの美び貌ぼうを冷たく睨んだその瞳には、今や幼馴染みはおろか妻の姿さえ映っていないようだった。

　だが肝心のディネロには、特に驚いたり慌てたりする様子がない。

　しばらくの間、突きつけられた切っ先を黙って見ていたディネロは、ふいと横を向いた。

　気け圧おされたという風もなく、ただ顔を動かしただけといったしぐさだった。そうしてディネロは、先ほどまでカシュヴァーンが見ていた方角を見つめてつぶやく。

「なぜ、薔薇を、睨む」

「……なんだと？」

「薔薇は、お前を、睨まない。お前を、睨まないものを、睨んでは、いけない」

　あまりにも意外な言葉だったのだろう。思わず眉間のしわを解き、かすかな戸と惑まどいを浮かべたカシュヴァーンに素早くルアークが言い添えた。

「とりあえず剣を下げなよ、カシュヴァーンおにいちゃん。そのまま斬ったらアリシアまで斬っちゃうよ。ディネロ様もほら、アリシアを下ろして下ろして」

　間の悪い登場を補うように、ルアークはてきぱきと二人の大男に指示を出す。

　まずディネロがあっさりとアリシアを下ろし、その腕にルアークは手にしていたマントを渡した。

「カシュヴァーン様、あの……ごめんなさ、きゃっ」

　理由は不明ながら、一応、夫の虫の居所の悪さぐらいは察したアリシアの手をカシュヴァーンが摑つかんだ。

　鞘さやに剣を収めながらも、小柄な妻の肩を強引に抱き寄せた夫の表情は相変わらず険しい。

　そこへ、アズベルグ家の家令を名乗った老人が屋敷から出てこちらに近づいてきた。時計公爵の二つ名に相応しく、定刻どおりに戻ってくるはずの主人の帰りが少し遅いことを心配したのだろう。

　剣こそしまってはいるものの、カシュヴァーンの目つきから剣けん吞のんなものは消えていない。瘦せた老人はおそらく微妙な空気を感じ取ったに違いないが、素知らぬふりでディネロに向かい頭を下げる。

「旦那様、お帰りなさいませ」

「遅くなった、リドレック」

「いえ、そのような。ところでこちらはカシュヴァーン・ライセン強公爵閣下です。昼間から旦那様をお待ちでした」

「そうか」

　ディネロは剣を向けられたことなどまるで忘れてしまったかのように、リドレックと呼んだ家令の言葉に淡々とうなずいている。

　薄い灰色の瞳が再びカシュヴァーンのそれと合った時、アリシアとルアークを除く領主の同行者たちはいっせいに小さく息を吞んだ。

　だがカシュヴァーンは、そこで極めて儀礼的なしぐさで一礼をした。

「……アズベルグ公爵。すでに貴公も聞き及んでいるかとは思うが、俺はついこの間、このアリシアと結婚した」

　必要最低限の礼儀だけを守った言葉は、ディネロの抑揚のなさとリドレックの慇懃無礼さの双方を見習ったようなものだ。

「遅ればせながら貴公にもこのことを報告したく思い、訪ねてきた。しばらくの間こちらに滞在させてもらいたいのだが」

「分かった」

　ごくあっさりと、ディネロはうなずいた。そしてやっぱり淡々とした口調で家令にこう申しつけた。

「リドレック。客人に、部屋と、食事を」

「かしこまりました」

　これが家令のたしなみというものなのか、リドレック老人もまた何一つ聞き返さずにディネロの命めいを受け止めた。

「入ってくれ」

　途中、リドレックに汚れたマントを渡しながら、ディネロが自分の屋敷に向かって歩き出す。

　闇に浮かぶ色素の薄いその姿を、カシュヴァーンは黙って睨んでいた。

「カシュヴァーン様……？」

　薔薇を睨んだのと同じ目つきでディネロを瞠どう目もくしていた夫の顔を、アリシアが不思議そうに見上げている。

　その視線に気づいたカシュヴァーンは、瞳を閉じて深く息を吐き出した。

　そして妻の肩を抱いたまま、ディネロの屋敷に向かって歩き始めた。

「……し、心臓に、悪すぎます……」

　息を詰めて一連のやり取りを見ていたトレイスが、一応の安あん堵どの息をもらしながら疲れきった表情でぼやいた。







　ディネロの館の内部の作りは、色彩に乏しく目立った装飾品などがないことを除けば、ライセンの屋敷とそう変わらない。

　白と灰色の石を積んで作られた二階建てはこぢんまりとした印象どおりのもので、どこか寒々しく生活感に欠けていた。

「ここのお屋敷も使用人が少ないねえ。おまけになんつーか、時間が止まってるっつーか。この辺も時計公爵様の館っぽいっていえばそうなのかな」

　案の定、非常につつましいものだった夕食を終え、硬い木の椅子に座ったルアークが行儀の悪いしぐさでぷらぷらと足を振りながらつぶやいた。

　先ほどまで料理が並べられていた目の前の長卓なども、作りは非常にいい。だがいかんせん意い匠しようが古すぎて、まるで何百年も昔に逆戻りしたようだ。

「……全くだ。それに主同様、使用人たちも相当不気味だぞ。若い使用人が全くいないし、妙に能力が高いだけに気味が悪い」

　すぐ側の席に座っているカシュヴァーンをちらちらと横目に見ながら、声をひそめてティルナードも言った。

　葬儀の席でもこれよりは明るかろう、といった沈黙が支配する食事の席で、カシュヴァーンは結局ただの一言も発さないままだった。彼とディネロが無言なものだから、他の人間はしゃべりづらくて結果的に黙々と食べ続けることになってしまったのだ。

　ちなみにディネロは主として食事の席を共にした後、今夜の部屋割りなどを決めるからと客人を残し姿を消している。

「リドレックじいさん手ずから給仕をしてくれたぐらいだもんねぇ。トレイスさんとかノーラの手をおとなしく借りりゃいいのに」

　食事の席で給仕をしてくれたのは家令のリドレック、および年かさのメイドがひとりだけだった。彼らの振る舞いも使用人の鑑と言えるほどに無駄のない見事なものだったが、家令自ら給仕をして回るのはどう考えてもおかしい。

　肩をすくめるルアークに、ティルナードも同意を示す。

「同感だ。あの二人だって、そのほうがいっそ気が楽だったろうに」

　トレイスやノーラが給仕を手伝おうとしたが、これは屋敷側の使用人の仕事だからとすげなく断られてしまった。

　二人は別室で食事を振る舞われているはずだが、あの調子だと彼らも彼らでさぞ居心地の悪い思いをしているだろう。

「でも面白いわ。まるで古い伝奇小説に登場する呪いの館みたい。物語だと大体、お食事に毒が入っているか、部屋の扉が閉まって外に出られなくなるの。でなければ外から悲鳴が聞こえてきて、驚いて出て行ったら血まみれの死体が転がっているのよ」

　ディネロが退席するまでは、カシュヴァーンの機嫌の悪さに気を遣つかってアリシアは一応おとなしくしていた。

　とはいえ、アズベルグ公爵の住む屋敷には、ライセンの屋敷とはまた趣おもむきの違う薄気味悪さがある。時が経たつにつれアリシアはすっかりいつもの調子を取り戻して、周りを見回しながらうきうきとしゃべり始めた。

「おまけにこちらにも薔薇園があるのよね。薔薇のいい匂いがずっとしているわ」

　薔薇園の一言に、腕組みをしていたカシュヴァーンの瞳がかすかに動いた。

　しかし眉間に微妙なしわを寄せはしたものの、何かを考えているような沈黙を守ったままだ。

「……おい、ライセン。お前、あのアズベルグの地方伯と何かあるのか？」

　こわごわとティルナードが問いかけた。カシュヴァーンの瞳がまたかすかに動く。

「な、なんか、お前は変だぞ、ここに来た時から……いや、ここに来る前から。結婚の報告なんて、いちいちするような男じゃないはずだ。それをわざわざこんなところまで、しかも会ったら会ったであんな態度で」

「前に言っただろう。お前に関係のあることなら話す。ないなら話さない」

　ぴしゃりと言いきると、カシュヴァーンは怯ひるんだ表情になったティルナードに冷めた視線を向けた。

「勝手について来たくせに、俺のやることに口出しをするんじゃない。俺はお前の後見人だぞ。うかつに機嫌を損ねられない相手だということを忘れるな」

　もしも機嫌を損ねさせたなら、どうなるか分かっているのかと。

　最後通告に近い言葉にティルナードは、残りの問いを喉に詰めて押し黙ってしまう。

「全くです。あなたは立場をわきまえること、並びに場を読むということを学んだほうがよろしい」

　すかさず口出ししてきたのは、それまで沈黙を保ってきたセイグラムだった。

　ライセン家の執事志願者であるセイグラムだが、現時点ではカシュヴァーンの客人という扱いとなり、食事の席に同席していたのだ。

「なっ何だ！　お前には関係ないだろう！」

　前後見人に似た雰囲気を持つ男の冷たい言葉に、ティルナードはいきなり椅子から立ち上がるといった過剰反応を見せた。だが顔色を変えて言い返しながらも、その眼は微妙にセイグラムを直視することを避けている。

　セイグラムのほうはいくらティルナードがきゃんきゃん吠えようが、露ほども動揺の気配を見せない。おまけに何を思ったか、立ち上がるなりいきなり懐ふところへと手を滑すべらせた。

「おっ、なかなかやるね執事志願さん」

　目ざとくもルアークがつぶやいた言葉を、小さな悲鳴が証明した。

「いたぁっ！」

　びしっ、という鋭い音と同時に、ティルナードが赤く腫はれた手の甲を押さえてうめく。

　ティルナードの手を打ち据えたのは、セイグラムが眼にも止まらぬ速さで取り出した小型の鞭むちだ。

　馬用の太く頑丈なものではない。しかし痛みそのものよりも自分が鞭で打たれたという衝撃に、ティルナードは呆ぼう然ぜんとしていた。

「そのうち関係があるようになるんですよ、レイデン伯爵。もっともそうなれば、あなたには早急に私の主の周りをちょろちょろするのはやめていただきますが」

　気の早いことを言い始めたセイグラムは、トレイスもいない今がいい機会だとでも思ったのだろう。眼鏡の縁を軽く押し上げ、手元の鞭をもてあそびながらティルナードの顔をまっすぐに見つめた。

「はっきり申し上げておきましょう、レイデン家のおぼっちゃん。あなたが前の後見人に捨てられたのは、あなたに名家の血を引くという以外の取り柄が何一つないからです」

　これ以上ないほどはっきりと無能の烙らく印いんを押されたティルナードは、あまりのことに口をぱくぱくさせている。セイグラムはティルナードと前後見人の間にあった事件の顚てん末まつも、おそらくはバルロイなどから聞いて知っているようだった。

「まあ、レイデン伯爵様大丈夫？　アーレイ様いけませんわ、いきなり鞭で叩くなんて」

　ティルナードの反応よりさらに一歩遅れ、相変わらずあまり緊張感のない声でアリシアが口をはさんだ。

「叩くなら、せめて手で叩かないと。ねえカシュヴァーン様」

　ティルナードが馬鹿なことをするたびに、カシュヴァーンもよく彼に手を上げている。

　だが今回はカシュヴァーンは手は上げないまでも、セイグラムを止める気配もない。眼の前の光景を観察するように、椅子に腰かけたままじっと動かない。

「へ、平気ですアリシア様、がっ、なっ、何をするんだ貴様……！」

　一瞬カシュヴァーンに送った視線を、ティルナードは勢いでセイグラムへと向けた。

　けれどいざ眼鏡の奥の冷たい瞳と眼が合った瞬間、あっという間に視線を逸そらしてしまう。

「そのように私をまっすぐ見られないこと自体、私の言葉の正しさをあなた自身が感じていることの証あかしだと思いますがね」

　鞭で自分の手の平を軽く叩きながら、セイグラムはティルナードの反応を鼻で笑った。まさかティルナードの前後見人であるユーランと、自分の外見が似ていることまでは知らないのだろう。

「あなたのような能力も伴わないくせに自尊心ばかり高いおぼっちゃんは、私は何人も見てきております。傭兵団に身を寄せる以前には、様々な名家で家庭教師などを務めさせていただいておりましたのでね。その中でもあなたはとびきり」

「俺はお前だって好き好んで連れてきたわけじゃないんだぞ、セイグラム」

　不意に口を開いたカシュヴァーンはぴしゃりとそう言いきって、セイグラムを制した。

　ようやく止めに入ってくれたと思ったのか、ティルナードがほっとした顔をする。しかしカシュヴァーンはさらにこんなことを言い始めた。

「家庭教師か。ならちょうどいい。セイグラム、お前その馬鹿の執事兼家庭教師になってお守もりをしろ。それなら雇ってやってもいい」

「なんだと!?」

　想定外の言葉に、ティルナードが打たれた手の甲の痛みも忘れた勢いで声を上げた。

　セイグラムも細い瞳をさらに細め、きっぱりと断言する。

「強公爵閣下、申し訳ありませんがそれはお断りさせていただきます。私は主は自分で選ぶ主義です。この方は私の主になれる器うつわではありません」

「……ほ、本当に、ライセンと同じかそれ以上に失礼な奴だな……！」

　明瞭すぎるセイグラムの言葉に、ティルナードは赤くなった手の甲を押さえ、貧弱な肩を震わせている。

　そこへ扉が開き、ディネロが顔を出した。

「お前たちの、部屋だが。ライセン夫妻の、部屋は、二階の、客間だ」

　場を読まないということならディネロも相当なものだ。

　室内の険悪な空気を全くおしはかる様子のないその言葉に、アリシアも似たような口調で聞き返した。

「あら私、カシュヴァーン様と一緒ですか？」

「あ、そういえばあんたたち夫婦だったね」

　ルアークは半ば本気で忘れていたような顔をしている。

「いいんじゃない、結婚してるんだし。ノーラは怒るだろうけど今いないし、って、おっとっとぉ！」

　がたっと大きな音を立て、カシュヴァーンが立ち上がったせいで長卓が動いた。

　椅子から足を浮かせていたルアークが余波を受けてひっくり返りそうになったが、カシュヴァーンは意に介さず続けてアリシアの腕を引く。

「二階のどこだ」

　形ばかりの礼儀さえ、カシュヴァーンの口く調ちようからは失われつつある。とはいえディネロにそれを気にした様子はなく、あっさりこう教えてくれた。

「階段を上がった、左手の、奥だ。案内を」

「いらん」

　素っ気なく言い捨て、カシュヴァーンは妻の手を引いて歩き出す。

　茫ぼう洋ようとした表情で突っ立っているディネロが、部屋割りの続きを述べている静かな声を遠く聞きながら、アリシアは夫に半ば引きずられるようにして歩き出した。

「カシュヴァーン様？　どうなさったの？」

　いくらアズベルグの現在の領主であるとはいえ、宿を借りようという相手への態度ではない。

　さすがに妙に思ったアリシアが呼びかけた声にも、カシュヴァーンは答えようとはしなかった。







　客間という言葉から想像すると多少は狭いものの、完璧なベッドメイクを施ほどこされた室内に入るなり、カシュヴァーンは置いてあった長椅子に座って腕組みをした。少し硬めの背もたれに身を預け、ふうっと大きく息を吐はいて瞳を閉じている。

　一方、カシュヴァーンの強引な手引きから解放されたアリシアは、長く使われていなかったせいかかすかにかび臭い空気に満ちた室内はもちろん、暗い窓の外に広がった光景を見て歓声を上げた。

「まあ、きれい」

　客間の位置を薔薇園に合わせたのか、客間に合わせて薔薇園を作ったのか。どちらかは分からないが、とにかく例の薔薇園はこの部屋のすぐ外に広がっていた。

　思わず窓を開けて下を覗き込んだアリシアの髪と、胸元にぶら下げた守り石の袋を、濃密な花の香りを含んだ風がそよそよと揺らしていく。

　月の光に妖あやしく濡れ光る深紅の薔薇園は、恋愛小説の舞台にもいいだろうが恐怖小説の舞台にもぴったりだ。

　と、背後でカシュヴァーンが立ち上がった。

　気づいて振り返ったアリシアの背後を通り過ぎ、カシュヴァーンはマントを脱いで部屋の隅にあった大きな寝台の上にごろりと寝転がる。

「カシュヴァーン様、もうお休みですの？」

「……いや。ただ単に、そこにいたくなくなっただけだ」

　言われてアリシアは、さっきまでカシュヴァーンが座っていた長椅子を見た。窓から見える光景と、そこから流れ込む夜の風がちょうど当たる位置。

「あら、そういえばカシュヴァーン様は、薔薇がお嫌いでしたわね。ごめんなさい、気がつかなくて」

　気がついたなら気がついたで、いっそ黙っておけばよさそうな謝罪をアリシアは素直に伝えた。

　窓を閉め、ついでに緞どん帳ちようまでも閉めきった物音を聞きとめてカシュヴァーンは寝転がったまま低い声でつぶやく。

「見ていてもいいんだぞ。お前は見たいんだろう」

「だってカシュヴァーン様は、ご覧になりたくないんでしょう？　後でひとりでいくらでも見られますもの」

　微笑んだアリシアは、とことこと夫の側へ近づいた。

「うふふ、でも初めてですわね。一緒の部屋でお泊まりしますのって」

　買われた花嫁、という言葉から想像されるような冷えきった関係でこそないが、最近はほとんど兄妹か親子のようなほんのりとした愛情を交わす日々を送っている二人である。カシュヴァーンが時折からかうような口づけを仕掛けてくることはあっても、それ以外はせいぜい、手や髪に触れる程度。

「……そうだな。おまけに寝台は一つしかない。夫婦ということを考えれば当然だろうが」

「そうですわね、こちらのお屋敷はあまり広さがないようですもの……失礼いたしますわ、旦那様」

　ルアークたち三人はどうするのだろうか、と考えながら、アリシアは自分も寝台に上がった。

　カシュヴァーンはちょっと驚いたような顔をしたものの、幼い妻に他意などあるはずもないことを理解しているのだろう。別に何をするでもなく、寝そべったまま動かない。

「やっぱりお休みになるのですか？」

　壁にかけられた燭台の火を避けるよう、片手で目元を覆ったカシュヴァーンを見てアリシアはそう聞いた。

「ずっと馬車に乗りっぱなしでしたもの、お疲れですのよ。カシュヴァーン様はいつも遅くまでお仕事をしてらっしゃるんだし、たまには早くお休みになったらよろしいですわ」

「そうしたいが……この、匂いがな」

　小さくつぶやかれた答えを聞いて、アリシアは子犬のようにくんくんと鼻を鳴らしてみる。

　アリシアはもう慣れてしまってあまり意識しないようになっているのだが、薔薇の香こう気きは窓を閉めてもなお室内に強く残っているのだろう。

「薔薇の香りが気になりますの？」

「……そのようだ」

「よろしければ、私が鼻をつまんでいて差し上げましょうか？」

　なんとも単純な提案に、カシュヴァーンは眼を覆っていた手をどけて、間近にある妻の顔を見上げた。

「一晩中か？」

「ええ、一晩中」

「……一晩中、ずっと起きて？」

「ええ、カシュヴァーン様がお休みになるまで……あっ」

　にこにこしながら、本当に鼻をつまもうとして伸ばしたアリシアの手をカシュヴァーンが摑み取る。その口元にはいつしか、普段のカシュヴァーンらしい少し意地の悪い含み笑いが浮かんでいた。

「ありがたい申し出だが、一晩中鼻をつまんでいられるとたぶん俺は窒息死するな。どうもこの間から、お前に殺されそうになっている気がしてならんのだが」

　相変わらずのアリシアの物言いに、多少元気が戻ったようだ。

『肥料要らず』を食べさせる云々の話を誰かに聞いたらしく、カシュヴァーンはそんなことを言いながらぐいっとアリシアを引き寄せた。

「きゃっ」

　小さな叫び声。寝台がきしむ音。

　衝撃でずれ落ちそうになった眼鏡を直しながら顔を上げたアリシアは、仰向けの自分の両脇に手をついて覆いかぶさる夫の姿を見た。

　ほのかな燭しよく台だいの光を浴びて、くっきりと陰影のついた精せい悍かんな顔。

 　ディネロのように浮世離れして見えるほどの美形ではない。だがカシュヴァーンの鋭いまなざしに宿る力は、何も相手を怯ませるだけのものではない。

　夜の闇を凝らせた黒い瞳には、アリシアのそれを捉えて離さないだけの吸引力があった。

「要するに、花の香りが気にならないようなことを一晩中していればいいわけだ」

　長い指先が、敷布の上に散ったアリシアの亜麻色の髪に触れてくる。

　髪には神経など通かよっているはずもなく、いつも頭を撫なでられている時のように直接触られているわけでもない。

　なのになぜだろう。

　カシュヴァーンの指先が動くのを感じるたびに、顔が赤らんでいくのが分かる。

　心臓がどきどきと早はや鐘がねを打ち、肌が汗ばんで無意識にまばたきをしてしまう。

　お気に入りの恐怖小説の山場でもよく味わう感覚に近い。でもカシュヴァーンは自分の夫であり、怖い怖いと噂には聞くがアリシアにとってはそんなに怖い相手ではないはずなのに。

「なあ、我が妻よ。他人の屋敷で初夜に及ぶというのも、アズベルグの暴君と呼ばれる男としては相応しいと思わないか……？」

　毛先から根元へと髪を滑った彼の指先が、もう少しで耳たぶをかすめるという距離にまできた時だ。

「……お……」

　思わず、アリシアは消え入りそうな声で訴えた。

「おなかが、痛くなってきました……」

「……腹が痛い？」

　カシュヴァーンも手を止め、口元の笑みも引っ込めて気き遣づかわしげな表情になった。

「どうした。さっきの食事の中には、お前の腹を痛められるようなものはなかったはずだぞ。そもそもそんなものが、俺の領地内にあるとも思えんが……大丈夫か。どれぐらい痛い」

　髪に触れていた指先が伸び、平たい腹をそっとかすめた。

　それだけでアリシアは、またさっきの感覚が強くなってくるのを感じ、微妙に逃げ腰になりながら答えた。

「触っちゃ、だめです……守り石の、下、あたりが……痛くて……ぎゅって、して……」

「守り石の下？」

　言われてカシュヴァーンは、横になったアリシアの体の上にかろうじて乗っている袋を見た。

　それはカシュヴァーンが触れていた腹部よりも、もうちょっと上のほうに乗っている。もうちょっと、そう、ささやかすぎるが一応腹よりはふくらんだ場所に。














「──アリシア。痛いと言っているが、どんな風に痛む。斬られたようにか。それとも殴られたように？」

　何かに気づいた様子のカシュヴァーンの物騒なたとえに、アリシアは守り石の袋を握り締めながら言った。

「い、痛いっていうか……苦しいっていうか、とにかく、そのへんが、ぎゅってして……」

　ぎゅっ、を手で表現しようとでもしているように、アリシアの細い指先は硬い感触を握り締めている。

「さ、触らないで下さいませカシュヴァーン様。カシュヴァーン様に触られると、私……私余計に、余計におなかが……カシュヴァーン様？」

　くく、と漏れた笑い声に気づいて、アリシアはそっと眼を上げた。

　カシュヴァーンは寝台の上で身を起こし、声を殺して笑っている。いつもの口の端をわずかに持ち上げるようなものではなく、心底おかしそうで、心底嬉しそうに。

「アリシア。お前が痛めているのは腹じゃない。ついでにその感覚は、たぶん痛いとは普通表現されない」

　くすくす笑いを抑えながら、カシュヴァーンは戸惑うアリシアの頭をぽんぽんと軽く叩いた。

「……腹を痛くさせて悪かった。今夜はもう、お前の腹を痛くさせるようなことはしない。俺も休むから、お前もこのまま休むといい」

　そう言いながらカシュヴァーンは、まだアリシアの首にかかっていた守り石の袋を外して枕元に置いてくれた。

　その際にかすかに触れるカシュヴァーンの指先さえも、まだ残っている「おなかが痛い」感覚を刺激する。不思議に嫌ではないその感覚を感じながら、アリシアは小さな声で尋ねた。

「あの……カシュヴァーン様、その、薔薇の花の香りは、もういいんですか……？」

「ああ、おかげでだいぶ気にならなくなった。……ありがとうな」

　ふっと目元だけで笑うカシュヴァーンは、本当にそのまま眠る気のようだ。

　上掛けをめくって中に身を滑らせ、次いでアリシアを隣に招き入れようとした。

「あ……の、ごめんなさい、私、夜や着ぎに着替えます。カシュヴァーン様はそのままでよろしいの？」

「ああ、俺はよくこのまま寝ているからな」

　マントを脱いだだけの格好なので、着込んだ状態のカシュヴァーンだが、今さら着替えるのも面倒らしい。

　カシュヴァーンを置いて寝台を抜け出したアリシアは、服その他を詰めた鞄かばんを開けて夜着を取り出した。

「……向こうを向いていて下さいね」

　振り返ったアリシアがそう言うのを聞いて、カシュヴァーンが驚いたような顔をする。

　またくすくす笑い始めた夫を、アリシアはきょとんとして見返した。

「あら、アズベルグでは妻は夫に着替えをお見せするのが習慣なのかしら。でしたら」

「いや……それはちゃんと恥ずかしいことだと、分かるんだと思ってな。ああ、ほら、向こうを向いているから」

　言われてアリシアはもそもそ着替えを始め、眼鏡を外して守り石の袋の横に置いた。

　そして再びこちらを向いたカシュヴァーンの横に、なんだかどきどきしながら潜り込んだ。

　最初は冷たかった布団の中が、二人分の体温であっという間に温まっていく。

　その心地よさにうっとりしながら、アリシアは主人に寄り添い甘える子猫のように丸くなって眠りに就ついた。








　第三章　思わぬ新婚旅行







　朝露を含んだ薔ば薇らの花の間を、薄い金色の頭が一定の速度で進んでいく。

　すっかり見慣れた朝の光景を窓の外に見やりながら、着替えを終えたアリシアはまだ寝台にいるカシュヴァーンに声をかけた。

「カシュヴァーン様、朝ですわよ」

「ああ……」

　眠そうな声を出したカシュヴァーンが、大きな寝台の上でのろのろと身を起こした。寝乱れた黒髪を手でいいかげんにすきながら、彼はあくびをかみ殺している。

「……あいつがこの位置か。ちょっと寝過ごしたな、やれやれ」

　寝台を下りてアリシアの横にやって来たカシュヴァーンが、朝の清浄な光に顔をしかめながらつぶやいた。

　館やかたの主あるじであるディネロの朝はいつも薔薇園の手入れに始まり、並んだ薔薇の株の間を客間から見て右斜め下から順繰りに進んでいく。あだ名どおりの動きをする時計公爵の位置を見て時間を計ることにも、滞在五日目を迎えた現在は慣れたものだ。

　その時、部屋の扉が勢いよく開き、この数日で恒例となった時を告げる声が客間いっぱいに響き渡った。

「時計公爵はもうあの位置ですわ！　おはようございます旦那様奥様、よかった昨晩も大変ぐっすりと眠られたようですわね！」

　朝も早くから気合いの入ったノーラの大声に、寝起きのカシュヴァーンは頭痛でも感じたかのように額に手を当てため息を吐つく。

　だがノーラは半徹夜続きで薄赤く充血した眼を素早く動かし、強公爵夫妻に何か好ましくない変化はないかと子し細さいに観察していた。

　ディネロの館に着いた最初の夜。客人付きの使用人として別室にいたノーラは、カシュヴァーンとアリシアが一つの部屋に寝泊まりしたことについて、ルアークの予想に反して目くじらを立てなかった。

　それはあの日はカシュヴァーンがぴりぴりと帯電したような空気を始終発し続けていたからだ。とても口出しできる雰囲気ではなかったためにひとまずおとなしく眠ったノーラだったが、問題は翌日の朝。

　様子見に二人の部屋を訪れたノーラが見たのは、カシュヴァーンの腕に抱かれてすやすやと眠っているアリシアの姿だった。

　声にならない奇声を発したノーラの叫びにようやく眼を覚ましたアリシアが、「今、絶対人間じゃない声が聞こえたわ！」とものすごく嬉うれしそうに周囲をきょろきょろ見回したことも彼女の癇かんに障さわっていた。

「おはようノーラ。大丈夫？　眼が赤いけど」

　今朝ものんきな気遣いの言葉をかけてくるアリシアを、ノーラは血走った眼でなおもじろじろと眺め回している。

　毎晩主あるじ夫妻の寝室の様子を探っているノーラは寝不足気味で、いつにも増して奥方を見つめる目付きが鋭い。けれどアリシアは、いつもどおりにこにこしているだけだ。

　ノーラはあれこれと理由を並べては二人の部屋を分けるか、さもなくば自分もここで寝泊まりすべきと主張し続けていた。

　だが肝心のカシュヴァーンは素知らぬ顔で、「部屋数がないんじゃ仕方がない。ベッドメイクぐらいならしてもらってもいいが、夜はお前の寝室に戻れ」と、メイドの企みを粉砕し続けている。

　そこへもう一つの人影が音もなく現れ、アリシアを眺め回すノーラの前にひょいと顔を突き出した。

「そうだよねえ。せっかくの美人が台なしだよノーラ」

「きゃああああっ!?」

　疲れのせいか若干かすれた悲鳴に、瞳を細めるルアークは、すぐさま睨みつけてくるノーラを見てさらに楽しそうに笑う。

「心配ないって、昨日の夜も二人ともぐーっすり寝てただけだから。もっとも布団の中で何かやってたら、俺にもよく分かんないかもしれないけど？」

　ディネロの館の中でも神出鬼没のルアークは、ティルナードやセイグラムとなぜか同じ部屋を割り当てられている。

　主側に数えられているようだが、常にあちこちと動き回っているルアークの巡回路の中にアリシアたちが寝泊まりする部屋もしっかり入っているようだ。

「も、もうっ……ここは人様の屋敷ですのよ!?　節操なしに出てこないで！」

　八つ当たりのようなノーラの叫びがきんと響き渡り、カシュヴァーンはさらに迷惑そうな顔をしている。夫とは対照的にさっぱりした顔のアリシアは、忽こつ然ぜんと現れ出でた銀髪の少年に声をかける。

「あら、おはようルアーク。他のお二人は？」

「起きてるとは思うけど、今何してるかな……っと、あれ、おぼっちゃんじゃない？」

　ふいと部屋の外へと眼を向けたルアークが、薔薇の手入れを続けるディネロへと近寄っていく茶色い髪の若者の姿を見つけた。

「何をやってるんだあいつは」

　舌打ちしたカシュヴァーンは完全に眼が覚めたらしく、てきぱきと着替え始める。

　素早く近寄ってきたノーラの手も借り身だしなみを整えると、カシュヴァーンは大股に部屋を出て行った。







　程なく眼下の薔薇園の深紅の中に、カシュヴァーンの黒ずくめの姿がまぎれ込んだ。

　ティルナードがまたぎゃあぎゃあ言っているようだが、内容までははっきり分からない。

「何をやってるんだ、かあ。カシュヴァーンおにいちゃんこそ、何をやってるんだかねえ」

　意味ありげにルアークがつぶやくとおり、ディネロの館に来てからのカシュヴァーンの行動はどこか妙だった。

　初日にあれほど露骨な態度を取ったにもかかわらず、なぜだか自分からディネロに接近していっている。今日はたまたまティルナードが先におかしな行動に出ているが、昨日もおとといも朝起きるとカシュヴァーンは薔薇園に佇たたずむディネロのところに行っていた。

　そのくせディネロを見るカシュヴァーンの顔つきは、お世辞にも親愛の情を示しているとは言いがたい。

　むしろ隠しきれない嫌悪感が漂っていて、仕方なく話しかけているようにしか見えない。

　相手がディネロでなければとうの昔に怒らせてしまっているはずだ。とはいえ相手がディネロだからこそ、カシュヴァーンはああいった態度を取るのだろうが。

「ティルぼっちゃんもディネロ様のこと不気味がってるわりに、くっつき回ったりして変だしさ。やだねーみんな隠し事ばっかりで、もっとこう心を開いてお互いに話し合わないと」

「……どう考えても一番得体の知れない人間が、よく言いますわね」

　ノーラの憎まれ口にルアークがにやっとして言い返そうとした時、再び部屋の扉が開いた。

「おはようございます強公爵閣下、奥様」

「……おはようございます」

　朗々とした声で挨あい拶さつをしたのは隙すきなく身だしなみを整えたセイグラムであり、その後に控えめに声を発したのは彼の背後にこれまた控えめに立っているトレイス。

　一見主と執しつ事じといった風に見えなくもない二人の静かな争いも、いまだ継続中である。

「おはようございますアーレイ様」

「おはようございますアリシア様。よろしいのですよ、私のことはセイグラムと呼び捨てにして下さって。何せ私は近いうちに、あなたの屋敷にお仕つかえすることになるのですから」

　無言のトレイスを完全に無視して言ってのけると、セイグラムは室内に視線を巡らせた。

「ところで強公爵閣下は……ああ、本日はもう薔薇園においでですか。それではみなさん、失礼」

　未来の主の姿を窓の外に見つけた途端、しっぽのように結んだ黒髪をなびかせてセイグラムはさっさと踵きびすを返した。

　軽い食事を取った後、早速領地内の見回りに出るディネロについて、本日もカシュヴァーンは出かけていくはず。

　歩き出したセイグラムに道を譲ったトレイスは、大きく息を吐き出した。

　ノーラと理由こそ違うだろうが、あまり寝ていない様子のトレイスにアリシアは心配そうに声をかける。

「おはようトレイス。大丈夫？　あまり顔色が良くないけど」

「……いえ、問題ありません」

「そう？　カシュヴァーンおにいちゃんとこそこそしたり、セイグラムさんに嫌味言われたり、なかなか大変そうだけど」

　トレイスの行動もルアークの観察には含まれているらしい。鋭いルアークの言葉にトレイスは、珍しく少し険のある表情になった。

　だがトレイスは何か言いたそうな顔をしただけで、心の内を明かそうとはしない。

　ルアークもいったん追及の手を休め、さり気なく話題を変えた。

「カシュヴァーンおにいちゃんなんかは、することなくて逆に疲れてるみたいだけどねえ。あの人今までが忙しすぎたから、のんびりするのに体が慣れてないみたい」

　主の様子を同じように心配していたトレイスは神妙にうなずいた。

「……確かに。領地中を見回ったり、新たに発令する法を考えたり、農民たちの陳情を聞いたり、毎日休む暇もなく働いてきた方だからな……こちらにうかがうために、片づけられる仕事を全部片づけて出てきた後だから余計だ」

　普段から陽のあるうちにはまず屋敷に戻らない生活をしていたカシュヴァーンである。唐突に決めたアズベルグ公爵家訪問の日程を割さくため、相当無理をしたのだろう。

　それが客人として慇懃無礼にではあるが何もかも世話をされ、来る日も来る日も決まりきった日常を送るディネロに付き合っているのだ。いくらやり過ごしても暇な時間が余ってしまうらしく、夜などアリシアが持ってきていたお気に入りの本をぱらぱらめくってみたりしているほどだった。

「せっかくだから少しは息抜きをして下さればとも思うのだが、なかなかそうもいかないようだ。アリシア様と触れ合う機会が多くなって、ご夫婦の時間が増えたことが救いだが……」

「そんなもの全然救いじゃありませんわよ！」

　きいきい叫んだノーラの横で、アリシアは例の「おなかが痛い」感覚を思い出してちょっと顔を赤くした。

　愛人志願のメイドと高名な暗殺者に見張られている状態では、カシュヴァーンも他人の屋敷に滞在中に、初日の夜以上のことをする気になれないようだ。だが暇を持て余している分、たわむれのように触れられる機会が増えていることも事実。

　トレイスの言うとおり何かと忙しいカシュヴァーンとは、ライセンの屋敷にいる時は新婚らしいことどころか、ろくに話をする機会もなかった。ディネロの屋敷で共に過ごす時間が増えていることを、アリシアは内心嬉しく思っていた。

　対照的な女性陣の表情を尻目に、ルアークはおもむろにこう言った。

「さーて、そろそろ教えてくれてもいいんじゃないかな、トレイスさん」

　話が逸それたことに安心していたのだろう。少し気の抜けた表情になっていたトレイスを、ルアークは端が切れ上がった大きな瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに見上げる。

「こーしてる間にも新しいお仕事がどんどん溜たまっていくはずのお忙しいアズベルグの領主様が、なんでここにこんなに滞在しているのか。ディネロ様を見張ってる奴らがいたって、前に教えてあげたよね？　恩返ししてくれてもいいんじゃないかな」

「私も聞きたいですわね、トレイス。カシュヴァーン様ったら、私にはちっとも教えて下さらないんですもの」

　たちまち焦った顔になったトレイスをさらに追いつめるように、ノーラも腕組みをして豊かな胸を見せつけるような体勢を取った。

「おまけによりにもよって、アズベルグ公爵家にだなんて……トレイスだって本当は嫌なんじゃないですの」

「あら、どうして？」

　横からアリシアが不思議そうにつぶやいた。

「ねえトレイス、ノーラ。確かにカシュヴァーン様、こちらにいらしてからあんまりご機嫌がよくないみたい。薔薇の花のことも気になってるみたいだし、でも屋敷にお戻りになられるようでもないのよ。なぜなの？」

　単刀直入な質問に、トレイスとノーラは顔を見合わせた。

　特にうっかり余計なことまでしゃべってしまったノーラは、こほんと咳払いをしてから小柄な奥方を見下すように上体を傾ける。

「旦だん那な様のなさることに口出しするものではありませんわ。奥様はただ、旦那様がこちらのお屋敷も時計公爵も薔薇園もお好きではないことだけ知っていればよろしいの。いいですか、くれぐれもカシュヴァーン様のご機嫌を……」

「こちらの屋敷が気に食わないのなら、さっさと出て行けばよろしい」

　ノーラの忠告をさえぎって、威厳を秘めた老人の声が響き渡った。

　ぎょっとして振り返ったトレイスのすぐ背後に、いつの間にか瘦やせぎすの老人が立っている。

　この屋敷の家令を名乗るリドレックは、自分の孫ほどの年代の若者たちを静かに見ながらこう言った。

「図々しくも他人の屋敷に長期に渡り居座って、迷惑をかけられているのはこちらのほうです。前領主のハルバーストといいライセンといい、この地の自称領主どもはアズベルグの家から奪っていくばかりだ」

　口調はごく平淡。だがその分、根の深い怒りを感じさせる、攻撃的な台せ詞りふだった。














　しんと静まり返った室内に、またしてもアリシアの単刀直入な質問が飛ぶ。

「ハルバーストというのは、ええと、一代前の領主の家柄よね。カシュヴァーン様のお父様までの。その方々が、こちらから何を奪っていったの？」

「ハルバーストの家は、アズベルグの領主の権限を。その上にライセン公爵の父親は、ジーナお嬢様を奪っていきました」

　ジーナという名前にトレイスが顔を強こわ張ばらせた。

　それはカシュヴァーンの父親が熱愛した薔薇狂いの奥方の名。『ハルバーストの薔薇屋敷』の逸話の最初の犠牲者にもなった女性のことだ。

「……奪って、では、ないはずです。レ……レジオール様は、正式にジーナ様に求婚し、奥様として迎えたと……」

　カシュヴァーンの父、レジオール・ハルバーストは正妻のジーナを殺した後、精神に変調を来きたした。

　薔薇への狂気に染まったレジオールは、手当たり次第に屋敷の裏手にある薔薇園に女性を埋めていった。その女性たちの中にはカシュヴァーンの母であるマリアンヌ・ライセンとトレイスの姉も含まれている。

　漂う薔薇の香りにカシュヴァーンとトレイスが明らかな嫌悪を示すのも無理はない。薔薇に関連づけられた数々の惨劇を思い出してしまうからだろう。

　よってレジオールの名を語る時、トレイスの表情はどうしても複雑な色合いを帯びる。

　ジーナ夫人に対しても何やら屈折した思いがある様子だ。だが、そんなトレイスのたどたどしい反論を、リドレックは変わらない口く調ちようで一いつ蹴しゆうした。

「そちらのお屋敷でどういう話になっているかなど存じません。しかし私たちの認識は、成り上がりのあの男がジーナお嬢様に眼をつけ無理矢理さらっていったということです」

　リドレック老人の見解では、カシュヴァーンどころかレジオールまで成り上がり領主になってしまうようだ。地方伯でない限り最古の領主ではないわけだから、必ずしも間違った見解ではないのだが。

「ジーナ様は薔薇の花が大好きな、とても純粋なお嬢様でした。世俗に触れることなく大切に育てられたあの方を、レジオールという男がさらっていった。少なくとも私どもはそう認識しております」

　謙虚さを装いながら有無を言わせぬ口調で言ったリドレックは、さらに大胆な発言をした。

「アズベルグの地はアズベルグ公爵家のもの。当家の旦那様こそが、この地の領主になるべき方です」

　トレイスの表情が強張る。しかし彼が何か言う前に、リドレックはふとアリシアに視線を移した。

　しわに囲まれた小さな眼に、郷愁に近い感情が一瞬浮かんで消えていく。

「アリシア・フェイトリン様。尊き地方伯の血を引くあなたは、本来ならうちの旦那様の花嫁になるべき方だったのに」

　あえて旧姓でアリシアを呼んだ後、リドレックはそこで思い出したように深く頭を下げた。

「出すぎたことを申し上げました。申し訳ありません。失礼します」

　ひととおり物申したリドレックは、しゃんと背筋を伸ばして立ち去っていった。







　全員で思わず姿勢のいい老人の後ろ姿を見送ってしまってから、ルアークがぽつりとつぶやいた。

「もしかしてあのおじいさん、ジーナって人に仕えてたのかな」

　年齢から考えれば、リドレックはジーナがこの屋敷にいた時から家か令れいとして働いていたとしてもおかしくない。

　アズベルグの家から領主の地位を奪った家の男に、一家のお嬢様まで連れて行かれたのだ。その心中は複雑にならざるを得ないだろう。

　加えてカシュヴァーンは、父親に外見が似ているらしい。

　本人はそのことを嫌がっているにしても、これまたリドレック老人の神経を逆さか撫なでしていることは容易に想像がつく。

「こちらも私の生家と同じぐらい没落していらっしゃるもの。ここで働いている使用人はみんな、きっとディネロ様のことが大好きなんでしょうね。ライセンのお屋敷の使用人が、カシュヴァーン様のことが大好きなのと同じね」

　アズベルグの屋敷で得られる給金はきっと多くはないだろう。なのに彼らが今でもここで働いているのは、ディネロとアズベルグ公爵家を愛しているからに違いない。

　前領主レジオールの暴ぼう虐ぎやくにも逃げ出さず、アズベルグの暴君と呼ばれる敵の多いカシュヴァーンに仕えてくれる、ライセンの屋敷の使用人たちと同じように。若い使用人がほとんどいないのも同じ理由だろう。

　二人の共通点を見つけられたような気がして、何となく嬉しくなってアリシアはそう言った。

　それからアリシアは、あまりその共通点が嬉しくなさそうなトレイスに尋ねた。

「ジーナ様という方は、こちらのおうちから嫁とついでいらしたのね。じゃあ外の花畑も、元はあの方が育てていたもの？」

　確認するようなアリシアの言葉に、トレイスは観念してうなずいた。

「……そうです」

　だがやはり、それ以上のことをトレイスは言おうとしない。

　アリシアはためらうその顔をじいっと見つめ、もっと聞きたそうにしているが、わずかに身を引いたトレイスはいきなりその場で回れ右した。

「こ、これ以上のことは、申し上げられません、ご勘弁を……私は用事がありますので！」

　トレイスは自分が押しに弱いこと、特に主の妻の直接的すぎる求めに弱いことを自覚しているようだった。

　しどろもどろに言い訳をすると、リドレックが去ったほうとは反対に向けて慌てて逃げていってしまった。

「おっとっと、トレイスさんてば戦わずして逃げちゃった。まあ正しい判断だとは思うけどねえ、あの人あんまりいじめると追いつめられて何するか分からないし」

　ティルナードの前後見人・ユーランにそそのかされ、一度は主を刺すといった行動にも出たトレイスだ。

　その時一緒になってカシュヴァーンを刺したティルナードのことを彼がからかうたび、トレイスのほうが自害でもしそうな顔をする。おかげで今ではカシュヴァーンもあまりその話題を口にしない。

「ふうん、でも、何かあるって言ってるようなもんだよね。ジーナお嬢様の件もあるなら、カシュヴァーンおにいちゃんだってここには近づきたくないだろうしさ」

　考え考えルアークが言うとおり、薔薇園に関することはカシュヴァーンの禁きん忌きである。

　ジーナもレジオールの行いの犠牲者だ。カシュヴァーンにとって直接恨みがある相手ではなかろうが、それでも彼女の存在がレジオールという男の心の歯車を狂わせたことに違いはないのだ。

「ジーナ様のお顔って、もしかしてディネロ様に似ていらっしゃるのかしらね……」

　カシュヴァーンも直接は知らないが、ものすごい美人だったらしいとは言っていた。

　ジーナの顔を想像しながら、ふとノーラを見たアリシアは不思議そうな顔をした。

「ノーラ？」

「あ……、ああ、何でしょう」

　リドレック老人が去っていった方向を見て、何事か考えていたノーラがはっとして聞き返してくる。

「アリシアじゃなくてあんたがぼーっとしてるなんて珍しいじゃん、ノーラ。ははあ、さては意外にああいうじいさんが好み？」

「そんな訳ありませんわよ！　そんな訳はないですけど……とにかく、失礼！」

　ルアークの揶や揄ゆを力強く否定するところまではいつものノーラだった。

　ところがノーラはなぜかリドレックの背を追うように小走りに歩き出してしまった。

「……今のオチとしては一応『だよねーでもディネロ様狙いとかいいかもねー』って言うつもりだったんだけど」

　眼を丸くしているルアークと並んで、ノーラが行き去った方向を見つめながら、アリシアは別の見解を述べた。

「そうねえ。でもカシュヴァーン様って見た目は三十三歳ぐらいだもの。あの方の愛人なんだったら、ノーラって渋い年上の方が好みなのかもしれないわよ」

　自分の幼い容貌が、夫をより年上に見せてしまうことに気づかぬアリシアの胸元で、守り石の袋がゆらりと揺れていた。







　その翌日のことだった。

　ひとりきりの薄暗い室内にこんこんと扉を叩く音が響く。

　客間の寝台に腰かけ夫の帰りを待っていたアリシアは、薄っぺらい胸がどことなく弾むのを感じながら扉のほうへと近づいた。

「お帰りなさいませ……あら？」

　すでに陽は落ち、あたりには夕ゆう闇やみが訪れている。ディネロが見回りから戻ってくる時間であり、つまりはカシュヴァーンも戻ってくる時間だ。

　しかし予想に反し、扉の外にいたのはリドレックだった。

「夜分に失礼いたします、アリシア様。実は当家の旦那様が、あなたに折り入ってお話ししたいことがあるとおっしゃっています。よろしいでしょうか」

「ディネロ様が？　ええ、私はいいですけど……カシュヴァーン様は？」

「ライセン公爵は、まだお食事の最中です。旦那様は部屋でお待ちですので、ご案内いたします」

　アリシアたちは先に食事をすませている。領地の見回りを終えた後に食事を取るディネロに合わせ、カシュヴァーンも毎晩、屋敷の主と食事をしていることは知っていた。

「あら、カシュヴァーン様ってば食いしん坊ね。分かりましたわ」

　ディネロが部屋に戻っているのにまだ食べているのかと、アリシアは勝手に決めてうなずいた。

　何の警戒心もなく部屋を出た彼女の背を物陰から盗み見て、ノーラはにやりと笑っていた。







　リドレックがアリシアを連れてやって来たのは、小さな館の二階の端にある手狭な小部屋だった。一階にある使用人の部屋と比べても小さいぐらいで、握りなどの扉の意匠も作りが粗い。

「あら、こちらがディネロ様のお部屋だったかしら？」

　アリシアはカシュヴァーンにこの屋敷から勝手に外出しないように命じられている。

　それは死神姫の噂に踊らされた人々に無用に害されないようにとの配慮だ。

　信心深いこの地ではアリシアにくっついたおどろおどろしい噂は、恐怖の対象になりえる。また、名家の血を引く妻の存在は、成り上がり領主を敵視する者たちにとっては別の意味で忌いま々いましいものだろう。

　それは分かっているが、おかげでアリシアも退屈だ。

　その退屈を屋敷の中をちょこまか動き回ることで埋めていたために、すっかりアズベルグ家の構造に詳しくなっている。他人の屋敷なのでさすがに各部屋に踏み入ったりなどはしていないが、どこが誰の部屋かぐらいは把握している。

「本日はこちらでお待ちです」

　そう言うとリドレックは懐ふところから小さな鍵を取り出し、扉の鍵穴に差し込んだ。

　明らかに外から施錠してあった扉を開くと、確かに狭い室内には大きな体が窮きゆう屈くつそうなディネロがいた。

　狭い室内でひざまずき、頭を垂れているから余計に窮屈そうに見えるのだ。壁に描かれた翼の紋章に向かって夜の祈りを行っていたらしいディネロは、緩かん慢まんな動作で立ち上がった。

「アリシア」

　一つだけ置いてあった燭しょく台だいの灯あかりに、ディネロの無機質な美び貌ぼうがぼうっと浮かび上がっている。幻想的と見るか、不気味と見るか、意見が分かれるところだろう。

「こんばんはディネロ様。何ですの？　お話って」

　ずっと物置か何かかと思っていた室内には、なぜか寝台が一つだけある。

　好奇心をくすぐられながら内部に踏み入ったアリシアの背後で、扉が閉まる音がした。

「あら？」

　振り向いたアリシアの眼に映るのは、すでに閉めきられた扉だけ。

　鍵をかける音と、リドレックが立ち去る音がそれに続いた。

「あら、本当に伝統的な怪奇小説の展開だわ」

「アリシア。話とは、なんだ」

　一拍遅れたディネロの言葉に、アリシアは再びディネロのほうを向いてぱちぱちとまばたきをする。

「ええと、私、ディネロ様が何かお話があると聞いていたのですけど」

「俺は、お前が、話が、あると」

　互いの嚙み合わない現状認識を一応確認した後、ディネロは表情を動かさずにこう言った。

「まあ、いい。話を、したいとは、思っていた」

　言うなりディネロは小さな寝台に腰を下ろし、アリシアにも横に座るように手で示した。

　アリシアも何かおかしいと思いはしたものの、結果的にディネロは自分に話があるようなのだ。閉ざされた扉を開けてみようともせずに、ディネロの隣にちょこんと腰かけた。

「ライセンは、どんな、男だ」

「カシュヴァーン様ですか？」

　唐突な上にかなり範囲の広い質問に、アリシアは素直に考え込んだ。

「ええと、三十三歳ぐらいに見えますけど結構お若くて、すてきなお屋敷に住んでいらっしゃって、お金持ちで、寛容で、私に何もしなくていいとおっしゃって下さって……思ったよりも食いしん坊みたい」

　先ほど得たばかりの情報を織り交ぜつつ、アリシアは思いつくまま言葉を並べていく。

「アズベルグの暴君、なんて呼ばれていますし、時々どなたかのお屋敷に火を点けたりしているみたいですけど、本当は優しいいい方なんですのよ」

「それは、聞く」

　アリシアの話のどこに相あい槌づちを打っているのか、いまいち判別がしづらい。

　彼の顔を見上げながら夫のことを考えていたアリシアは、ふと、今、カシュヴァーンはどうしているのだろうと考えた。

　ディネロほどではないが十分大きな体を維持するために、カシュヴァーンもそれなりに食べるほうではある。けれど、食事のたびにいちいち嬉しそうにする妻を見るのが面白いらしく、ノーラに「行儀が悪い」と叱られながらも、時々アリシアの皿に自分の料理を分けてくれたりするのだ。

　そういう優しさは娘だけはどうにかしていい家に嫁がせようと奮起した末に亡くなった、アリシアの父母とも共通している。

　だからそのたびアリシアの腹は、食事はもちろん別の暖かなぬくもりにも満たされた。

　けれどカシュヴァーンの存在は、今ではアリシアのお腹をただただ心地よいだけのぬくもりで満たしてくれるものではなくなりつつあった。

「私……あの方のお側そばにいると、時々……おなかが痛くなるんです」

「腹が、痛い？」

　ある種アリシアと共通した空気を放はなつディネロだが、「腹が痛い」で彼女の意を正しく汲むことはさすがにできなかったようだ。

　表情を変えないまま聞き返してくるディネロの前で、アリシアはひとりごとのように続ける。

「もしかしたらカシュヴァーン様には、人のおなかを痛くする能力がおありになるのかもしれないですわね……」

「そうか。俺は、痛くなったことは、ないが」

　ここ数日は、誰よりもカシュヴァーンと過ごす時間の多かったディネロである。自分の腹を押さえてみたりしながらそう言ってから、ディネロはじっとアリシアを見つめて口を開いた。

「あいつは、アズベルグのことを、よく、知っている」

「こちらのおうちのことですか？」

「土地の、ことだ。よく、知っている」

　家名ではなく、地名としてのアズベルグのことを言いたいらしい。

　うちもそうだったけどややこしいわねえ、と思いながら聞いているアリシアにディネロはこう続けた。

「俺よりも、よく、知っている、かもしれない。この近くの、小さな村まで、村役人は誰で、作物の出来はどうか、とか」

　毎日、領地内の見回りをしているカシュヴァーンだが、何しろアズベルグという土地は広さだけはある。一日ですべてを見回ることなど到底不可能だ。

　ディネロのいるこの屋敷に来る時も馬車で二日を要したほどだ。だからこそ代官や村役人を各地に置いて報告させているはずだが、各村の様子を大おお摑づかみにでも覚えているだけでも大したものだろう。

「話は、いろいろ、聞く。だが、あいつは、領主として、ちゃんと、している」

　アズベルグの家から領主の権限を奪ったとされるライセン家、及びハルバースト家に対する憎しみを、家令リドレックは明らかに持っていた。

　しかしリドレックの主人であるディネロには、少なくとも現時点ではカシュヴァーンへの負の感情を露あらわにする様子はない。

「そうですわ。みなさんいろいろおっしゃいますけど、カシュヴァーン様はいい領主様です。ディネロ様もあの方と仲良くして差し上げて下さいね」

　なんだか嬉しくなってきて、世が世ならこの地の領主であったはずのディネロにアリシアはにこやかにそう言った。

　ディネロも別に気を悪くした風でもなくアリシアを見返し、そして平べったい胸の上にぶら下げられた粗末な袋に眼を留めた。

「それは？」

「守り石ですわ。カシュヴァーン様が下さったの。ご覧になります？」

　首に提げていた袋の口を開け、アリシアは中に入っていた石を取り出した。

　燭台の光にきらきらと光るのは、その石に含まれた、色とりどりの鉱物の結晶体だ。

「すごいな。よく、見つけた」

　アズベルグ地方で生まれ育ったディネロには、よりこの石の貴重さが分かるのだろう。

　かすかに眼を見張って言うディネロに、アリシアはうふふ、と自分が褒められたように笑う。

「でしょう？　とてもきれい。アズベルグの地には、こういう石がたくさん落ちているのだそうですわね」

「石は、たくさん、ある。だが、こういう物は、そう、多くは、ない」

　つぶやくディネロの瞳に、いくつもの光が映り込んできらきらと光る。

　元の色味が薄いため、放たれる色彩にたやすく染まるその瞳からは表情が読みにくくなっていた。

「あいつは、お前の、いい、夫なんだな」

　不意に大きな手が伸びてきた。

　アリシアの頭など簡単にひとつかみにしてしまいそうなディネロの指先が、自分の頭の上に乗ったのを彼女は感じた。

「少し、残念だ」

　頭の撫で方一つにも個性が出るものなのだろう。さり気なく髪の流れを乱さぬように手を滑すべらせてくれるカシュヴァーンに対し、ディネロはアリシアの髪をぐしゃぐしゃにしながら同じ速度で撫で続けた。

　しかしその手から伝わるぬくもりは、カシュヴァーンと同じく暖かい。

　冷たい石を刻んで作られた彫刻のような外見とは裏腹の、当たり前といえば当たり前のぬくもりに、アリシアも髪をぐしゃぐしゃにされながらにっこりする。

「はい、そこまで」

　ところがそこに第三の声が降ってきた。

　振り仰いだ二人の瞳に映るのは、天井の端から覗のぞく夜目にもまばゆい銀の髪。

　どうやら屋根裏部屋の床石をずらして中を覗き込んでいたらしい影は、苦もなくそのまま室内に飛び下りてきた。

　猫のように音もなく着地したのは、見た目も性格もどこか猫を思わせる銀髪の少年、ルアークである。

「あらルアーク、あなたも誰かに話があるの？」

「ああ、そういう理由で呼び出されたわけね。やれやれ、ノーラも諦あきらめが悪いなあ」

　のんきなアリシアの言葉に適当な合いの手を入れながら、ルアークは閉めきられた扉に近づいていく。

　だが取っ手に手を伸ばそうとしたところで、外からの激しい音とともに扉全体が大きく揺れた。

「おっと、おーい、短気を起こさないでね、おにいちゃーん。大丈夫だよ、まだなんにもしてないみたいだからさぁ」

　言いながらルアークは取っ手についた鍵穴に眼を近づけ、何かごそごそやり始めた。

「あ、なーんだ、内側からは意外に……っと、はいはい、いーよぉ」

　外側からしか開閉できないらしい扉の鍵をルアークが回し、開いた途端、外にいた黒い影が大股に室内に踏み入ってきた。

　扉に靴跡がついているところを見ると、さっきの揺れは外から蹴け飛とばしたせいだったようだ。

「あらカシュヴァーン様、もうおなかがいっぱいになりましたの？」

　足音も荒く室内に入ってきたカシュヴァーンは、アリシアの言葉にも答えない。

「アリシア様、ご無事ですか!?」

　カシュヴァーンの背後にいたトレイスが、いつもと全く変わらぬ様子の奥方を見てほっと息を吐つく。

　そこにいたってもカシュヴァーンは無言のまま、険のある眼でじろりと寝台に座った二人をねめつけた。

　その視線を受けて、やはり無言でディネロが立ち上がった。

　元々アズベルグの人間の体格はいい。中でもディネロは別格で、上背のあるカシュヴァーンよりさらに頭半分高いのだ。

　今にも天井に頭が届きそうな大男は、見下ろされる経験が少ないためか、嫌そうな顔をしているカシュヴァーンをまじまじと見つめて言った。

「俺は、腹は、痛くならない」

「……なんの話だ」

　二人揃そろっていきなり腹に絡んだ話をされたところで、カシュヴァーンに状況が分かるはずがない。

　しかしカシュヴァーンからしてみれば、状況が分かっていないのはこの二人のほうだ。

「おい、死神」

「途中からしか見てないけど、大丈夫。ディネロ様もアリシアもおにいちゃんのことを褒めてたし、強しいて何かあったと言えばアリシアの頭がぐしゃぐしゃになったことぐらいかな」

　ルアークの報告を聞いてカシュヴァーンはアリシアの、ディネロに乱された髪を見た。

　アリシアは自分の頭に手をやろうとしたが、それより早くカシュヴァーンが彼女の手を摑む。

「お前は、神を、信じないのでは、ないのか」

　突然質問を始めたのはディネロである。片かた眉まゆを上げるカシュヴァーンに、ディネロは一定の調子を崩さずに質問を重ねた。

「〈翼の祈り〉は、信じないと、聞いた。なのに、守り石は、贈るのか」

　アリシアがこの部屋を訪ねた時に、翼の紋章に向かい夜の祈りを捧げていたディネロだ。

　アズベルグ地方の人々は信心深いと聞いていたので、アリシアはさほど不思議にも思わなかったが、ここがフェイトリンであれば、「真面目な方ね」と感心したことだろう。

　今は〈翼の祈り〉そのものの権威が落ちてしまったために、結婚式や葬式などの人生の大きな節ふし目めでもなければ人々は毎日の宗教的儀式をあまりしなくなっていた。娘の花嫁修業に熱心だったアリシアの父母でさえ、「成り上がり貴族にまで安売りされた翼にわざわざ祈る必要はない」と公言してはばからなかったぐらいである。

「俺は神を信じない。人間の役に立たない神様など、何の意味もない」

　突然の質問に眉をひそめながらも、話題がこの手のこととなればカシュヴァーンの反応は決まっている。

「だが、信じている人間がいることは知っている。そいつらにとってどれだけ大切なものなのかも。だから俺は俺の領地内で、〈翼の祈り〉を信じることも守り石を信じることも禁じてはいない」

　先日、ユーラン率ひきいる〈翼の祈り〉教団によって危うく殺されかけたということがあってなお、カシュヴァーンはその教えを禁じる類の法を発してはいない。

　何かと信心深いこの地では逆効果である、という読みももちろんあってのことだが、今の言葉は本心なのだろう。トレイスも毎日の祈りを欠かさないが、それについてもカシュヴァーンは何も言っていない。

　カシュヴァーンの答えにディネロは沈黙している。やがて夫に手を摑まれたままのアリシアを見て、ぽつりと言った。

「悪かった。彼女を、怒るな」

「……分かっている」

　カシュヴァーンも一言だけ応じ、アリシアの手を引いて外に出た。

　二人の後を追ってトレイスとルアークも歩き始めた。







　ただでさえ人が少ない上に、気づけば夜中に近い時間になっていた。

　しんと静まり返った屋敷の中を、四人はそのまま連れ立って薄暗い廊下を進んだ。

「えーと、さっきの部屋って反省室って感じだねえトレイスさん。外からじゃないと鍵を開けられないみたい。お貴族様の屋敷ってああいういかがわしい施設がよくあるよねえ、あはははは」

　強張った空気をほぐそうとするように、ルアークがどうでもいいことをしゃべる。

「は、はは、そうだな、ルアーク。私もハル……いや、ライセンのお屋敷に上がったばかりのころは、いろいろ失敗をして納屋に閉じ込められたりしたものだ。ははははは」

　トレイスまでも珍しくルアークに合わせ、危険な単語に気をつけながら精一杯の日常会話を交わしていた。

　だがカシュヴァーンは答えない。そこまで空気を読んだわけでもないが、今度はアリシアがカシュヴァーンに向かって素直な謝罪を始めた。

「カシュヴァーン様、あの、ごめんなさい。ええと、なんだかお話がうまく伝わっていなかったみたいで」

「分かっている。別にお前に怒ってはいないから安心しろ」

「食えないじいさんだ」とか、「自分の主あるじを閉じ込めるか普通」とかなんとか口の中でぶつぶつ言っているカシュヴァーンの表情は、しかし依然として険けわしい。

「あのうカシュヴァーン様。ディネロ様のことも、怒らないであげて下さいね。ちょっと変わった方ですけど、きっといい方だと思いますわ」

「うん、俺もそう思うよおにいちゃん。リドレックじいさんはあんたに敵意があるみたいだけど、ディネロ様はそうじゃないみたい。俺たち滞在期間も決めてないのに、嫌がりもせず泊めてくれてるしね」

　死神姫と死神少年のディネロ擁よう護ごを聞いて、カシュヴァーンは疲れたように軽く眼を閉じた。

「それも、分かっている」

　それまで非常な早足で歩いていたカシュヴァーンは立ち止まり、ついでのようにアリシアの手も開放した。

　心を静める儀式のように、乱れた妻の柔らかな髪を指先で直してやりながらつぶやく。

「ここ数日、半日以上をともにした相手だからな。変な奴なのは間違いないし、いらいらすることは多い」

　微妙な言葉を選んでいったん話を結んだ後、カシュヴァーンはかすかに視線を逸そらしながら続ける。

「だがあいつは、自分の領地と領民たちのことを愛している。同じように、愛されてもいる」

　時計公爵とあだ名がつくほど、残された狭い領地内を毎日見回るディネロ。口数が少なく無表情で、何を考えているか分からない美青年。

　そんなディネロの姿を基準にして領民たちは行動をしていて、ディネロ自身もその自覚の上に日々の見回りを欠かさない。

　上位の者として尊敬されているかと言われれば決してそうでもない。だが暮らしの中に溶け込んだ、自然な親愛の情が両者の間では取り交わされていた。

　それは前領主の放置に慣れ、甘えきった旧来の貴族たちの行いをただすために強行政治を行うカシュヴァーンとは対照的な姿だった。

　カシュヴァーンも農民層などからの人気があるほうではある。けれど農民だからといって、一律に優しくしてやっているわけではない。

　貴族の権力にへつらって、同じ農民たちから一歩も二歩も優遇されていた者たち、またカシュヴァーンをメイドの血を引く成り上がり領主と馬鹿にして平気で税を滞納するような者たちには、容よう赦しやなく特権を取り上げ、時には血を見るような厳罰も下している。

「正直、もう領主でもないくせに、という気分にもなるけどな。だが……あいつには見習う点も、あるのかもしれない」

　少し悔しそうに言ったカシュヴァーンとルアークの眼が、同時に廊下の向こうを見た。

「……またうるさいのが来た」

　ぼそりとカシュヴァーンがこぼしたのと同時に、時間を気にしない大声が近寄ってくる。

「ライセン！　おい、くそっ、待てってば！」

「あらレイデン伯爵様、それにセイグラム様も、こんばんは」

「あ、あっ、アリシア様、あの、ええと、よい夜ですね」

　はあはあ息を荒げてやってきて、とってつけたような挨拶をしたのはティルナードだった。

　食事をしたばかりのところで走ったせいか、横腹を押さえているティルナードを見てもカシュヴァーンは冷ややかな眼をしたまま。

「どうしたセイグラム。こいつを押さえておくように言っておいたはずだぞ」

　ティルナードの後ろに少し遅れて追いついてきたセイグラムは、すました顔でこう答えた。

「申し訳ありません強公爵閣下。このおぼっちゃん、さすがにあなたが後見して差し上げる程度の知恵はお持ちのようです。殊勝な顔をして私の話を聞きたいなどとおっしゃるものですから、つい」

　要するに人一倍口数の多いセイグラムの性質を利用して、長々と続く話の隙を突き、脱出を図ったということらしい。

　それに加えてセイグラム自身にも、ティルナードの見張りなどといったつまらない用事をしたくないという気持ちもあったのだろう。

「ふん、言い訳したところで僕の手に引っかかったのは事実だぞ！　いい気味だ！」

「何がいい気味だ、おぼっちゃん。来るなと言ったのになぜ追いかけてくる、おとなしくセイグラムにつながれておけ！　何度も同じことを……馬鹿かお前は」

　カシュヴァーンに恐ろしく素っ気なく吐き捨てられて、ティルナードは途端に弱腰になる。

「馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿言いすぎだ！　僕は……僕はただ、……そのッ」

「今日もそうだったな。アズベルグ公爵に突っかかっては、無視されたと思い込んでぎゃあぎゃあわめいて。あいつの反応は確かに遅いが、全く反応しないわけでもないし悪気があってああしているわけじゃない。そろそろ学習しろ」

　二日連続でティルナードはディネロの領地の見回りに同行しようとし、二日連続でカシュヴァーンに怒られていた。昨日は強引に同行しては偉そうに仕切り、今日は出発直前まで怒鳴り合い。

　途中で時間を気にしたディネロがさっさと歩き始めたのを見て、絡んでも反応が得られないティルナードは余計に頭に血が上ってしまったようだ。

　最終的にはカシュヴァーンにぶん殴られ、「俺が戻るまでに外に出たら後見人は降りる」とまで言われてしまったのだ。

「あ、あんな失礼な態度を取られて黙っていられるものか！　同じ地方伯として、仲良くしてやろうと思ってたのに」

「あれが仲良くしようという態度か？　……もっともお前は、わざとべたべたつきまとってあいつを怒らせようとしているのかもしれんがな」

　後半、意味ありげにカシュヴァーンの口調が変わった。

　しかしティルナードはまだカシュヴァーンの真意に気づかない。

「な……なんだ、変なことを言って。だっ大体お前は僕をないがしろにしすぎだ！　僕はお前の被後見人なんだぞ！　この屋敷にはこんなに長期に渡って滞在するくせに、どうして僕の屋敷には来てくれないんだ！」

「あら、レイデン伯爵様のお屋敷に誘って下さっていたの？　すてき。私は行きたいわ」

　欲望に忠実なアリシアの喜びも、興奮したティルナードの耳には届かない。

　自分の言葉にさらにあおられたらしく、ティルナードは悲劇の主人公よろしく熱弁を振るう。

「そもそもお前が僕の後見人になったのだって、僕の財産を手に入れるいい機会だと思ったからだろうが！　媚こびろとかへつらえとか敬うやまえとか散々言うが、お前だって僕を利用して甘い汁をすすっているくせに！」

　カシュヴァーンは黙っている。黙っていることを肯定と取ったらしく、ティルナードの熱弁にはさらに力がこもっていく。

「混乱したアズベルグに豪腕を振るう、大した男だと自分では思ってるんだろうがな！　ふんッ、だがお前ひとりでできることなんかたかが知れているんだ！」

　人差し指をカシュヴァーンに突きつけて、ティルナードは声高らかに言いつのる。

「なのにお前は元暗殺者だの農民出身の執事だの、ろくでもない人材しか周りに置かない！　優秀な人材ならもっと他にもいるのに！」

「……やれやれ。言っていることに多少の理はありますが、本当にどうしようもないおぼっちゃんですね」

　自分もトレイスを農民出身として馬鹿にしたセイグラムだが、この言いようは捨て置けないと思ったようだ。彼が素早く鞭むちを摑み出そうとした瞬間、それより先に甲かん高だかい音があたりに響き渡った。

「いいかげんになさい！」

　ティルナードに平手打ちを食らわせ、叫んだのはそれまで沈黙を守っていたトレイスだった。

　いつもの穏やかな表情が一変し、茶色の瞳の中で激しい感情がきらめいている。

「黙って聞いていれば自分勝手に言いたい放題、恩人に向かって何という口のきき方ですか！」

「……なっ、こっ、このっ、お前、お前なんかが……！」

　とっさの言葉が出て来ないティルナードに、トレイスはカシュヴァーンを見上げて叫んだ。

「この方があなたの後見人になって下さったのは、決してレイデンの豊かな実りのためだけではありません！　いいえそれどころか、この方はあなたの後見人になったことで国王陛下に眼をつけられることにもなりかねないのですよ!?」

「……トレイス。やめろ」

　諦めたようにため息を吐つくカシュヴァーンに、ティルナードは絶句する。

「なっ……何で、だ？」

「あなたもご存じでしょう。シルディーンの国王陛下は、大層気の小さい方でいらっしゃる。あの方の眼には成り上がりと噂のカシュヴァーン様は、大きな野心を持つ者として映っているのです。その方が、以前は謀む反ほんの噂のあった土地の権利を持つことになればどうなるか」

「やめろトレイス。そういうことは、こっちから教えてやったんじゃありがたみが半減するだろうが」

　ため息交じりに幼おさな馴な染じみの言葉をさえぎったカシュヴァーンを、ティルナードはじっと見ている。

　やがてその唇からぽつりとこんな言葉が漏れた。

「……なんだよ、お前だって幼馴染みの立場に甘えて、いい気になって」

　ちっとも反省の色のない言いぐさに今度はカシュヴァーンが片眉を上げ、トレイスは顔を強張らせた。

「トレイスだって僕と同じだ。ユ……ユーランにだまされて、ライセンを刺したじゃないか。農民の出のくせに。大した能力もないくせに、なんでお前だけ重ちよう用ようされて……！」

　最近はカシュヴァーンの口から出なくなっていた内容だけに、トレイスはつらそうに顔を歪ゆがめた。

「……ご心配なさらずとも、私には必要とあらば身を引く意思はあります」

　小さな声でつぶやくトレイスの眼が、ちらりとセイグラムを見た。

　するとそれに気づいたカシュヴァーンは、何を思ったかいきなり手を伸ばしトレイスの金髪を一房ぐいっと引っ張った。

「いたっ！」

　悲鳴を上げるトレイスの髪をぐいぐい引っ張りながら、カシュヴァーンは瞳はティルナードに向けてこう言った。

「俺はおぼっちゃんがどれだけ馬鹿を抜かそうが、さほど腹も立たんのだ。なぜならお前は、わざわざこういう馬鹿になるように大事に育てられてきたんだからな」

　微ほほ笑えみとへりくだった態度を崩さずに、常にティルナードを立ててきた前後見人・ユーラン。

　そういう風に扱うことが、元よりティルナードの中にあった高慢さを助長させることだとユーランはきちんと理解していたのだろう。

「だが物事には限度というものがある。それ以上俺の大事な執事を愚ぐ弄ろうするのなら、俺にも考えがあるぞ」

　その大事な執事はいまだぐいぐいカシュヴァーンに髪を引っ張られており、苦痛と困惑にうめいている。

「や、痛いです、カシュヴァーン様、あの、放して下さい……！」

「お前は黙っていろトレイス。なんで俺がお前の髪を引っ張るのかよく考えてみろ」

　視線を動かさずにそれだけ言うと、カシュヴァーンはティルナードに向けていた眼をすうっと細めた。

「それともこれもお前の手か？　レイデン伯爵。俺からトレイスを引き離し、孤立させようと。そういう腹か」

「えっ……？」

　雰囲気の変化を察したらしく、ティルナードがびくんと身を震わせる。

　だが逃げる素振りを見せたティルナードの手首を、カシュヴァーンは解放したトレイスの代わりに摑んで乱暴に引き寄せた。

「何を企んでいる？　レイデン伯爵閣下」

　心の底まで見通そうとでもするような、刺すように冷たい声と瞳。

「遠いレイデンからわざわざこの辺へん境きように足を運び、用事もないのに俺の周りをうろちょろする。ディネロにまで無意味につきまとう。なんの意図があってそうしているのか、そろそろ後見人であるこの俺に話してくれてもいい時期じゃないか？」

　明らかに含んだもののある言葉にも、最初ティルナードは何を言われているのか分からないようだった。

「ライセン？　な、なんだ、僕は、ただ……」

　青い瞳を大きく開けて、ティルナードは眼の前の男を見返している。

　しかしカシュヴァーンの問いに込められた真意は、世間知らずのおぼっちゃんであるティルナードの胸にも次第に染み通っていったようだった。














「……僕を……疑っているのか？　お前は……」

　唇を震わせ、ティルナードはかすれた声で小さく言った。

「お前も僕を……いらないって言うのか……？」

　言うが早いか、ティルナードは乱暴なしぐさでカシュヴァーンの腕を振り払った。

「レイデン伯爵様！」

　アリシアの呼び声も無視して、素早く伏せられた瞳の縁がきらりと光る。服の袖で顔を覆うと、ティルナードは廊下を一直線に駆け戻っていった。







　意外に足は速いらしい。あっという間に見えなくなった若者に、カシュヴァーンは浅いため息を吐つく。

「ガキが。だが……だからこそ、奴らにいいように利用されている可能性もある」

　少し意識したような冷たさで言うと、カシュヴァーンはアリシアのほうを向いた。

「アリシア。お前はアズベルグ公爵と、結構波長が合うようだな」

「え？　ええ、そうですわね、いい方だと思いますわ」

　基本的にアリシアには他人に対する好き嫌いがあまりない。

　なのでディネロに対しても、もちろん好きではあるがそれ以上の特別な感情があるわけでもなかった。はたから見れば貧乏天然地方伯同士、気が合うように見えているのかもしれないが本人にそういった自覚はない。

　だが妻の答えを聞いたカシュヴァーンは、かすかに瞳をすがめてから口調を改めて、こう命じた。

「そうか。だがなアリシア、もうアズベルグ公爵には近づくな」

「え？」

　先ほどはディネロを認めたような言葉を口にしていた夫の思わぬ命めいに、アリシアはきょとんとしてしまった。

　しかしカシュヴァーンは、さらに思わぬ説明を続けてきた。

「あいつには、〈翼の祈り〉教団が接近しているという情報がある。お前もルアークと一緒に見ただろう。あいつの見回りの途中に遭遇した、おかしな二人組だ」

「ああ、トレイスさんに教えてあげたアレ、そうだったんだ」

　大して意外そうでもないルアークにカシュヴァーンはうなずく。

「そうだ。あいつらは近隣の農民を装って、アズベルグ公爵を見張っていたとトレイスが探ってくれた。俺もここしばらくはあいつと行動を共にしていたが、やはり見張りの眼を感じる」

　ディネロの見回りに毎日くっついていたのは、そういう意図があってのことだったらしい。

「俺が見たところ、奴らは相当焦ってきている。アズベルグ公爵を使って俺に仕掛ける前に、俺が奴の行動を見張り出したからだろうな」

「はーん、やっぱりそういう裏事情があったんだ。だからわざと何にも連絡せずに、ここのお屋敷に来たってわけだね」

　緊張感なく言ってから、ルアークはいたずらっぽい眼でカシュヴァーンを見上げた。

「でもって、今までそのことをアリシアにはとにかく、いっさい俺に話してくれなかったのは俺って使用人としての信用がないってことだよねぇ？　完全に俺向きの仕事だと思うんだけどなぁ、そういうの。優秀な人材はもっと効率よく使うべきだよ、おにいちゃーん」

「自分が信用に足る人間だと抜かすか死神。そもそもお前は、ユーランに飼われて俺に差し向けられた暗殺者だったんだぞ」

　ふざけるルアークにまずはそう返してから、カシュヴァーンは冷ややかに彼を見下ろした。

「大体お前がまず俺のことを信じていないだろうが」

「あはは、やっぱそれも分かるんだ。あんまり勘がいいのも考えものだよね、カシュヴァーンおにいちゃん」

　面白そうにくすくす笑うルアークを仏ぶつ頂ちよう面づらで眺め、カシュヴァーンは続けた。

「しかし残念ながら、手て駒ごまが足りない。現時点ではお前がまた〈翼の祈り〉に寝返り寝返り寝返り返す様子もないことだしな。明日以降、俺はアズベルグ公爵に同行しない。代わりにお前がこっそり後をつけて、誰かが接触してこないか見張るんだ」

「うん、そういうやばそうな役目こそ、捨て駒にできる俺に任せたほうが損害が少なそうだよね。了解でーす」

　へらへら了承したルアークは捨て置き、カシュヴァーンは妻に向き直る。

「それとだ。レイデンのおぼっちゃんにも気をつけろ。あいつにも〈翼の祈り〉教団が再接近しているという情報がある」

「えっ？　そうでしたの？」

　またもびっくりしてしまうアリシアだが、アリシア以外は特に驚いた様子はない。

「アズベルグにもだが、ユーランたちが事実上支配していたレイデン地方にも残党がいくらでもくすぶっているはずだ。一度は調教済みのおぼっちゃん、ましてやいまだに前後見人の亡霊に取り憑つかれているおぼっちゃんなら、いくらでも引き戻して手なずけることは可能だろう」

　ユーランの名を呼びながらうなされ、ユーランに似た雰囲気のセイグラムに過剰反応するティルナード。カシュヴァーンに構われず、不満を爆発させていったティルナード。十年前の反乱によって屋敷と両親を失い、後見人の間をたらい回しにされた彼にとって、他者への敵対心と強い依存性はいつだって表裏一体だ。

「……再接近の情報があるだけで、それこそ暗殺者を雇ったとか明確な証拠があるわけではないのです。ただ、残念ながらレイデン伯爵は精神的にあまりお強くありませんし、再接近を強く拒んだ様子がないのは事実。心の隙を突かれれば、ご本人の意思とは無関係に、いいように操られてしまう可能性はあります」

　先ほどティルナードを平手打ちしたにもかかわらず、ティルナードについて語るトレイスの口調は重かった。

「長い間つらい目に遭あわれたとは聞いております。だからこそ、甘い言葉に心が揺れるのも分かるのですが……カシュヴァーン様の親心を、もう少し理解して下さってもよろしいのに」

　基本的に世話焼きのトレイスとしては、なんのかんの言いながらティルナードのことも心配らしい。

「もっともカシュヴァーン様のからかいも時々度が過ぎていますから、あなたにも自重していただきたいとは常々思っているのですが……」

　ついでに幼馴染み本人についても、もっと言いたいことがあるらしい。

　しんみりしたトレイスの口調に、ルアークの声が重なった。

「まーねえ。おなかが空すいてる時って、何でもおいしく感じられるもんねえ。たとえ腐ってかびだらけのパンだろうが、餓死するよりはましってこともあるしさ」

　愛情に飢えながらも愛情を受けられるだけの美徳をなかなか発揮できない哀れなおぼっちゃんが、差し出された餌えさにたやすく食いついてしまうことを否定はできない。

　ルアークの言いぐさは軽薄だがその言葉には、妙に実感がこもっていた。

「そうね、おなかが空いていれば何でもおいしいですもの。でもおなかに何も入っていない時に肥料要らずを食べると、ひどい目に遭うから難しいわね」

　微妙に焦点のずれたことを言った後、アリシアはふと思いついたことを口に出した。

「〈翼の祈り〉の情報を持ってきたのは、レクサンドール子爵様？」

　傭よう兵へい団長バルロイ・レクサンドールの名に、カシュヴァーンの他にトレイスとセイグラムも反応を見せた。

「だから……カシュヴァーン様はディネロ様の館を訪ねていらして、レイデン伯爵様が同行するというのも止めませんでしたの？」

　ディネロとティルナード、彼ら両方の見張りをするために。

「……相変わらず、妙なところで鋭いな。だが分かっているのなら話が早い」

　意外なところで聡い妻の頭を撫でてやりながら、カシュヴァーンは今度はセイグラムを見た。

「そういうわけだから、セイグラム。お前はすぐにレイデンのおぼっちゃんを追いかけて見張れ。あれだけ追いつめてやったからな、次の行動が気になる」

「私がですか？」

　いかにも不服そうなセイグラムに、カシュヴァーンはそうだとうなずいた。

「お前が、というより、お前しかない、というのが正しい。アリシアに下へ手たなことはさせられないし、ルアークはアズベルグ公爵につかせる。トレイスは常に俺の右腕として側にいてもらう必要があるからな」

「右腕？　ああ、もう一度その右腕が剣を握って公爵の腹を刺す。そんな可能性があってもですか？」

　露骨な嫌味にトレイスがうつむくが、カシュヴァーンは事もなげにセイグラムの言葉を肯定した。

「そうだ。こいつには俺が怪物になった暁あかつきには、もう一度俺を刺すという大役があるからな。他の人間には任せられない」

「……ずいぶんその方を重んじておられるようだ」

　眼め鏡がねを押し上げ、セイグラムは低い声を出した。

「家柄においても執事に要求される能力においても、ついでに戦闘能力においても私のほうが彼より優秀だと思いますよ。違いますか。その方はあなたが傭兵関係者と付き合うことがお気に召さない様子ですが、こたびの〈翼の祈り〉関連の情報は私たちがもたらしたものですよ」

「ああ、お前は優秀だ。頭が切れて腕も立つ。でなければバルロイがお前を自分の団に入れるはずがない。その図々しさも一種の才能だろうしな」

　セイグラムの堂々とした傲ごう慢まんさを、カシュヴァーンは決して嫌っているわけではないようだ。自分が傭兵関係者であると、ラグラドール人差別が根強いこの国内で断言できるところも。

「だが俺は、お前に腹を刺されても死ねない」

 　死なないのではない。死ねないのだと、カシュヴァーンは言う。

「お前だけじゃない。他の誰に刺されても、人間としては死ねない。怪物として死ぬことになるだろう」

　怪物とは、アズベルグの前領主であり彼の父でもあるレジオール・ハルバーストを指し示す言葉だ。あらゆる意味で反面教師となった父の存在は、その手で彼を殺してなおカシュヴァーンの意識に暗い影を投げかけ続けている。

「カシュヴァーン様……」

　そっと名を呼ぶ声に応え、カシュヴァーンはまっすぐに幼馴染みを見つめた。

「分かっているな、トレイス。お前の何よりの能力は、俺を叱ることができるというものだ。お前の言うことなら、まあ……全部は聞けないが、何割かは聞いてやれる。たぶん」

　アズベルグの暴君としては最大限の譲歩を口にした後、カシュヴァーンはちょっと意地の悪い目つきになった。

「大体、俺になんの断りもなく、身を引くなんて真似が許されると思うなよ。もう一度俺から逃げてみろ、今度は髪を引っ張るだけじゃすまさんぞ。今度こそ首輪をつけてやるからな」

　子供っぽいその言葉に、先ほど散々引っ張られた髪に手をやりながら声もなくトレイスがうなずく。幼馴染みという立場ゆえの、照れ隠しのようなやり取りを見ていたセイグラムが乾いた声を出した。

「分かりました」

　ふうっと小さなため息を吐つき、彼は眼鏡をかけ直した。

「私は優秀ですので、そういう詩的な表現をして下さらなくても結構です。ただ一言、お前は必要ないとおっしゃって下さればよろしい」

「セイグラム」

　名前を呼んだカシュヴァーンを、セイグラムは素早くさえぎった。

「ご心配なく。あのおぼっちゃんの見張りは私にお任せ下さい。その分の報酬は、こちらから引き上げる時にきちんといただきますので」

　言うなりセイグラムはくるりと踵きびすを返し、ティルナードが去っていった方向に向けて歩き出した。

「……あの性格じゃ、どこの名家でも長続きしないのも当然だな。傭兵団に入る前は、どこぞの新興貴族のぼんぼんの家庭教師をやっていたそうだが」

　ため息交じりにつぶやくカシュヴァーンにルアークも同意する。

「あー、そりゃまずいね。その手のぼっちゃんは、なまじの旧来貴族より自尊心だけは高かったりするもん。セイグラム先生の調子でやっつけたら、本人も親もかんかんだろうねえ」

　軽い調子で言うルアークの声を聞きながら、カシュヴァーンは妻の手を取った。

「とりあえず今夜はもう寝るぞ、アリシア。明日からはできるだけ俺と行動を共にするように。何かあってからではまずいからな」

「ええ……」

　セイグラムが去っていった方角をやや気まずそうに見つめているトレイスの横を通り過ぎ、アリシアは言われるままに客間に向かって歩いていった。

「でも、カシュヴァーン様。ディネロ様はちょっとよく分かりませんけど、たとえ〈翼の祈り〉の皆さんにだまされているのだとしても、レイデン伯爵様はカシュヴァーン様のことがとてもお好きなのですわよ」

　客間へと戻りしな、アリシアは隣の夫に言ってみた。しかしカシュヴァーンは何も答えなかった。








　第四章　何に代えても







『あなたをアズベルグの地の領主に戻して差し上げる。その代わりライセンを始末してほしい』

　見回り途中のディネロに接近し、そう語った者たちがいたとの報告をルアークが持ってきたのは、彼がカシュヴァーンの命めいを受けてから三日後の昼のことだった。

「ふん、やはりな」

　長椅子の上で足を組み、カシュヴァーンは皮肉っぽくつぶやく。行動指針が定まったせいか、ディネロと出歩くのをやめて余計に暇になったはずのその顔は、ほどよい緊張感を帯びて引き締まっていた。

　カシュヴァーンとは対照的に、その横に座ったアリシアは「あらまあ」と緊張感の薄い声を出したのみ。

　夫の命が狙われていると聞いたにもかかわらず、相変わらずのどこかのんびりした口く調ちようで眼の前のルアークに尋ねる。

「ディネロ様はなんて？」

「それがさ、なんにも言わないんだよね」

「何も言わない？」

　今度はカシュヴァーンに聞き返され、ルアークは説明を始めた。

「あの人に接近してきたのはおそらく〈翼の祈り〉の人たちだよ。トレイスさんが言っていた森の中の小屋から出て来たもん」

　この屋敷に来た最初の日にディネロを見張っていた男たちの根ね城じろをトレイスはひそかに突き止めていた。その後、ルアークがそこへ行き、さらに詳しい情報を集めてくれたのだ。

　小屋内の彼らの会話の内容から、どういう集団かはすでに分かっている。農民に紛してディネロに近づいてきた二人は道案内をするためと思われる、アズベルグに住む敬けい虔けんな〈翼の祈り〉信者。他には実際に襲撃などの荒事を行うため、他の土地から派遣されてきた〈翼の祈り〉の兵士たちが十数名ほど。

「だけどディネロ様ってば、ぼーっと突っ立ってるだけで何にも言わないんだよね。ああいう人でしょ？　〈翼の祈り〉の人たちもなんか怖くなってきたらしくて、返事はまた後日ーとか言って逃げちゃった」

「ディネロ様らしいわね」

　似たような性格のアリシアがのんきに微ほほ笑えむ中、横にいたノーラが眉まゆをひそめた。

「ここまで証拠が揃そろっていて、居場所も摑つかんでいるんでしょう？　さっさと片づけてしまえばよろしいのではありませんの。ここは言うなれば敵陣のまっただ中なのですし、いつ寝首を搔かかれてもおかしくないではないですか」

　ぶるっと身を震わせるノーラにも、〈翼の祈り〉教団がディネロとティルナードに接近しているらしいとの話はすでにしている。

　ついでにノーラも危害を加えられる可能性があるからと、ライセン夫妻の部屋に寝泊まりするようになっていた。

　それについてだけはノーラも嬉うれしいようなのだが、彼女の言うとおりここは敵陣のまっただ中。アズベルグ家の使用人を加えても敵の人数はさほど多くはならないが、これから先増えないとも限らない。

「まあそうだけどさぁ、ディネロ様にもリドレックじーちゃんにも俺らを襲ってこようっていう感じは今んとこないんだよね。ディネロ様も話を聞いてはいたけど、怒りも喜びもなんにも反応してなかったし」

　ノーラと手を組み主あるじとアリシアの間に何事かを起こそうとした家令の老人は、カシュヴァーンに問い詰められてもものの見事にとぼけきった。当の天然二人にだまされた自覚がないこともあり、カシュヴァーンもそれ以上の追及を諦あきらめている。

「いや、ノーラの言うとおりだ」

　珍しく、カシュヴァーンはルアークではなくノーラの意見に賛同を示した。

「アズベルグ公爵の真意は確かにはっきりしないところがある。だが少なくとも、〈翼の祈り〉の意図ははっきりしている」

　誰もが神を信じなくなっていた何百年も前の時代、ただひとり信仰を捨てなかった聖女アーシェル。

　彼女を拝した者たちの子孫である貴族と王族が世を支配し、彼女を害した者たちの子孫である平民たちは彼らに奉仕することで罪を償う。下克上の気運が高まる以前の、〈翼の祈り〉曰いわく正しい世界。

　〈翼の祈り〉教団の理想世界では、かつてアーシェルを拝し、家名を土地に刻んだ地方伯こそがその地の領主であるべきなのだ。当然アズベルグ地方の領主がライセン強公爵であるという事実を、いつまでも指をくわえて放置するつもりはないはず。

「アズベルグ公爵は、まあ……ああいう奴だ。あいつもレイデン伯爵同様、操り主の意図次第でどうとでもなる可能性があるだろう」

　名前を出されたティルナードは、トレイスに頰ほおを打たれカシュヴァーンに疑いの眼を向けられたあの日から、ほとんど部屋に閉じこもっている。

　同室のセイグラムが逐一報告してくるのを聞く限りでは、現状、ティルナードに〈翼の祈り〉教団が接近してくる様子はない。

「ええ、そうですわカシュヴァーン様。このノーラの言うとおりにして下されば間違いはありませんのよ！　手始めに、あなたの隣の幼女とは一刻も早く離縁を」

「どうだルアーク。奴らを捕まえて吐かせるのには手間取りそうか？」

　勢い込むノーラをきれいさっぱり無視してカシュヴァーンが尋ねた。

「いや、別に。だけどちょっと変と言えば変かな、あんましまとまってる感じがしないんだよねあちらさん。頭数だけ揃えたっつーか、寄せ集めっつーか、時々言い争いとかしてるしさ」

「なんだ、仲間割れか？　ふん、ならなおさら叩くなら今が好機か」

　口の端を吊り上げカシュヴァーンがにやりと笑ったところで、控えめに扉を叩く音がした。

　こちらの動きを悟られぬため、またアズベルグ家の使用人たちの動きを見張るため、今最も隠おん密みつ的な行動の多いトレイスである。ついでに彼はこの事態においても、「新婚のご夫婦がお泊まりの部屋で夜を過ごすなど私には無理です！」と拒み続けて、まだ使用人用の別室で寝泊まりをしている。

「いいところに来たな、トレイス。早速で悪いがお前にはちょっと出かけてもらう」

　ルアークの存在とカシュヴァーンの顔つきで、トレイスは主の命令の意味に気づいたらしい。

「……用意していた兵を動かしますか」

「ああ、時期が来たようだ。頼めるか」

「ただちに出発いたします」

　有事を予見して、カシュヴァーンはあらかじめどこかに兵を伏せていたようだった。

　主君の命を正しく汲んで、トレイスはすぐに一礼を残して出て行った。

「さっすが幼おさな馴な染じみの絆きずなだねえ。やっぱりトレイスさんでなきゃだめか」

　したり顔でつぶやくルアークの声を耳にしながら、アリシアは夫を見上げて単刀直入に聞いた。

「カシュヴァーン様は、ディネロ様やレイデン伯爵様とけんかをなさいますの？」

「正確には〈翼の祈り〉が相手だがな。だが場合によっては、そういうことになりそうだ」

　一言注釈を入れたものの、カシュヴァーンはアリシアの言葉を否定はしなかった。

　アリシアとしても、二人が〈翼の祈り〉に丸め込まれて敵となったのなら戦いは避けられないことは分かっている。彼らがカシュヴァーンや自分を害する気になれば仕方ないだろうが、それでも、やはり。

「残念ですわ……お二人には、カシュヴァーン様と仲良くしていただきたかったのに」

「……レイデン伯爵のことは、一応俺なりに考えてやっているつもりだったんだがな」

　小さな息を吐はいたのも束の間、カシュヴァーンは冷たく表情を引き締めた。

「だが、俺はアズベルグの領主。この地を守る義務がある。……元の教えはいざ知らず、今現在の〈翼の祈り〉のやり方は分かっているんだ。あいつらにここを支配させるわけにはいかん」

「ディネロ様のことは、お考えではありませんの？」

　ディネロのことを口にしなかった夫へと、アリシアは素直にもう一度問いかけた。

　カシュヴァーンの鋭く黒い瞳ひとみを、アリシアの青い瞳が無心に見つめている。

「カシュヴァーン様は、ディネロ様のことがお嫌い？　あの方がジーナ様の血族で、薔ば薇らを育てていらっしゃ……もがもが」

　直接的すぎる質問を、素早く手を伸ばしたノーラがアリシアの口を手でふさいで黙らせた。

「ほ、ほ、奥様、奥様おひとりがどうなろうと構いはしませんが、周りの迷惑も考えて下さいませ！　カシュヴァーン様申し訳ありません、私が後できつーくお説教をしておきますから！」

　カシュヴァーンの心の聖域に土足で踏み込む危険な発言を、ノーラは顔を引きつらせながら止めた。

　今はノーラも同じ部屋で寝泊まりしているのだ。アリシアのうかつな言動を許すと、自分にも火の粉こが降りかかる可能性がある。

「──俺はあいつの後見人じゃない。あいつのことまでは知らん。確かに俺を殺せと言われてうなずいた様子はないが、だが、だからといって断わったわけでもなさそうだしな」

　案の定、カシュヴァーンは表情を翳かげらせて低い声を出した。

　そして、すぐさまルアークにこう命じた。

「ルアーク、トレイスが兵を揃えて戻るまで半日ほどかかる。その間お前は引き続きアズベルグ公爵を見張れ。何かあったらすぐに報告してこい」

「ああ、俺やトレイスさんに働かせといて、あんたは貧乳と巨乳をはべらせてここで待機ってわけね。嫌いじゃないよ、あんたのそういうとこ。じゃーね！」

　軽い調子で言ったルアークが、ひらりと手を振り床を蹴ける。

　ようやくノーラから解放されたアリシアがずれた眼め鏡がねを直した時、あたりに残ったのはルアークがわずかにかき回した薔薇の香こう気きだけだった。







　カシュヴァーンが兵を動かせとトレイスに命じた次の日の真夜中のことだ。

「……ん、なあに、ノーラ……？」

　ふと眼を覚ましたアリシアは、広い寝台の上で真っ暗な室内に眼を凝らした。

　春とはいえアズベルグの夜は冷える。窓は緞どん帳ちようにぴったりと閉ざされ、わずかな隙すき間ま風かぜによって揺れる狭はざ間まから、時折漏れ入る月明かり以外の光源はない。

　おまけに当然、アリシアは眼鏡をかけていない。すぐ側そばで眠っているカシュヴァーンの姿さえ、闇やみに紛れて判然としないぐらいだ。

「どうしたの、また寂しくなったの……？　いいわよ、私ちょっとどくから……三人で寝ましょうよ……ひとりは嫌よね……」

　同室での寝泊まりを許されたノーラだが、同じ寝台で眠ることまではカシュヴァーンは許可しなかった。

　広い寝台には三人で眠れるだけの広さはある。だからいいのではないかとアリシアは思ったが、カシュヴァーンの許可が下りず、結局、ノーラは長椅子に毛布を敷いて眠っているのだ。

　とはいえ、やはりノーラは面白くない。夫婦が眠る寝台に真夜中にこっそり潜り込もうとしては、そのたびカシュヴァーンに阻止されていた。

「どうした、アリシア」

　むにゃむにゃ言っているアリシアに気づき、カシュヴァーンも眼を覚ました。

　真夜中だというのに別に寝ぼけている様子もなく、はっきりとした声を出せるのはやはり〈翼の祈り〉との戦いを意識しているためだろう。

「珍しいな。こんな時間にお前が眼を覚ますとは」

「ええ……おかしいですわ、私って一回寝たら絶対朝まで眼を覚ましませんのに」

「よく食べよく眠る」が信条のアリシアは、それこそ「寂しいんですの」と瞳を潤ませたノーラが寝台に上がり込もうとでもしない限り普通は目覚めない。一度などノーラに寝台から蹴り落とされそうになっていても目覚めなかったぐらいだ。

　とりあえず眼鏡をかけてみたアリシアは、その時ふとあることに気づいた。

「カシュヴァーン様、なんだか変な匂いがしませんか？」

「匂い？　……薔薇の匂いなら、もう鼻が馬鹿になったみたいだな。よく分からんが」

「そうですわね、確かに薔薇の香りもするんですけど……そうだわ、何かこげ臭いんです」

　視力はすこぶる悪いが、その分嗅覚のよさはルアークにも感心されるほどのアリシアである。

　くんくんと鼻を鳴らしての台せ詞りふを聞いて、カシュヴァーンも異常を察したようだった。

「こげ臭いだと……？　……本当だ」

　にわかに険けわしい表情になったカシュヴァーンはたちまち寝台から下り、緞帳を開けて月明かりを確保した。

　続いて今夜はおとなしく長椅子の上にいるノーラに近寄り、毛布に包まれた肩を揺すった。

「ノーラ、起きろ！」

「きゃっ！　あ、あらっまあ、もう、先に言っておいて下されば」

　何か大きな勘違いをしているらしいノーラは驚きながらも嬉しそうに跳ね起きた。だがすぐに寝台の上に身を起こしているアリシアに気づき、たちまち眼を吊り上げる。

「まあ、奥様も一緒……？　ふん、いいですわよ、直接比べてみれば私の良さがよりよく」

「もっとしっかり眼を覚ませノーラ。気づかないか、この匂いに」

　寝ぼけまなこのノーラは、カシュヴァーンに言われて鼻に手をやった。

　しかしノーラが眼を覚ました時点で、すでにどこからか黒い煙が室内に入り込み、月明かりをところどころさえぎり始めていた。

「も、もしかして、火事ですか!?」

「火事!?」

　青ざめるノーラが発した単語に、アリシアは敏感に反応した。

「きゃー本当に火事!?　私本物の火事を体験するのは初めて！　本で読んだとおりですわ！　火より煙のほうが早く回りますのね！」

　次第に天井によどみ始めている黒煙を見上げ、アリシアは場違いにはしゃいでいる。

「もしかして、カシュヴァーン様がまたどこかのお屋敷に火をお点けになったの？」

「人聞きの悪いことを言わんでくれ。それにたぶん、燃えているのはこの屋敷だぞ」

　ため息をついたカシュヴァーンが、次の瞬間はっとした様子で天井を見上げた。

　すると月光の差さない天井の暗がりから、黒煙をかき分け銀髪の少年が音もなくカシュヴァーンの背後に飛び降りてきた。

「あらルアーク、こんばんは」

「こんばんはアリシア、寝間着姿だといつもよりちょっとだけ色っぽく見えるね。えっと、みんなこの様子だともう気づいてると思うけど、火事だよ」

　アリシアとは別の意味で緊張感に欠けるルアークの知らせに、カシュヴァーンは渋い顔で応じる。

「火事は分かっている。どこが燃えている？　なんで火が出た」

「燃えてるのはこのお屋敷の一階の端みたいだね。なんで火が出たかは、とりあえず安全なところまで避難してから考えたほうがいいと思うんだ。台所とかから出た火じゃないから」

　例えば火の不始末であるとか、そういった要因から出た火ではないとルアークは言いたいようだった。カシュヴァーンの表情も鋭さを増す。

「放火か。〈翼の祈り〉か？」

「さあてね。でもお屋敷の中の人たちはみんな慌ててるし、ディネロ様は俺が見張ってたから違うね。ティルぼっちゃんも一応起こしに行ってあげたけどあの感じだと、やってない」

「あっちにはセイグラムもついているからな。それにあいつの火への怯おびえは本物だ。よそならまだしも、自分が今いる屋敷に火を放はなつなんて真似はできんだろう」

　そう言うとカシュヴァーンは、寝台の頭にかけていたマントを羽織った。

「まだそれほど燃え広がってはいないようだが、どうも様子がおかしい。トレイスが戻るのも早くても明け方だろうしな、ひとまず避難しよう」

「うふふ、そうですわね、避難しないと！　カシュヴァーン様、さっ姿勢を低くして！　煙って高いところから順番に溜たまっていくそうですのよ！」

　一行の中で一番背の高い夫に対し、アリシアは嬉うれしそうにそんな指示を出し始めた。

　苦笑いしたカシュヴァーンがとにかく歩き出そうとした時、アリシアは忘れ物に気づいて寝台に駆け寄った。

「こらアリシア、火事場から逃げる時は持ち物に執着しないのが鉄則のはずだぞ」

「ごめんなさい、すぐ」

　もっともなカシュヴァーンの言葉に生返事をしながら、アリシアは夫がくれた守り石入りの袋を首にかけて戻ってきた。

「……本はいいのか？　大事な物だろう、あれも」

　同じように枕元に置いたままの、彼女のお気に入りの恐怖小説を指したカシュヴァーンに、アリシアは首を振る。

「もう暗唱できるぐらいに中身は覚えていますから。あっいけないわ、なんだか煙の量が増えてきたみたい。早く行きま……きゃっ！」

　つま先が宙に浮く。小さな悲鳴を上げた時には、アリシアはカシュヴァーンに抱きかかえられていた。

「さあ、行くぞ」

　大事なものを抱えたカシュヴァーンが、この状況だというのにどこか楽しげに一行を先導していく。

　ややあってルアークが、無言のノーラにこう声をかけた。

「ノーラは俺が抱いて行こうか？」

「必要ありませんわよ！」

　勢い荒く吐き捨てて、豊かな胸を揺らして駆け出したメイドの背を、さり気なく守った形でルアークも走り出した。







　小さな屋敷の中は恐慌状態に陥っていた。すでに数少ない使用人たちは目覚めていて、ばたばたと走り回る音があちこちから聞こえる。

　カシュヴァーンに抱かれて廊下に出て来たアリシアらは、すぐに家か令れいリドレックに遭遇した。

「ライセン公爵、アリシア様、お騒がせして申し訳ありません」

「気にするな、おおまかな状況は分かっている。一体どうした？」

「今、見に行かせていますが、とにかくみなさんは外へ。火は我々で消し止めます」

　誇り高き家令としては、客人が、しかもカシュヴァーンたちがいる時にこのような失態を演じたことが相当悔しいのだろう。

　我々で、という単語に込められた力は強く、暗に介入を拒む空気があった。

「……分かった」

　カシュヴァーンも青ざめた老人の言葉に噓はないと思ったようだ。ルアークと目配せを交わし、一路、外へと向かう。

「ライセン、アリシア」

　屋敷正面の扉を抜けようかというところで、不意に声をかけてきたのはディネロだった。

　手に持ったランプにより薄暗がりにぼんやりと白く浮かび上がる姿を見て、ノーラが本気の悲鳴を上げる。

「あらディネロ様、こんばんは。ディネロ様も頭を低くされたほうがよろしいですわよ」

　むしろ嬉うれしそうな顔をしたアリシアは、夫の言いつけも忘れて思わず声をかけてしまった。

　アズベルグ公爵に近づくなと言われていたので、言葉を交わすことはもちろん、顔を見ることは数日ぶりだ。

「アズベルグ公爵。これは一体どういうことだ」

　腕の中の妻を下ろしながら、カシュヴァーンが低い声を出した。その右手は腰に差した剣にいつでも伸ばせる位置にある。

　しかしディネロは、この場に走った緊張に影響されることもなく、いつもの口調でこう言った。

「アズベルグ公爵は、長い。ディネロと、呼べと、言った」

「……俺は貴公と特に親しくするつもりはない。それより答えろ。火を点けたのは貴公ではないようだが、命令したのは貴公か」

「俺では、ない。今、調べさせて、いる」

　疑いをかけられているのは明らかであるのに、ディネロの受け答えは平素と変わらない。

「それより、外に、出たほうが、いい。火が、回ったら、危ない」

　正論だ。カシュヴァーンもそれ以上言わず、再びアリシアを抱きかかえてディネロの横をすり抜けて屋敷から出た。

　ノーラとルアークも続き、四人は青白い月明かりに照らされた戸外へとひとまず無事に脱出した。







「ラッ……、ア、アリシア様、ご無事ですねよかった！」

　カシュヴァーンに地面に下ろしてもらっているアリシアの耳に、またも数日ぶりの声が聞こえてきた。

「あらレイデン伯爵様、こんばんは」

「こ、こんばんは、です……アリシア様もご無事のようで、その、よかった」

　髪はぐしゃぐしゃ、寝間着はしわしわ、顔は月明かりに負けないほどに青白い。いつもよりさらに細く頼りなく見えるティルナードは、努めてアリシア以外の人間を無視してそう言った。

　ティルナードの側にはきちんと昼間の服を着込み、肩に流した黒髪にも一筋の乱れもないセイグラムがいる。いつもと違って髪を下ろしていることにより、彼は余計にユーランに似て見えた。

「レイデン伯爵様は大丈夫ですか？　火は苦手とお聞きしておりますけど」

　明らかにほうほうの体ていで逃げ出してきた状態のティルナードは、アリシアの率直な言葉に大きく首を振った。

「だだだ大丈夫ですよもちろん！　火なんて、火なんて全然見えないぐらいの火事じゃないですか、ははははは」

　ティルナードの言うとおり、ディネロの屋敷は今のところ一階の端からもくもくと黒煙を噴いているだけだ。思わずアリシアはそちらのほうへと一歩を踏み出した。

　燃えているのは一階の端の壁の一部だ。

　赤い火の舌が時折踊るのも見えるが、勢い自体はむしろ段々弱まっているように感じられた。暗くて状況が分かりにくいが、こんなに慌てて飛び出してくる必要はなかったかもしれない。

　同じく飛び出してきたアズベルグ家の使用人たちの懸命な消火活動も功を奏しているのだろう。いつの間にか現場にやって来ていたリドレックの指示の下、忙しなく動き回っている。

　あそこは確か使われていない小部屋があったところ、と、小さな屋敷内の見取り図をアリシアは頭の中で展開してみた。

　台所から近いといえば近い。だが自然に火が生じるような場所ではないはずだ。

「無理するなよおぼっちゃん。怖いならもっと屋敷から離れていろ」

　恐怖のためか寒さのためか、細かく震えているティルナードを見てカシュヴァーンがひと言声をかけた。

「う、うるさい、大丈夫だって言ってるだろ！」

「大丈夫には見えないから聞いたんだがな」

　下手に口出ししても逆効果だと思ったらしく、カシュヴァーンはそれ以上のことは口にしなかった。

　それはそれで若干不服そうなティルナードからルアークへと視線を移し、

「ここの使用人たちは本気で消火活動をしているようだ。そもそも自分の屋敷に火を点けるとは考えにくいし、やはりこの件はアズベルグ公爵たちの仕し業わざではなさそうだな」

「だねえ。あーもしかしたら、おにいちゃんに火ぃ点けられたどっかのお貴族様の復讐じゃない？　だとしたらいい迷惑だよね、ここんちの人たち」

　案外ありそうなことを言うルアークにカシュヴァーンはふん、と鼻を鳴らす。

「アズベルグの地は年中湿っぽく、貴族の館やかたはたいてい石造りだ。当然火は点きにくいし、消火も容易にできる。それを分かっているからあえて火を使う、この俺の寛大さに気づかないというなら今度こそ水攻めにでもするしかないな」

「あはは、その台詞、帰ってきたらトレイスさんに教えてあげよっと。どんな顔するかなあの人」

　くだらない二人の会話を聞きながら、初めて見る本物の火事場の光景にアリシアはつい見入ってしまう。

「ああ、砂をかけて消すのね……すごいわ。ねえカシュヴァーン様、もうちょっと側に行って見てはだめですか？」

「ええどうぞどうぞ」

　カシュヴァーンではなくノーラが大変にこやかに答えたが、当然ながらカシュヴァーンは妻の要望を却下した。

「だめだ。お前はなまじ火を恐れないからかえって危ない」

「残念ですわ……あ、ディネロ様が」

　未練がましく火事現場を見ていたアリシアの視界の中を、夜目にも冴え冴えした白い背の高い影が屋敷を出て歩いていく。主人自ら火事場の様子を見に行くつもりらしい。

「……アズベルグ公爵も、あまり火を恐れそうではありませんわねえ」

「だね。でもディネロ様って、なんか火を点けても燃えなさそうじゃない？」

　微妙に失礼な会話を交わすノーラとルアークの横でディネロを睨にらむように見ていたカシュヴァーンだったが、不意にアリシアへと視線を戻した。

「きゃっ」

　あっという間にカシュヴァーンの腕に抱え上げられ、胸の上で守り石の入った袋が揺れる。

　びっくりしているアリシアを左手に抱き、カシュヴァーンは腰の剣を抜き放って叫んだ。

「ルアーク、ノーラを！」

「はいよっ」

　主の命令にルアークもノーラをひょいと抱え上げる。小柄に見えるルアークだが力はかなり強く、きゃあとかぎゃあとか言っているメイドを抱きかかえても姿勢には安定感があった。

「セイグラム、お前はそのおぼっちゃんを守れ！」

「……仕方がないですね」

　続いたカシュヴァーンの言葉に、セイグラムは眼鏡を押し上げてため息を吐ついた。

　男性陣の中でひとりだけ全く状況が分かっていないティルナードは、怯えた眼をして周囲を見回している。

「な、何だよ、何が起こるって、うわっ！」

　物も言わずに手を伸ばしたセイグラムが、ティルナードの手首を摑み彼を強引に自分の背に回した。

　間一髪、それまでティルナードが立っていた地面に一本の火矢が突き刺さった。

「何が起こっているかはまだ正確には分かりませんが、とりあえず危ないということだけはご理解いただけたでしょうか？」

　素っ気なくつぶやいたセイグラムの手には、いつの間にか細身の剣が握られていた。見た目は知的な優やさ男おとこといった風ふ情ぜいではあるが、腕に覚えはあるらしい。

「レイデン伯爵、今のうちに先に屋敷にお戻りなさい。あなたも危ないですし、あなたを庇かばっていると私も大変危ないです」

　実に合理的な言葉に反論もできないまま、ティルナードは悔しそうにディネロの屋敷の玄関に向かって走り出した。

　すでにそこにはカシュヴァーンとルアーク、それに二人に運ばれたアリシアとノーラが太い柱の影に隠れて立っていた。

　セイグラム自身も続けざまに放たれた火矢の軌道を確認しつつ、機を見て同じ柱の影に飛び込んだ。














　矢は今のところ彼らが隠れた玄関までは飛んでこないが、敵はまだ姿を見せていない。

「まあ、今度は敵襲ね！　ねえノーラ、ノーラは敵襲を受けたことがある？　私は初めてよ！」

「屋敷に火を点けられたことも矢で射られそうになったこともありませんわよ！　そしてもう二度とごめんですわ！」

　非常事態にわくわくしている奥方に、ただでさえ神経をとがらせていたノーラは赤い髪を振り乱して叫んでいる。

　そんなノーラの声を背に、不規則な間まを置いて飛んでくる火矢を見ながらカシュヴァーンはルアークに尋ねた。

「ルアーク、人数が分かるか」

「矢を射かけてきてるのは四、五人ってとこかな。向こうの茂みの中からだね」

　夜の闇などものともしないルアークの瞳には、彼らがいる玄関先からそれほど遠くない茂みの中でちかりちかりと踊る火を見分けるのはたやすい。

「火矢じゃどうしても長い距離は飛ばせないから仕方ないけど、弓を使うなら間合いを取れる利はもっと生かしたほうがいいと思うけどなあ。じゃ、ちょっくら片づけてきますよっと」

　少年の銀の髪、そして気づけば彼の手の中に出現していた銀の針が、月明かりとまだ燃えている火矢にきらりと光った。

　ルアークが動いたのね、とアリシアが思った時には、すでにそのきらめきも闇に紛れて消えていた。

「うわっ」

「何、ぐっ、ぎゃあ！」

　代わって聞こえてきたのは、何人かの男の悲鳴。ルアークが敵が隠れていると言っていた、茂みの向こうからだ。

　眼にも止まらぬ動きに加え、暗殺者であるルアークが手にした武器には、人間を瞬時に絶命させられるだけの肥料要らずの毒が塗られている。毒に慣れたルアークやアリシア以外の人間であれば、かするだけでも戦闘能力を奪うことができるのだ。

「ひとりぐらいは生かしておけよ。後で話を聞く必要がある。万一、俺が火を点けた屋敷の人間の差し金なら、今度はそいつ本体に火を点けてやる」

　毎度ながら鮮やかなルアークの手並みにそんな注文をつけていたカシュヴァーンだが、突然別方向から聞こえてきた悲鳴に反射的に振り返った。

「……くそ。向こうにも出たか」

　苦々しくカシュヴァーンがつぶやくとおり、悲鳴は屋敷の燃えているあたりからのもの。

「二ふた手てに分かれ、時間差での襲撃ですか。まあまあですね」

　元家庭教師という職務柄か、採点するような調子でセイグラムが言った。

　そうしている間にも襲撃から逃げ出したアズベルグの屋敷の者たちが、慌てて玄関のほうに向かって走ってくる。

「なんでこっちに逃げて来ますのよ！」

　非難がましく叫ぶノーラが懸念しているのは、当然、逃げ惑う人々を追って襲撃者たちもこっちへ来てしまうからだ。

　彼女の悲しい予感は当たり、黒い布で顔を覆った襲撃者たちも彼らの背後からやって来た。

　玄関側に出た者たちと違い、火事場に出現した敵兵は弓ではなく剣を手にしていた。おかげで次々に矢を射られて殺されるようなことはないが、リドレックを筆頭に高齢者が目立つアズベルグ家の使用人たちは逃げるばかりで反撃することができない。

　追いつかれたが最後、一方的な虐殺になってしまう可能性は高そうだった。

「挟まれたか。やるしかなさそうだな、これは」

　忌いま々いましげにカシュヴァーンが吐き捨てたのは、彼らもまた玄関先に出た敵兵と火事場からやってくる敵兵に挟み撃ちになってしまっているからである。

「あら、ディネロ様」

　逃げてくる人々の中に、一際目立つディネロをアリシアは見つけた。

　ただしディネロの顔はいつものごとく全くの無表情で、必死の周囲と比べるとその点でも変に目立っている。

「……弱いらしいな、あいつは」

　あまり足も速くないのか、逃げる人々の最後尾をディネロは走っている。

　ルアークからディネロの見事な見かけ倒しぶりを聞いているカシュヴァーンの表情に、瞬間、暗いものが過よぎった。

　だが軽く頭を振ってそれを振りきると、カシュヴァーンは隠れていた柱を出て襲撃者たちに向かって走り出した。

「セイグラム、援護しろ！」

「やれやれ。高いですよ、私は！」

　傭よう兵へい的な物言いに馴な染じんでいるというよりは、生来こういう性格なのだろう。肩をすくめたセイグラムは、走り出したカシュヴァーンを追って飛び出した。







「あらカシュヴァーン様、ディネロ様を助けて下さるのだわ。よかった」

　嬉しそうに微笑むアリシアの横で、柱にすがりついてノーラは震えている。

「ア、アズベルグ公爵をお助けになるのは結構ですけど、私たちは大丈夫ですの!?　戦えそうな人はみんな行ってしまいましたけど、他に伏兵がいないとは限りませんのよ！」

「あらそうねえ。お屋敷の中に入ったほうがいいかしら？　でもまだ煙が充満しているし、中は中で危なそうよノーラ」

　ノーラにもアリシアにもさり気なく戦力外扱いされたティルナードが叫んだ。

「僕がいますよアリシア様！　ご心配なく！」

「僕がいますから余計にご心配ですのよ！　そんなに腕も足も震えているのに、一体どうやって戦うおつもり!?　下へ手たに剣など振り回されたら、こっちが逆に危ないですわ！　おまけにその剣さえ持ち出せてないじゃないですのあなたは！」

　半ば八つ当たりのように叫び返したノーラの言葉に、アリシアは少し考え込む。

「確かにレイデン伯爵様は、あまりお強くはないかもしれないわね。だけどノーラ、そういう人にも戦い方が……ええと、何だったかしら。弾避よけ？」

「アリシア様その扱いはあんまりです！」

　戦力というより一種の防壁扱いされたティルナードが絶叫した。

「……弾避けぐらいにでもなればよろしいですけどね。この方ですと、私を平気で弾避けに使いそうですもの。奥様相手のことでしたら、多少は踏ん張って下さるかもしれませんけど」

　初顔合わせの時から反そりが合わないノーラとティルナードは、何かにつけてはこうやって不毛な怒鳴り合いをするような仲だ。

　ますます悲愴感を表情ににじませるノーラを励はげますように、アリシアはこう申し出た。

「大丈夫よノーラ。私もあんまり強くないけど、あなたの弾避けになってあげる」

「……は？　……何でですか？」

　嫌味を忘れてまともに聞き返してきたメイドに、アリシアはにっこり笑って答える。

「だってノーラは私づきのメイドで、私の大事なお友達だもの。それにカシュヴァーン様の愛人ですものね」

　前半はとにかく、後半は率先して弾避けに使う理由になりそうなことをカシュヴァーンの正妻である少女は述べた。

「……奥様自ら弾避けですか。ふん、いい心がけではないですの」

　一瞬の沈黙を挟み、ノーラは憎々しげな声を出した。半分は思わず黙ってしまった自分が何となく悔しいからだろうが。

「でも奥様、身長も胸囲も私より下ですもの。あちこちはみ出してしまうことを考えると、あまり優秀な弾避けにはなれそうにないですわよ」

「そうねえ。それじゃ私がノーラの弾避けになって、レイデン伯爵様が私の弾避けになって」

「ア、アリシア様のためなら喜んで弾避けぐらいはやりますけどね!?」

　もう弾避け扱いに文句をつける段階は通り過ぎてしまったようだ。やけくそでそんなことを言い出したティルナードから、ノーラが思い出したように一歩距離を取った。

「……そうかしら？　カシュヴァーン様のお話じゃ、あなたは〈翼の祈り〉と通じているかもしれないという話じゃありませんの」

　ティルナードはカシュヴァーンに疑いの眼を向けられた、先日の一件を思い出したらしい。一転して暗い表情になり、うつむいてしまう。

「──僕は」

　思いつめたようなティルナードの言葉が、間近から上がった絶叫にかき消された。

　ぎょっとしてそちらを見た三人の眼に、矢が飛んできていた茂みの向こうからもんどり打って転がってきたひとりの男の姿が映る。

　後ご生しよう大事に弓矢を抱えたその男は、絶命はしていないようだ。だがルアークの毒針の影響か投げ出された腕も足も細かく痙けい攣れんしていて、この有様では矢をつがえて打つという芸当はできないだろう。

「ごめーん、ひとり逃しちゃった！　動けないとは思うけど気をつけてねー！」

　遠く闇の向こうから、孤軍奮闘中と思われるルアークの声が聞こえる。

　援護もないまま単身戦い続けていることを考えれば、今の今までひとりしか討ち漏らしていないとは恐ろしい腕前だ。そのひとりも、命までは取れなかったにしても十分戦力をそいだ状態にある。

「……本当に、ルアークは強いな。セイグラムも、強い。トレイスは力は強そうじゃないけど、ライセンの意を汲めるし正面から意見もできる。ライセン自身も強い……」

　悔しげにつぶやくティルナードが次に視線を向けたのは、カシュヴァーンとセイグラムだった。逃げてきた使用人たちと入れ替わりに、剣を構えて襲撃者たちとの戦いを始めている。

　すでに何人かは切り伏せたらしく、二人の足下にはぴくりともしない影が転がっていた。相手の人数が多いのでどうしても押されがちにはなってはいるが、囲まれるまでにはいたらせない。

　できるだけ一対一に持ち込みながらじわじわと敵数を減らしていくその手並みは、強公爵と傭兵団の一員という肩書きに相ふ応さわしいものだった。

　彼らの活躍により逃げてきたアズベルグ家の使用人たちは、徐々にアリシアたちがいる玄関先へと無事に辿たどり着き始めていた。

　その中のひとり、へたりこんで呼吸を整えている年かさのメイドの背をさすりながら、アリシアは夫の強さに瞳を輝かせている。

「すごいわカシュヴァーン様、それにセイグラム様も。弾避けはいらなさそうね」

「当然ですわ、なんと言っても私の眼にかなった久しぶりの男性ですもの。女の趣味があまりよくないのが玉に瑕きずですけどね」

　豊かな胸をさらに突き出すようにして胸を張ったノーラは、よくよく主らの姿を見て怪け訝げんそうな表情になった。

「……それに引き替えあの公爵様は、なんですの。まさか本当に、予定にないことは何一つできないんですの？」

　切れ味が鈍くなってきたのか、倒れた相手の剣を奪ってなおも戦い続けるカシュヴァーンとセイグラムの背後。

　アズベルグの家の者は全員玄関先まで逃げ込んできた。なのに二人の背後にはなぜかディネロ、おまけにリドレックまで残っていた。

　かといって二人の援護をするわけでも、腰が抜けて動けないという風でもない。腰に差した剣を抜く様子もまるでないディネロは、屈かがみ込んで何かやっている。

　どうやらすでに絶命した敵兵の顔を覆う布をめくり、顔を確認しているようだ。

「もしかしてこの火事は……あの方にも、〈翼の祈り〉が接近しているという話がありましたわよね。まさか煮え切らないアズベルグ公爵に業ごうを煮やして、カシュヴァーン様を始末するために襲いかかってきたとか？」

　近くにはまだ、不安げなアズベルグ家の使用人たちがいる。話題が話題なので自然に小声になったノーラに、アリシアは普通の声で応じた。

「そうかもしれないわね。もしかして、お仲間かどうか確かめているのかしら」

「……だったら確かめる前に助けたほうがいいと思いますけどね。死んだ後確認しても意味がないじゃないですか」

　もっともな発言をするノーラがいささか呆あきれ顔で見守るうちに、まだ四、五人残っている敵兵たちが絶叫する声がこちらにまで届いてきた。

「アズベルグ公爵、なぜその男を斬きらないのです！」

「やはりライセンに抱き込まれてしまったのか！」

「この男の味方をする以上、あなたも生かしてはおけません！　お覚悟！」

「……あら？」

　いつものアリシアのように、ノーラは思わず間の抜けた声を上げてしまった。そうこうしている間にも、叫んだ男のひとりがディネロに向かって強引に突っ込んでいく。

　反射的に足を引っかけ転倒させたカシュヴァーンによって阻はばまれたが、今の台詞は誰もが予想外のものだった。

「な、何か話が嚙み合っていませんわね。あちらはアズベルグ公爵がカシュヴァーン様の味方になったと思っていますの？」

　混乱した様子でノーラが言うが、カシュヴァーンも混乱しているらしい。

　条件反射でディネロへの突撃こそ防いだものの、別の男が振りかぶった剣を剣で受けて大きく後ずさった。

「カシュヴァーン様！」

「ライセン！」

　アリシアとティルナードが同時に叫ぶ。カシュヴァーンたちは今の後退で敵を調子づかせてしまったらしく、完全に防戦体勢になった。

「くそッ」

　盾たて代わりに構えた剣で相手の剣をしのぎつつ、じりじりと後退してくるカシュヴァーンたちの位置は段々とアリシアたちのいる玄関先まで近くなってきた。

　おかげでカシュヴァーンがいら立たしげに舌打ちする音も、剣避けになってくれている彼の背後でディネロが言っているこんな言葉もよく聞こえる。

「ライセン。待て。顔を、確認してから、斬れ」

「俺たちを殺そうとして襲いかかって来ている連中だぞ！　いちいち顔を確認している暇があるか！」

「斬って、確認しても、死んでいる」

　当たり前の台詞による憂うさ晴らしをするかのような勢いで、カシュヴァーンは隙を見て正面の敵の腹を力一杯蹴り飛ばした。

　公爵家の当主にしては乱暴かつ実践的な戦い方は、剣の師匠である傭兵バルロイの影響だろう。時々、貴族らしからぬ汚い言葉を使うのもそのせいかもしれない。

「アリシア、ノーラ、レイ……、面倒だティル！　逃げろ！」

　ティルナードをレイデン伯爵と呼ぶ時間すら惜しいらしく、カシュヴァーンが叫んだ。

　確かに玄関先まではもうほとんど距離がない。カシュヴァーンたちがわずかでも隙を見せれば背後にいるアリシアたち、ディネロやリドレック、それにアズベルグの使用人たちも危険。

「ティル……!?」

　初めて愛称で呼ばれてびっくりしているティルナードの側から、アズベルグ家の使用人たちが慌てて逃げ出し始めた。

「言われなくても！　……さあ、奥様！　私の弾避けになって下さるんですから、ご一緒に逃げますわよ！」

　ノーラにぐいっと腕を引っ張られ、アリシアも迫る敵兵の反対方向へと足を踏み出した。

　カシュヴァーンたちも勢いづいた敵の攻撃をどうにかやり過ごしつつ、反撃の回数を徐々に増やしながら主導権を取り返そうと戦っている。

　───その時だった。

　先ほどルアークの毒針を受け、茂みの向こうから転がり出てきた男がよろよろと立ち上がった。手も足もまだぶるぶると震えている。矢をつがえて打つような器用な真似は最も早はやできない。

　しかしその眼の中では、体の自由が利きかないからこそ激しい執念の火が燃えている。

　震える手で二本の矢を揃えて摑むと、男は極端な前傾姿勢を取って駆け出した。

「ライセン死ねぇぇっ！」

　毒が回っているせいか、奇妙に舌足らずな叫びには聞く者を凍りつかせるような異様な迫力があった。

　こちらに背を向け正面の敵の攻撃を受けているカシュヴァーンへと、男は前のめりに倒れ込むようにして一直線に向かっていく。

「カシュヴァーン様っ！」

　すぐ側にいたアリシアやノーラには眼もくれず、狂気を秘めた速度で走っていく男。

　アリシアは反射的に彼を止めようと手を伸ばしたが時すでに遅し。

　ティルナードの背中が血に染まっていた。







「ティルナード！」

「レイデン伯爵!?」

　背後の異常に気づいてもとっさには振り向けなかったカシュヴァーンとセイグラムが、崩れ落ちるティルナードの姿に驚きよう愕がくの声を上げた。

「た、弾避けぐらいには、なって、やっ、た、ぞ……」

　うめきながら倒れ込んだティルナードの傷は背中側、腰の右下。

　最後の力を振り絞ってさらに毒が回ったのか、先ほどの男はティルナードの足下ですでにこと切れている様子だ。

　だが渾こん身しんの力を込めた二本の矢は深々と、ティルナードの腰に打ち込まれている。

「レイデン伯爵様！」

　慌てて駆け寄ったアリシアは、流れ落ちる血で靴先が濡れるのも構わず、転がった拍子に頭でも打たないようにと必死になってティルナードに身を寄せていた。

「ちょっ、もう、なんなんですの今度は!?」

　ノーラもアリシアの側に来て、ティルナードの腰に刺さった矢をとにかく抜こうとした。

　しかしその手をアリシアが止める。

「だめよノーラ。傷口を押さえている矢を抜くと、大量出血でうまく殺せるわ。あっ違った、ええと、とにかくお医者様に見せるまで抜かないほうがいいと思うの」

　偏った趣味による読書により、こういった事態への知識もあるアリシアだ。ただし、その偏った趣味により、表現をよく間違うのがアリシアでもある。

「医者に診せるまでもつんですかこの方は……!?」

　アリシアの言葉に手こそ引っ込めたものの、すでに十二分に出血しているティルナードの顔色は真っ青で、その唇からはうわごとのような言葉が漏れ続けている。

「どうだ……僕だって……お前の、役に……立つんだ……」

　どこを見ているか判然としないティルナードの瞳には、冷たく厳しい後見人の幻が映っているようだった。

「す、捨てさせない、僕は、もう誰にも、捨てさせないっ……、……イセン、ユーラ……」

「レイデン伯爵様だめ！　しっかりなさって！」

　悲鳴のような声を上げたアリシアの声に呼応して、今なお戦い続けているカシュヴァーンが吠えた。

「くそっ、馬鹿！　邪魔だ貴様らさっさと死ねッ！」

「同感ですね！」

　ここに来てカシュヴァーンと波長が合うところを見せているセイグラムも、ティルナードを振り返って叫ぶ。

　敵兵はやっと二人にまで減っている。しかしカシュヴァーンもセイグラムも体力が落ちていた。それでも気力を振り絞り、鬼気迫る勢いでそれぞれの相手を睨む彼ら。

　その眼前に、いきなり白い手が突き出された。

　ぎょっとして思わず身を引く二人の前に、大柄な白い影が滑すべり込んでくる。

　同じく驚いて身を引いた二人の敵兵の、顔を覆う布地が引き裂かれて宙に舞った。







「知った、顔じゃ、ない」

　時が止まったように一瞬にして静まり返った夜の中、月光にこうこうと薄い金色の髪を光らせながらディネロがしゃべる。

　普段の動作の鈍さはどこへやら、またたく間に襲撃者の顔を月明かりの下に露あらわにしたその動きはただ者ではない。

「お前たちは、俺の、領民では、ない」

　さっきからやたらと顔を確認しろと唱えていたのはそのことを知りたかったゆえのようだ。

「〈翼の祈り〉の、手の者、か」

　組織名をはっきり出されたことにより、より一層、襲撃者たちの顔が引きつる。

　対照的にディネロはどこまでも無表情だが、心なしかその佇たたずまいからは不気味な迫力が増していた。

「そんなに、ライセンが、領主では、不満か」

「あ、あっ、あなたこそが、不満を持つべきなんだ！」

　得体の知れない迫力に押されてか、襲撃者のひとりが叫んだ。

 　正体を隠すためだろう、その服装には翼の紋章など、教団に属することを示すものはいっさいない。だがディネロの言葉を否定する様子もない。

「我々は当然のことをしているだけだ！　アズベルグの地はそもそも地方伯であるアズベルグ公爵家のもののはず！　それをハルバーストならまだしも、メイドの血が混じったライセンに汚されて……！」

　その言葉にカシュヴァーンはディネロの背後で剣を構え直した。

「目を覚ましてください！　このままではアズベルグの地はもちろん、レイデンもフェイトリンも、もしかしたらオーデルのような地方伯までライセンのいいようにされてしまうかもしれないんだ！　そうなってしまってからでは遅い！」

　近隣の地方伯の名をひととおり述べた男の眼には、再び力が蘇よみがえってきていた。

「ライセンの味方をされるぐらいなら、ここでアズベルク公爵に翼をお贈りすることが我々の役目！　公爵、お覚悟ッ!!」

　叫んで斬りかかった男の手から剣が飛び、地面に転がった。

　あっという間に武器を失った男は、眼にも止まらぬ速さで剣を抜き、一撃を放はなったディネロを見つめて呆ぼう然ぜんとしている。

　隣の男は剣こそ飛ばされずにすんだものの、構えたそれを振るうことも忘れてやっぱり呆然としていた。

「……そんな……めちゃくちゃ、弱い、はずと……」

「お前は、俺の、領民では、ない。なら、手加減は、いらない」

　もう領主でもないくせに、とカシュヴァーンが呆れてしまうほど、己の治める地に住まう者たちを愛し愛されているディネロ。

　少しでも自分の領民である可能性があるのなら手を出さない。それだけのことなのだと、ディネロは行動で語っていた。

「ライセンは、いい領主だ。俺は、領民の、幸せを、願う」

　陳ちん腐ぷな台詞だ。けれど少ないディネロの言葉には、聞く者を納得させる力がある。

「お前たちは、俺の、屋敷を、焼いた。使用人を、傷つけた」

　月明かりに光る、薄い金色の髪と銀の刃。

　いつもの無表情にひとさじの冷酷さを加え、淡々と語るディネロの剣がまた動き出そうとする。

　その寸前でカシュヴァーンが待ったをかけた。

「待てディネロ、殺すな！」

　ティルナードとは違って、初めて名で呼ばれたことには反応せず、ディネロは聞いた。

「案外、優しい。助けて、やるのか」

「そうじゃない、そいつらにはいろいろと聞きたいことがある。そのためには最低限、口はきける状態でないと困るんでな！」

　言うが早いかカシュヴァーンはセイグラムと目配せを交わし、生き残った二人の敵兵を羽は交がい締じめにした。

　ただでさえ、ディネロの不気味な迫力に押されて戦意を喪失しかけていた彼らは、隙を突かれて呆あつ気けなく取り押さえられてしまった。














「カシュヴァーン様、レイデン伯爵が危険です！」

　ようやく生きて動いている敵兵がいなくなったと見て、ノーラが大声でティルナードの窮きゆう状じようを訴えた。

「レイデン伯爵様！　眼を開けて！　カシュヴァーン様もたぶんあなたのことはお好きなのよ！　それにここで眼を覚ませば恩を着せられますわ！　起きなくては損よ、伯爵様！」

　薄れていく意識をつなぎ留めておこうと一生懸命に呼びかけを続けているアリシアにも、ティルナードは意味不明のうなり声のようなものを出しているだけだ。

　捕ほ虜りよの敵兵を縛しばり上げ、猿さる轡ぐつわを嚙ませる役目をセイグラムに任せてカシュヴァーンは素早く言った。

「分かっている。おいディネロ、このあたりに医者は！」

「リドレック」

　すぐに出てきた名前に、カシュヴァーンは一瞬驚いた顔をした。少し離れた位置に控えていたリドレックが答える。

「僭せん越えつながら、旦だん那な様をお守りする者として応急手当の知識ぐらいならございます」

　まずは一言そう言ってから、リドレックは深々とカシュヴァーンに向かって頭を下げた。

「ありがとうございました。あなた方のおかげで、こちらは大した怪我人は出ずにすんだようです」

「気にするな。俺たちがいたせいで、お前たちも巻き込まれたんだろう。こちらこそすまない。それよりティルナードを頼む」

　短くも関係の変化をうかがわせるやり取りを交わす二人の横で、ディネロが動いた。

「俺が、運ぼう」

　今度はゆっくりとした動作で剣を鞘さやに戻し、ディネロが血まみれのティルナードに歩み寄った。

　刺さった矢にうかつに触れぬよう注意しながら、ぐったりとした体を抱え上げ屋敷の中に入っていく。

「強公爵閣下、私も傭兵流ではありますが、多少は医術の心得があります。役に立てるかもしれません」

「わ、私もお手伝いをしてきますわ、カシュヴァーン様！」

　捕虜たちを縛り上げたセイグラムと、メイド服をティルナードの血で染めたノーラもディネロの後を追っていった。アズベルグ家の使用人たちはまだ疲労から回復していないようなので、若い二人の手助けはあったほうがいいだろう。

「分かった。おい、他にすぐに手当てが必要な怪我人はいないか！」

　きびきびと場を取り仕切るカシュヴァーンも黒髪を乱し、かなり疲労している様子だ。服に何箇所か切り裂かれた跡があり、黒ずくめなので分かりにくいが血もにじんでいることだろう。

　誰よりもまず休養が必要そうな夫に、アリシアがティルナードの血にまみれた姿で近寄った。

「カシュヴァーン様は、大丈夫ですか？　あちこち怪我をなさっているみたい」

「かすり傷だ。……お前、それはティルナードの血だけだよな？」

　確かめる声を出す夫に、アリシアはにっこりする。

「ええ、大丈夫。きっと私のことは、これが守って下さったのですわ」

　言いながら、首からかけた守り石入りの袋に触れてみた。ごつごつとした硬い感触に布越しに触れると、冷たい夜風に冷えていた指先が少し暖かくなったように感じられるから不思議だ。

「そうか。役に立ってよかった。袋だけは新しい物に代えたほうがよさそうだな」

　寝室からこれだけはとアリシアが持ってきた、守り石を収めた袋にはティルナードの血がついてしまっている。

　言われるままに袋を開けている妻から、カシュヴァーンは思い出したようにすでに消火された火元のほうへと視線を移した。

「そういえば火事は完全に鎮火……」

　すっかり忘れ去られていた火事のことをカシュヴァーンが口にした瞬間。

「ライセン、死ねっ！」

　少し離れた位置から怒鳴り声が聞こえたかと思うと、月明かりの中、剣を構えた敵兵がひとりまっすぐにカシュヴァーン目がけて駆けてきた。

　カシュヴァーンもこれが最後と素早く腰の剣に手をやった。

　が、一度緊張の糸が切れてしまったためか、疲労が溜まったその手は思うように動かない。間に合わない！

「アリシア逃げろ！」

「危ないカシュヴァーン様っ！」

　互いを庇い合う叫びを上げた夫婦の耳に飛び込んできたのは、ごん、という小気味のいい響き。

　月明かりの下、衝撃で砕けた鉱物がきらきらと鮮やかな色を振りまきながら飛び散るのをカシュヴァーンは呆然として見ていた。

　至近距離まで迫っていた襲撃者の顔面を、守り石が見事に直撃していた。小さいとはいえ石を顔のど真ん中で受けた襲撃者はそのままひっくり返って動かなくなっていた。

　すぐには言葉が出ないカシュヴァーンを、右手を前に出した投石姿勢のままアリシアが見つめ返す。

　ややあってアリシアは、うふふ、と困ったように笑った。

「な、投げちゃい、ました。ごめんなさい」

　妙に可愛いしぐさで謝る妻をまじまじと見つめ、カシュヴァーンは乾いた声でつぶやく。

「……下手に高価な宝石なんかやらなくてよかった、と思うべきか……？　ここで投げるのをためらわれたら、それはそれで俺がかわいそうだよな……」

　とりあえずそれだけ言ってから、カシュヴァーンはこらえきれなくなったように吹きだした。

「ライセン、アリシア。お前たちも、中へ……どうした」

　そこへ屋敷から二人を呼びに、ディネロが出てきた。

　だがきょとんとしているアリシアはとにかく、いつの間にか戻ってきたルアークと一緒にカシュヴァーンが爆笑しているのを見て、彼は非常に不思議そうにしていた。








　第五章　人は人、薔薇は薔薇







　他に残兵がいないかどうかの確認はルアークに任せ、なんとか笑いも収めたカシュヴァーンとアリシアは、ディネロに案内されティルナードが寝かされている部屋へと向かった。

　そこが一番入口から近かったとかで、ティルナードがうつ伏せに横たえられたのは台所脇にある料理人用の小さな部屋の寝台だ。

　セイグラムがティルナードの腰に刺さった矢を抜こうとしている。

「いけませんね、傷口に布が巻き込まれている」

　寝間着の布がやじりに絡みつき、傷口に入ってしまっているようだ。

　舌打ちしたセイグラムが具合を探るように矢を動かした、その痛みでティルナードが眼を覚ました。

「う、うううッ」

　苦く悶もんの声を上げながら、開かれたティルナードの眼に室内の人々の顔が映る。

　狭い室内には今はライセン側の者たちしかいない。リドレックはノーラに湯と清潔な布を用意させた後、ディネロと共に使用人の手当てのために、強公爵夫妻と入れ替わりに出て行ってしまっていた。

「ライセ……、アリシアさま……うわ、何するんだ、貴様ッ！」

　セイグラムが一度矢から手を離し、衣服をはごうとしていることに気づいてティルナードは焦った声を上げた。

「やめッ……いた、痛いって、やだ、よせっ、見るな、いたたッ、触るな、見るな……！」

　目尻に薄く涙をにじませ、叫ぶティルナードが感じている痛みは相当なはずだ。

　しかしその叫びには、「痛い」と同じくらいに「見るな」という言葉が多い。

「レイデン伯爵様、あまり動かれてはだめ。じっとしていらして」

　今回はまともなアリシアの言葉にも、ティルナードは抵抗を続ける。

「そ、そうおっしゃられても……！　痛いッ、やめろ馬鹿、脱がせるな、うわっ破くなっ……！」

　まどろっこしくなったのか、セイグラムは血まみれの寝間着を引き裂こうとしていた。

　痛みもひどいだろうに、血相を変えて阻止しようとするティルナードの両腕を今度はカシュヴァーンが摑つかんで止める。

「暴れるな馬鹿。傷口に服が巻き込まれているんだ。このまま放っておくと、布と傷が癒ゆ着ちやくしてとんでもないことになる」

「だ、だって……」

　身動き許されないほどの力で両腕を固定されても、ティルナードはなおもぐずぐず言い続けた。業ごうを煮やしたカシュヴァーンが一喝する。

「大体傷口を見ないと手当てもできんだろうが！　女じゃあるまいし、裸を見られるぐらいで四の五の抜かすな！　セイグラム、さっさとひんむけ！」

「分かりました」

「やだ！　やめろ！　嫌だ、見るなッ！　嫌……！」

　カシュヴァーンの命令を忠実に実行したセイグラムの手により、傷口から流れた血に赤く染まった瘦せた体が一同の前にさらけ出される。

　しかしさらけ出されたのは、それだけではなかった。

「やくたたず……？」

　思わずアリシアが声に出して読んだのは、ティルナードの白い肌に刻まれた古い傷跡。「やくたたず」「むだめしぐらい」「ぼくのおとうさんはひだるまになりました」。

　背中や腰、脇腹など、服を着てしまえば分からなくなる場所にそれらの言葉は散らばっていた。

　刃物で刻まれたらしいその文字は稚ち拙せつで読みにくい。一部の言葉は傷跡が消えかけて判読できないものもある。

　だが文字と一緒に刻み込まれた悪意だけは、消えずにそこに残っていた。

「……見るなって言った……！」

　顔を伏せ、ぶるぶると震えながらうめくティルナードの言葉には体の痛みのためではない涙がにじんでいる。

　その手を解放してやってから、カシュヴァーンがこうつぶやいた。

「これは……まさか、ユーラン……いや違うな。そのもっと前の、後見人か？」

　背中や腰に刻まれた傷なのだから自分でつけられるはずがない。そもそもこのような文字を、本人が己の肌に刻むとも思えない。

　かといって前後見人ユーランは、表面上はあくまでおっとりと優しく、ティルナードの側にいたのだ。

　必然的にこのようなことをしそうなのは、ユーランより前の後見人たち。

　ティルナードに付随する権限のおいしいところだけをつまんでは、ぽい捨てを繰り返し、ティルナードに根深い後見人不信を植えつけた連中。

「後見人本人じゃない……あいつらの息子とか、そういう連中だ。僕を馬鹿にして、見下して、いじめて面白がっていた奴らだ……！」

　名家レイデンの血を引く者とはいえど、シルディーンで成年と認められる十八歳になるまではティルナードは己の意思では自分の権限を使えない。

　もっともティルナードを後見した連中もそれこそが目当てであり、レイデン領主の権限を代行し好き勝手な振る舞いをしていたことはアリシアも以前に聞いている。

　こうした親の姿やその思いは、簡単に子供にも伝わるものだ。自分の家がティルナードの面倒を見てやっているのだと認識した子供らにとって、自尊心ばかり高くてあまり能力のない彼は格好のいじめの標的だったのだろう。

「どうせ、どうせお前だって僕のことを、本物の愛情と偽にせ物ものの愛情の区別がつかない馬鹿だって思ってるんだろう!?　だからユーランにだまされたって、いいように利用されたって……！」

　屈辱のあまりぽろぽろと流れる涙をぬぐいもせずに、カシュヴァーンを睨にらみ上げてティルナードは叫んだ。

「だけどユーランは、こんなことはしなかったんだ！　こんなことは……！」

　そのまま顔を寝台に伏せ、ティルナードは嗚お咽えつをかみ殺している。

　高くてもろい自尊心をかなぐり捨て、子供のように泣きじゃくる彼の姿を見てアリシアはぽつりと漏らした。

「……私のおじさまも、確かに私を二回花嫁にしたり、家をレイデン伯爵様に売ったりはしましたけど……体にこんな傷をつけたりは、なさらなかったわ」

　アリシアの後見人だった叔お父じヘイスダムの、十分にひどいやり口を引き合いに出した妻の言葉を聞いてカシュヴァーンが静かに言った。

「セイグラム、とにかく矢を抜いて血止めを」

「……分かりました」

　打ち込まれた矢に絡まるようにして残っていた寝間着ごと摑み、セイグラムは慎重に、しかし時間をかけずに一気に引き抜いた。

　叫ぶだけ叫んだティルナードには、もう抵抗する気力もないようだ。矢を抜かれる一瞬びくっと大きく体を跳ねさせたものの、悲鳴を上げることさえない。

　傷口からあふれてきた血を、待ち構えていたノーラがすぐにきれいな布を押し当て手早く止めた。

　進み始めた治療を見やりながら、カシュヴァーンは手を伸ばしティルナードの茶色い頭にその手を乗せた。

「お前がだまされたのは、ユーランが持っていたのが偽物の愛情じゃなかったからだ」

　泣きすぎて腫はれたまぶたをびくりと震わせるティルナードの頭を、アリシアに対するよりは幾分乱暴に撫なでてやりながら続ける。

「ユーランは本気で、ああいう形で俺を排除することがお前のためになると思っていたんだ。お前のためというか、『地方伯レイデンの血を引くおぼっちゃん』のためにはな」

　〈翼の祈り〉教団の高位の聖職者たちの多くは、幼い頃から教団内で暮らし身も心もその教えに捧げて暮らすという。

　聖職者の証あかしである翼をかたどった紋章を首に下げ、その下に聖女アーシェルの横顔を刻まれることを許されたユーランは中でも上位の階かい梯ていにある者だ。

　聖女アーシェルに賛同した者たちの子孫である上位貴族のティルナードを脅おびやかす、成り上がりのカシュヴァーンを処分する。彼らにとってはれっきとした正義を貫いたのだ。これが本物の愛情でなくて何だろう。

　たとえその愛情の行き着く先が、彼らの「正義」に沿うようにティルナードを強制的に再教育することだったとしても。

「お前があいつに望むような形では、あいつはお前を想ってはくれない。精神構造が根底から違うんだ。だから俺は、あいつらが大嫌いなんだ」

　いつしか涙も止まっていたティルナードの頭からゆっくりと手を離して、カシュヴァーンは最後にこう言った。

「いろいろ聞きたいことは残っているが、お前は俺を庇かばってくれたんだよな。疑って悪かった。今はただ、怪我を治すことに集中しろ」

　素っ気ないながらも情じようのこもった言葉。

　少ししてから、今度はセイグラムが口を開いた。

「レイデン伯爵閣下。いえ、ティルナード様。私もあなたに謝罪いたします」

　思わぬ展開に室内中の視線が彼に集まる。手元の矢傷を見つめたまま、セイグラムは今やすっかり乱れてしまった黒髪を片手で払いのけてしゃべり始めた。

「正直私はあなたのことを、無能で空気が読めず口ばかり達者なわがままおぼっちゃんだとばかり思っておりました」

「……それは間違ってないと思いますわよ」

　ティルナードの体のあちこちに飛び散った血をせっせと拭きながら、ノーラがとりあえず突っ込む。

「ええ、もちろん私もその認識が完全に間違っているとは思っていません。ですがあなたは確かに無能で空気が読めず口ばかり達者でわがままですが、決してそれだけの方ではなかったようだ。体を張って恩義に報むくいようとするそのお姿、このセイグラム、感服いたしました」

　褒めているのか馬鹿にしているのか、相変わらずよく分からない物言いである。

　もしかするとこういう物言いは、セイグラムなりの照れ隠しなのかもしれない。セイグラムはカシュヴァーンに真しん摯しな熱意を込めて、言う。

「ライセン強公爵閣下。ティルナード様の後見人であるあなたに、改めてお願いします。私をこの方の家庭教師兼執事として雇って下さい。今はほぼどうしようもないおぼっちゃんではありますが、磨けば光る原石であると私の人を見る眼には映っております」

　その人を見る眼でもって、この間までティルナードを散々馬鹿にしていたくせに。

　とはカシュヴァーンも今さら言う気はないようだった。

「分かった。だが今は、とにかくこいつの治療に専念してくれ」

「かしこまりました。ノーラ、そっちを押さえてくれ」

　ティルナードの世話はセイグラムたちに任すことに決めたらしく、カシュヴァーンはアリシアをともなって室外へと出た。







　まだ多少こげ臭い匂いは残っているが、火事はすっかり消し止められたようだ。やはり大した規模のものではなかったらしい。

　すっかり元の静けさを取り戻した小さな館やかたの廊下に出たアリシアは、無邪気な声でかたわらの夫に言った。

「よかったですわね、カシュヴァーン様。これでレイデン伯爵様にも決まった従者ができましたわ」

　前後見人の面影を引きずってか、側そばに控える人間が安定しなかったティルナードだ。これからはセイグラムが側につき、彼を厳しく厳しくそして少しだけ優しく導いてくれることだろう。

　しかし、嬉うれしげにはしゃぐアリシアが見上げたカシュヴァーンの顔は険けわしく、何かを考えているようだった。

「あの、ごめんなさい。せっかくいただいた守り石、投げて粉々にしてしまって……初めていただいた物でしたのに」

　さっきはルアークと一緒になって爆笑していた夫だが、今になって腹が立ってきたのではないか。ちょっと心配になって殊しゆ勝しような声を出したアリシアに、カシュヴァーンはいつものように優しく頭を撫でることで応じてくれた。

「気にするな。お前も俺を守ってくれたんだ。お前こそ、俺のためにあれを投げてしまってよかったのか？」

「ええ。だって私たちは夫婦ですもの。カシュヴァーン様をお守りするということが、私を守ることにもなりますのよ」

　カシュヴァーンの大きな手の下で、アリシアは相変わらずにこにこしている。

　裏も表もないというか、裏を作れるほど複雑にはできていない妻の頭に触れた手を、カシュヴァーンは不意に引っ込めた。

「……悪かったな」

　らしくもなく眼を逸そらしながら、カシュヴァーンはきょとんとしているアリシアに謝罪を始めた。

「ディネロとティルナードに〈翼の祈り〉が接近している、という話を確かめるために、結婚の報告を口実にここにきた。つまりはお前をだしに使ったんだ。……すまない」

「いいえ、全然。だって私、こちらに来られてとっても楽しかったですもの。それに……あの、それに、たくさんカシュヴァーン様と一緒にいられて、嬉しかったです」

　なぜ、急にこんな話を始めたのだろう。訳が分からないまま、アリシアは例の「おなかが痛い」感覚に襲われつつ答えた。

「──お前は、俺と結婚してよかったか？」

　ところがカシュヴァーンの質問はもっと飛躍したもので───。

　びっくりしているアリシアに、彼は真面目な顔で尋ねる。

「前回の件といい、今回の件といい、俺の敵の多さときたら我ながら笑えるほどだ。いくらお前でも、そろそろ嫌になってきたんじゃないか。俺のことが……嫌いになっていないか」

「どうしてですか？　私がカシュヴァーン様のことを嫌いになるなんて、ありえませんわ」

　心底不思議に思い、アリシアは特に考え込むこともなく答えた。

「だって私はカシュヴァーン様に買っていただいた、あなたの妻ですもの。何でもあなたのお好きに使って下さってよろしいんですのよ」

「……そうだった、な」

　かすかに、カシュヴァーンは笑った。嬉しいような、悲しいような、寂しいような、複雑な微ほほ笑えみ。

「そもそもお前はきっと、他人を嫌ったり憎んだりすることと縁が薄い人間なんだろう。……俺と違って。それにお前は、俺以外の男を選べないんだ」

　もう一度カシュヴァーンは手を伸ばし、アリシアの頭を優しく撫でてくれる。

　とても近いところにカシュヴァーンはいるのに、その存在がひどく遠く思えてならないのはなぜだろうか。

「本物の愛情と、偽物の愛情か。難しいな」

　自分がティルナードに使った言葉に関して、カシュヴァーンは思うところがあるようだった。

　されるがままに頭を撫でられながら、アリシアはどうすればいいものかと考えていた。

「ライセン、アリシア」

　横合いから聞こえてきたディネロの声に、カシュヴァーンは手を引っ込めアリシアは思索を中断させる。

　リドレックを連れた館の主あるじが、気がつけばすぐ側に立っていた。

「あら、こんばんはディネロ様」

「こんばんは、アリシア。ライセン、邪魔を、したか」

「いや、構わない。それよりディネロ、悪いがティルナードが屋敷に戻れるようになるまで、もう少し滞在させてもらえるだろうか」

　もう二人を名前で呼ぶことに決めたらしいカシュヴァーンの言葉に、やっぱりあっさりとディネロはうなずいた。

「分かった」

「それと、捕虜を吐かせる場所を貸してもらえないか。お前とティルナードにかけた嫌疑を、完全に払っておきたい」

「分かった。すぐに、やるか。俺も、手伝う」

　ルアークの見立てどおりの力を発揮したディネロだ。頼れそうだがつかみ所のない性格も相まって、どんな風に捕虜を吐かせる気なのか少々恐ろしい気もする。

「いや、明日にしよう。さすがに俺もちょっと疲れた」

「分かった。では、奴らには、明日まで、おとなしく、していて、もらおう」

　もう用はすんだとばかりに、ディネロはくるりと踵きびすを返す。

　疲れている様子はあまりないが、襲撃を受けた直後とはいえ彼は時計公爵。きっと明日も同じ時間に起きて見回りをするのだから、そろそろ寝ないと明日に響くだろう。

「ディネロ」

　去っていこうとする大きな背中を呼び止め、カシュヴァーンは振り返ったその無機質な美び貌ぼうにこう言った。

「疑って悪かった」

「気に、するな」

　やはりあっさりとディネロは言い、変わらない歩調で自分の部屋のほうへと消えていった。







　ディネロの屋敷から戻って二日。暗い森の奥にあるライセンの館に、陽気な大声が響き渡った。

「よーおカシュヴァーン！　それにノーラ、ええと……貧乳の、ああそうだアリシア！　そしてその他大勢！　来てやったぜ！」

　女の名前以外覚える気がないらしい傭兵バルロイの姿が、落日の陽に長い影となって広間の中に流れ込んでくる。

　ルアークによりすでに予見されていたバルロイの到着に、翼持つ奇怪な怪物だらけの領主の屋敷の広間は一瞬静寂に包まれた。

「あらレクサンドール子爵様、こんにちは」

　貧乳に関連づけて名前を思い出されたことなど気にした風なく、アリシアはにっこり笑って浅黒い肌のラグラドール人に挨あい拶さつをした。

　しかしアリシア以外の広間に集った者たちの顔は、多少の誤差はあれど一様にどこか険しい。

「ありゃっ？　おーい何だ、どうしたよ。呼ばれて来てみりゃこの扱いはないんじゃねえか？」

「バルロイ」

　低く、落ち着き払った声で剣の師匠の名を呼んで、彼へと踏み出したのはカシュヴァーンである。

　その背後ではトレイスが、穏やかな顔立ちに似合わぬ険を漂わせてバルロイを睨んでいた。

「あーん、はっはぁ。さてはバレたか」

　全く悪びれる様子なく、無精ひげに手を当てわざとらしい声を出すバルロイ。

　カシュヴァーンは無言でその正面に立ち、たくましい胸にはあまり必要もなさそうな皮の胸当ての留め金を摑んで詰め寄った。

「バレたか、じゃない。どういうつもりだ。どうしてディネロに〈翼の祈り〉が接近しているなんて、噓の情報を俺に流した」

「ははは、でも結果的に噓じゃなくなったようじゃないか。我ながら俺様の先見の明にほれぼれしちまうね」

　すでに事の次第は摑んでいるようだ。ぬけぬけとバルロイはそんな風にうそぶいた。

　ティルナードの回復を待ちながら、カシュヴァーンはディネロの館で捕虜の兵士を締め上げた。アリシアはその締め上げる過程を詳しく聞きたかったりもしたのだが、カシュヴァーンが教えてくれたのは自白の内容だけだった。〈翼の祈り〉の連中には、カシュヴァーンを追い落とす手段としてアズベルグの前領主であったディネロを使うという計画が元々あったらしい。

　ただしそれを実行にうつす前にカシュヴァーンがディネロを訪ねてやってきたのだ。

　ジーナ夫人絡みのことで、カシュヴァーンがアズベルグ公爵家とディネロにいい感情を持っていないことに調べはついていた。ディネロ側も、成り上がり領主に反感を抱いている可能性は十分にある。

　しかしその案はまだ、多くの中の一つに過ぎなかった。そもそも辺へん境きようアズベルグ以外の地にも、彼ら〈翼の祈り〉の理想世界を邪魔する不届き者はいくらでもいるのだから。

「俺がディネロを訪ねた、そのことで奴らはてっきり俺があいつを抱き込むか、さもなくば始末するかを考えているに違いないと思ったと、言ってたぞ」

〈翼の祈り〉がディネロを使おうとするのと同じように、カシュヴァーンもディネロを使おうとしていると彼らは思い込んでいた。

　何といってもディネロはアズベルグ地方の最古の領主の血を引いている。歴史の重みを持たない成り上がりのカシュヴァーンにとっては、ディネロが生まれながらに持つ名家の名前は使い勝手のいい武器になるだろう。

　また、もしも〈翼の祈り〉の接近をカシュヴァーンが予見してのことなら、ディネロを利用せずに始末しようと考えている可能性も十二分にある。地方伯であるディネロを生かしておけば、何度でも同じ事が繰り返される可能性があるからだ。

　それを阻止せんと慌てて動き出した〈翼の祈り〉の面々は動きにまとまりがなく、人手も足りず、最終的には不穏分子はまとめて始末してしまおうといった短絡思考に走ったらしい。

「そりゃああいつらが、お前と似たようなことを先に考えていたからさ。悲しいかな人間は、自分と同じ闇やみを他人の中に見がちだからなあ」

　ここにきてしらを切ろうかというようなバルロイの発言に、カシュヴァーンの眼光も鋭さを増す。

「とぼけてごまかせると思うな。それを見越して、俺がディネロと争うようにけしかけたんだろうが」

　カシュヴァーンになじられて、バルロイの口の端に余裕の笑みが浮かんだ。

　黒い瞳ひとみに冷たい光が宿っている。先ほどまでのちゃらちゃらとした空気から打って代わって、バルロイのたくましい肉体から放はなたれるのは、ラグラドールの傭よう兵へい団長に相ふ応さわしい威圧感をともなう冷気。

「だから言っただろう？　人間は他人の内に自分と同じ闇を見ると。お前は元々ディネロ・アズベルグが気に食わなかった。あいつを始末するきっかけが欲しかった。だから俺がくれてやった情報を元に、さほど疑いもせずに行動を開始した。違うか？」

　図星なのか、カシュヴァーンは答えない。わずかに力の緩ゆるんだその腕を難なく振り払いながら、バルロイは意味ありげにルアークへと視線を移した。

「そもそもお前がこんな少年暗殺者なんかに浮気して、俺たちに仕事を回してくれないからさ。若いかわいこちゃんにうつつを抜かしたくなる気持ちも分かるが、古女房にもそれなりのことをしてくれないとすねちまうぜ」

　ふざけた言いぐさにぴんときたらしい。カシュヴァーンは低い声で尋ねた。

「……俺とディネロを、引いては俺と〈翼の祈り〉を争わせ、そこに生じた戦いで稼ぐ。そういう腹か」

　戦いなくして傭兵たちは食えない。

　下克上の風潮が収まって以来、シルディーン王国内部では目立った戦いがなくなっている。旨味のある戦場を求め日々奔走している傭兵たちにとってこれは死活問題だ。

　そこで自ら戦いのきっかけを作り出し、おいしいところをかすめようという気なのか、とカシュヴァーンは聞いたのだ。

「ご名答。さすが我が弟子、勘がいい」

　にやりと笑ってそう言われても、案の定ちっとも嬉うれしそうではないカシュヴァーンを見て、バルロイはますます面白そうな顔をした。

「だが俺はちいっとそうなる時期を早めようとしただけで、遅かれ早かれそういう事態にはなるだろうさ。ここ十年ぐらいの間に、〈翼の祈り〉はかつての権威を取り戻そうと水面下でじわじわ動き始めている。噓じゃないぜ、この情報は」

　十年、という単語にぴくっと表情を引きつらせたのはティルナード。矢傷がまだ完全には回復していないため、いまだライセンの屋敷に逗とう留りゆう中だ。

　だがバルロイはティルナードではなく、その側によりそう眼め鏡がねの男を見やる。

「ところでセイグラム。話は聞いたが、お前はそのおぼっちゃんの家庭教師に収まって俺のところは除隊すると。それでいいんだな？」

「ええ。短い間ですがお世話になりました」

　元々カシュヴァーンの執しつ事じになろうと訪ねてきたセイグラムだ。仕つかえる主人は予定からがらりと変わってしまったが、バルロイの隊を抜けることに変わりはない。

「構わんさ。俺はこれからもライセン強公爵閣下と懇こん意いの傭兵団長として、お前も含めたここに集う皆さん方と末永くよろしくやっていくつもりだしな。特にノーラと」

　バルロイお気に入りの美人メイドは、名を挙げられて憮ぶ然ぜんとした顔をしている。

　ノーラに対してはへらへら笑って見せた後、バルロイは挑発するような視線をルアークに向けた。

「ルアークっていったな。以前の〈翼の祈り〉絡みの件では、ずいぶん俺たちの仲間をやってくれたようじゃねえか。この間の酒盛りは面白かったが、ここアズベルグは元々俺の稼ぎ場だ。それを忘れるなよ」

「はいはーい、そんなに凄まなくても分かってますって。俺だって馬鹿じゃないもん、ラグラドールの傭兵団長様を相手にカシュヴァーンおにいちゃんの取り合いしようなんて思ってないでーす」

　大おお仰ぎように肩をすくめ、ルアークはバルロイの脅おどし文句を受け流す。バルロイも今はそれ以上言うつもりはないらしく、すぐにその表情にはいつもの余裕が戻った。

「それでは皆さん、有事の際はいくらでも頼ってくれていいからな。レイデン地方からも収入を得られるようになったんだ、カシュヴァーンよ、羽振りのよさを期待してもばちは当たらないと信じてるぜ。では、ご機嫌よう」

　張りつめた空気を物ともせず、嚙みつきそうな表情のトレイスに片眼をつぶってみせる余裕すら見せながら、バルロイは去っていった。







　バルロイが去っても、彼が残した微妙な空気は残った。

「だから傭兵なんて嫌いですのよ」とぶつぶつこぼしているノーラの声を聞きながら、アリシアは素直な声こわ音ねで夫に尋ねた。

「カシュヴァーン様、レクサンドール子爵様のことは締め上げたりしなくていいんですか？」

　今回の件について聞いて以来、お気に入りの単語を使ってみたアリシアにカシュヴァーンは苦いため息を吐つく。

「いっそさらし首にでもしてやりたいところだがな。でもだめだ。あいつを下へ手たにつつくと、ラグラドール全体を敵に回しかねない」

　外部からの激しい差別にさらされている分、ラグラドール人同士の結束は強い。

　血の気の多い連中ばかりで内部のいさかいがたえないとは聞くが、ひとたび同族以外の敵を見つければ彼らはたちまち団結して向かってくる。

「それに〈翼の祈り〉の活動が激しくなってきているという話は正しい。バルロイづてでなくても、そういった話はいくつか入ってきている。もう一度奴らが攻めてきた際、味方にはなってくれなくても、せめて敵にならないぐらいの関係は維持しておく必要がある」

　以前のユーランの一件でも、彼は多数のラグラドール人を従えていた。金で簡単に動く傭兵たちとはいえども、最初から向こうに悪感情を持たれているのと、そうでないのとは大きな違いだ。

「ふん、珍しく弱腰じゃないか。強公爵を名乗ろうという男が情けない」

　高飛車な台せ詞りふを口にしたのはティルナードである。

「ラグラドール人ごときにそんなに怯おびえて！　情けない!!　……痛いぃぃぃっ！」

 　カシュヴァーンの拳げん骨こつとセイグラムの鞭むちの一撃を同時に浴びて、ティルナードはたちまち悲鳴を上げた。

「相変わらず口の減らないガキだ。ティルナード、お前は初対面からあのおっさんを怒らせているんだぞ。気づいていないのか」

　ちゃらちゃらへらへらしているように見えて、バルロイはラグラドール人と傭兵団を見下す人間のことを決して忘れない。

　カシュヴァーンの冷たい言葉に、同じくらいの冷たさでセイグラムがつけ加えた。

「そもそもそういうことはバルロイ様がいる時におっしゃって下さい。もっともあの方の前でそんなことをおっしゃったが最後、ただではすまないでしょうけどね」

　間合いを合わせた攻撃に加え、左右から畳みかけられてティルナードは泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「何なんだお前らは！　こないだは僕を認めたようなことをささやいておいて、なんで優しくしてくれない!?」

　ティルナードが言うように、ディネロの館から戻ってから、後見人も教育係もずっとこの調子だ。一番知られたくない過去をさらけ出した時は死ぬほど嫌だったが、内心少しは甘やかしてくれるようになるのでは、というティルナードの期待は見事に裏切られ続けていた。

「優しくない？　馬鹿言え。俺はお前に相当優しくしているじゃないか」

　けろりとした顔でカシュヴァーンが言った。

「なにせ俺は、お前を十歳だと思うことにしたんだからな」

「……はっ？」

　アリシアかディネロが言いそうな台詞を口にしたカシュヴァーンに、ティルナードは眼を丸くする。

「前にも言っただろう。お前は馬鹿になるようにユーランに育てられた。だからお前の成長は、俺が思うところたかだか十歳ぐらいで止まっている」

　ユーランという名を聞くと、ティルナードはまだ少しだけ眼が泳いでしまう。

　それでも以前よりはだいぶ改善された反応を見ながら、カシュヴァーンは説明を続けた。

「お前が肉体年齢に見合った知能を持っているはずだと思うから、俺も過剰な期待をしすぎていらいらするんだ。だが十歳だと思えばそれほど腹も立たん」

　呆あつ気けに取られているティルナードの理解を待たず、カシュヴァーンはその執事兼家庭教師に収まった男へと眼をやった。

「とはいえ今から本当に八年かけて成人するまで待ってやるほど、俺も暇じゃない。それにお前も分かっているだろう、俺には何かと敵が多い。いつ殺されるか分かったものじゃないんだ。その点は、」

「死なせない！」

　いきなりティルナードがカシュヴァーンの言葉に割り込んだ。

　かすかに眼を見開くカシュヴァーンに、ティルナードは眼を逸らしながら言う。

「ぼ、僕がまた、守ってやる」

「……いい心がけだ。だが次からは、自分ひとりで〈翼の祈り〉に対抗しようなどと思うなよ」

　〈翼の祈り〉が再接近中との噂もあったティルナード。バルロイが持ってきた情報のうち、そのことだけは本当だった。

　しかしティルナードが〈翼の祈り〉の再接近を黙っていたのは、身の程知らずにもわざと接近を許して、彼らの情報を逆に得ようとしていたためだった。

「だってお前、ちっとも僕の価値を認めようとしようじゃないか！　僕のほうから顔見せに来てやってるのに、大事なことは全然相談してくれないし！」

　頰をふくらませてのティルナードの言葉を聞いて、カシュヴァーンがすっかり脱力したのは先日のことだ。ディネロにつきまとっていたのも、カシュヴァーンの態度がおかしいことを気にしたティルナードなりの努力だったらしい。

　横でアリシアが「レイデン伯爵様はやっぱりカシュヴァーン様のことがお好きなのね」とにこにこしているのを見て、さらに疲れたようだった。

「まあ本来なら俺が誰にも殺されず、かつ大事なものをすべて守れるだけの力を身につけられればいいんだがな」

　ちらりと妻を見てから、カシュヴァーンは中断された話を再開させた。

「繰り返すが、お前にはまず自分で自分を養えるだけの力を早急につけてもらう必要がある。その点は分かっているな、セイグラム」

　言われてセイグラムは、手にした鞭で空中をぴしりと空から打うちした。

「心得ておりますライセン強公爵閣下。ティルナード様、さあ、もうバルロイ様に暇いとま乞ごいをするという私の用事はすみました。お部屋に戻って勉強の続きです」

「嫌だ！　お前ら分かってるのか、僕はまだレイデンに戻れないぐらいには怪我人なんだぞ!?　おまけに昨日だってその前だって、食事と睡眠以外はひたすらしごかれていたんだ！」

　出血はひどかったものの矢に毒など塗られている様子はなかったので、案外ティルナードの傷は浅かった。

　おかげですでに痛みもなく、教育熱心なセイグラムを止める理由としてはあまり使えない。

「いいですか？　ティルナード様。あなたの後見人は、あなたが一刻も早く独り立ちできるようになることをお望みなのです。大体食事だ睡眠だと軟弱な。人間は寝なくても意外に死にませんよ？」

「噓だ絶対死ぬ僕が馬鹿だと思って馬鹿にするな嫌だライセン助けろー！」

　強制連行されそうになり救援を求めるティルナードだが、セイグラムの仕込みはまだまだ序の口だ。

　当然のようにカシュヴァーンも誰も手を貸さない。

「確かに人間は寝なくても意外に死なないわよね。食べなくても三日ぐらいなら何とか」

　実体験らしき重みのある台詞を軽い口く調ちようでつぶやいたアリシアのかたわらで、ルアークはのんきに言った。

「まあ、でも、よかったじゃない。最近あのぼっちゃん、ユーラン様の名前を呼びながらうなされることはなくなったみたいだよ」

「……単に寝かせてもらっていないだけじゃないだろうな、それは」

　二階に連れて行かれまいとまだ踏んばっているティルナードを見ながら、トレイスが少々気き遣づかわしげな声を出す。

　それに何か答えかけたルアークは、ちょっと意外そうな表情になった。

「あれ？　変わった馬の乗り方をする人だな。ううん、でも、この感じはどこかで」

「カシュヴァーン様！」

　つぶやくルアークの声に、血相を変えて広間内に走り込んできた門番の男の声が重なった。

「どうした」

「時計、いや、アズベルグ公爵が」

「ディネロが？　通せ」

　事もなげに言う主人の言葉に、虚きよを突かれて門番が固まる。

「いや、あの……アズベルグ……よろしいので？」

「ジーナ・アズベルグのことを気にしているのか？　いいから通せ」

　先んじてその名を口に出されたので、門番はさあっと青ざめた。

　しかしカシュヴァーンの表情にからかうような色があることを知ると、門番は非常に怪け訝げんそうな顔をしながらも、屋敷の外に戻って行った。







　程なくして広間の中に現れたのは、ここアズベルグの地でも珍しいほどの大男。

　整いすぎた美貌ゆえに一層不気味な迫力を持つディネロ・アズベルグは、家か令れいリドレックをともなってやって来た。

　気づけば陽も落ちきってしまったらしく、開かれた扉の向こうには青みを帯びた闇が広がっている。その闇を背負って立ったディネロの姿は、さながらちょっとした恐怖小説の挿さし絵えそのものだ。

　まあすてき、と思いながら、アリシアは久しぶりに会うディネロに微笑みかけた。

「こんばんはディネロ様」

「こんばんは、アリシア。ライセン、急に、すまない」

「いや、俺たちも以前お前の家をいきなり訪れたからな。領地の見回りはいいのか？」

「代理を、置いてきた」

　淡々とそう言うディネロを見上げ、カシュヴァーンは改めて今回の事の顚てん末まつを報告した。

「来てくれてちょうどよかった。さっきバルロイと話をしたばかりだ。やはりあいつは、俺とお前を仲なか違たがいさせようとして偽の情報を流したようだ」

「そうか」

〈翼の祈り〉連中を締め上げる時はディネロも手伝ったので、大まかなことは彼も分かっている。

　裏が取れたという話を聞きながら、ディネロは表情を変えずに言った。

「だが、その男の、おかげだ」

「おかげ？」

「ライセン。俺は、ずっと、お前に、会って、みたかった」

　リドレックがかすかに物言いたげにしたが、結局、黙して主あるじの言葉に耳を傾けている。

「領主たれと、言われ、俺は、育った。お前や、お前の父親は、領主に相応しくないと、聞いていた」

「──俺の親おや父じは領主の器うつわじゃなかった。それは正しい」

　父親の話題に触れてカシュヴァーンの顔つきが険しくなったが、ディネロは変化を見せない。

「〈翼の祈り〉に、ついてだが」

　その上さらにカシュヴァーンの心情を害しそうな言葉を口にしたので、トレイスは早くも胃が痛くなったような顔をした。

　警戒した表情のカシュヴァーンにうろたえることなく、ディネロはいつものように淡々としゃべり続けている。

「教えは、悪くない。祈りは、悪くない」

　日々の祈りが人々の日課から消えていきつつある今も、シルディーン王国及び周辺国家に根強く残る〈翼の祈り〉の教え。

　貴族と王族の支配を正当化するその教えを否定しているのはカシュヴァーンだけではない。彼ほど露骨に嫌悪感を示さないにしても、王族の中でも〈翼の祈り〉離れが起こっていると噂されているほどだ。

　だがその一方で、〈翼の祈り〉の教えを心の支えに生きている者たちが世の中にはまだまだ大勢いるのも事実。

「権力に、結びつき、おかしくなった。それでも、教えは、悪くない」

　アズベルグ地方からも徐々に忘れられゆく、夜の祈りの習慣を律儀に守っているディネロである。短い言葉に説得力を持っている彼に言われて、カシュヴァーンは大きく息を吐き出した。

「それも分かっている。だが俺は、あいつらが嫌いだ。薔ば薇らも好きじゃない」

「それは、仕方がない」

　あまり妥協したような答えではなかったが、ディネロに不満はなさそうだ。

「やはり、会えて、よかった」

　相変わらずの淡々とした調子でディネロは言った。領主の権限を奪った相手に伝える言葉としてはどこかおかしいが、かといって噓を言っているようにも見えないから不思議だ。

「お前は、いい奴で、いい、領主だ。それが、分かって、よかった」

　極めて無表情のまま贈られた言葉には、カシュヴァーンも苦笑するしかなかった。

「……分かってくれて嬉しいよ」

「守り石は、投げても、使えると、分かった」

「いや、その知識をあまり一般化されるのもどうかと思うんだが……」

　不要な知識を得たディネロは、その不要な知識を植えつけた少女の名前を口にした。

「それに、アリシアに、会えた」

　呼ばれて高い位置にある彼の顔を見上げたアリシアに、ディネロは無表情のまま手を伸ばす。

　大きな手がアリシアの髪に触れるのを見て、カシュヴァーンはぴくりと片かた眉まゆを上げた。

「俺は、領民の、幸せを、願う。ライセンは、いい、領主だ」

　またしても髪をぐしゃぐしゃにされながら、アリシアは夫を褒められて嬉しそうにしている。

「ええ、カシュヴァーン様はいい方ですわ。ディネロ様も私の夫と仲良くしてあげて下さいね」

　夫、という単語にディネロの手が止まった。

　形良い薄い唇の端に、かすかな、本当にかすかな笑みが浮かぶ。

「だが、領主なら、お前と、結婚できた。少し、残念だ」

　トレイスが青くなり、ノーラが眼を剝むき、ルアークはにやにやして、カシュヴァーンはディネロと張れるほどの無表情。

　二階に行く行かないで争っていたティルナードとセイグラムさえ束の間争いを忘れて、ディネロとアリシアのやり取りに聞き入っている。

「ええ、そうですわね。ディネロ様がアズベルグの領主だったら、私たち結婚していたかも」

　しんと静まり返った広間の中に、他意はないアリシアの言葉だけが響いた。

　にこにこしながらディネロを見上げていたアリシアは、ここでまた首が痛くなってきた。

　ちょっと距離を取ろうと後ずさろうとした、その動作に気づいてディネロが今度はアリシアの体へと手を伸ばすが──。

「また、首が、痛いか」

　ディネロの静かな声と同時に、後ろから強い腕に抱き上げられてアリシアの体が浮かんだ。

　とくんと心臓が跳ね、あの「おなかが痛い」感覚がやってきた。

「話をするために高さを合わせたいのなら、これでいいだろう」

　アリシアの耳元でカシュヴァーンの声が聞こえる。

　ディネロよりは少し低い。が、十分長身の夫は、妻をしっかり腕に抱いて無愛想に言う。

「意外に、嫉しつ妬と深い」

　アリシアに伸ばしたものの、空振りした腕をゆっくりと戻しながら、ディネロが冷静につぶやく。

「お前は、いい夫でも、あるわけだな」

　カシュヴァーンの腕の中、少しだけ顔を赤くしたアリシアを確かめてディネロはいきなり背を向けた。

「帰る」

　自分の屋敷からここに来るまで二日はかかったはず。時刻もかなり遅くなっているにもかかわらず、ディネロは何の躊ちゆう躇ちよもなく屋敷の外へと歩き始めた。

「俺も、お前を、認めると、触れを、出そう」

　領地内を見回る時と同じ歩調の大きく広い背から、そんな言葉が聞こえてきた。

「少しは、やりやすくなる、だろう」

　信心深く保守的な土地柄であるアズベルグ。

　メイドの血を引く成り上がり領主として、いまだ根深い反発に立ち向かうカシュヴァーン。

　その彼を最古の領主の血筋であるディネロが認めたと触れを出せば、見方を変える者は少なくないだろう。

「……あなたが失脚すれば、いつでも当家の旦だん那な様が代わってアズベルグ領主になって差し上げます。せいぜい領民たちのために、がんばって働いて下さいませ」

　家令リドレックも歳を感じさせない美しい一礼を残し、主に続いて去っていった。














　未練がましい様子を見せずにさっさと帰っていったアズベルグ主従を見送って、ルアークが軽く口笛を吹いた。

「おー、見事な去り際だねえ。かっこいいじゃん、ディネロ様」

「……そうだな」

　鋭い顔つきを少し和らげて言ったカシュヴァーンは、アリシアを腕に抱いたまま言った。

「ノーラ、お前もいいかげん俺のことは諦あきらめたらどうだ」

「な、なんですのいきなり!?　まさか私にバルロイをたらし込んで味方にしろとか言うんじゃないでしょうね!?」

　少々先走った心配をしているメイドに、カシュヴァーンは苦笑いして首を振る。

「いや、そうじゃなくてな。単にお前みたいな若い美人が、いつまでも結婚した男なんか追いかけても仕方がないだろうという話だ」

「まっ、若くて美人だなんて正直な……いいえでも！　この私に見合うような方はカシュヴァーン様ぐらいしかいませんわ！　あああもうちょっと、そんなことよりその方を早く下ろして下さい！　奥様の髪なんか半分跳ねてるぐらいでちょうどいいですわよ！」

　ディネロに乱されたアリシアの髪を、いちいち手ですいてやっているカシュヴァーンの手つきの優しさにノーラは嫉妬を隠さない。

「あら、ノーラはそんなにレクサンドール子爵様が嫌？　あの方はお金持ちだし、きっとノーラのことを大事にしてくれるわよ」

「前にも申し上げたでしょう、子爵なんて半端な地位は嫌ですし傭兵稼業は不安定すぎると！歳も離れすぎです！　大体あの男が今回の騒動の発ほつ端たんなんですのよ!?」

　夫にされるがままに髪を直されながら真面目に言うアリシアの言葉も、ノーラにとっては嫌味にしか聞こえないようだ。

　苦笑いしながら聞いていたカシュヴァーンはいいことを思いついたという顔をした。

「ノーラ、それならティルナードはどうだ？　地方伯レイデンの血を引く伯爵家の跡取りだ。今は少々、いやだいぶ頼りないが、磨けば光るとセイグラムも言っているぞ」

「ああ、そうよノーラ。レイデン伯爵様が刺された時、すごく一生懸命手当てをしてくれていたじゃない。あんなに一生懸命手当てをするのはその人のことが好きか、でなければ実は真犯人で疑いをかけられないようにしようとしているかよ」

　相変わらず表現に問題のあるアリシアの発言に、ノーラも、そしてティルナードもぎょっとした顔になる。

　思わず顔を見合わせてから、慌てて互いに眼を逸らした。

「冗談じゃありませんわ！　だって眼の前で刺されたんですのよ、手当てぐらいするでしょう!?　なんで私がこんなへなちょこを……！」

　金切り声を上げて否定しようとするノーラに、アリシアは「じゃあ犯人なの？」と聞こうとした。

　その時それまで黙っていたセイグラムが、つかつかとカシュヴァーンに歩み寄りこう言った。

「申し訳ありませんが強公爵閣下。私の主には、相応しい良家の子女をお迎えしていただきます予定ですので。そのような厚化粧の雌めす猫ねこの斡あつ旋せんは控えていただきたい」

「なぁんですってぇ!?」

　ティルナードに好意を持っているとは思われたくないが、かといって雌猫呼ばわりされる覚えもない。

　声を裏返らせていきどおるノーラを尻目に、セイグラムは何を思ったか今度はアリシアに向かって深々と頭を下げた。

「アリシア様。強公爵閣下にもしものことがあった際には、アズベルグ公爵ではなくティルナード様をぜひ」

「……セイグラム。俺はお前の変わり身の早さに感心する」

　図々しいのもここまでくれば大したものだ。腹を抱えて笑っているルアークと絶句しているトレイスを見ながら、カシュヴァーンは苦笑いしてため息を吐ついた。








　終章







　夕焼けの茜あかね色の光が、景色すべてを染めている。

　ライセンの屋敷を囲む黒い森と険けわしい山脈の狭はざ間ま、ぽかりと開けた小さな野原にアリシアのはしゃいだ声が響いた。

「ここはトレイスが教えてくれたんですの！　守り石を拾いに行きたいと言ったら、ちょうどいい場所を前に見つけたからって！」

　カシュヴァーンと領地内を見回りする際、たまたま通りかかったという話だった。野原と言っても半分ぐらいが黒い石に覆われていて、その中の鉱物のかけらが夕映えにきらきらと光っている。

「カシュヴァーンおにいちゃんてば本当いいお嫁さんもらったよねえ。自分がもらった守り石をぶん投げて助けてくれた上に、今度はお返しの守り石を探してくれるなんて。うっわもう、俺だったら泣いちゃうかもっ」

　わざとらしいしぐさで胸の前で手など組んでみせるルアークの横で、カシュヴァーンは黙って立っている。

　見せたいものがあるからとアリシアに頼まれ時間を作ったカシュヴァーンと違い、ルアークは別に来てくれとお願いされたわけではない。だがそのことを追及する気にもなれないようだった。

　夫の微妙な態度にも、ついてきてしまったノーラのげんなり顔にもアリシアはいっさい気づいていない。それは嬉うれしそうに微ほほ笑えみながら、前もって見つけておいたカシュヴァーンに贈る守り石を彼に向かって指し示す。

「カシュヴァーン様が下さった石は、いろいろな色が混じってきらきらしてとってもきれいでしたわ。でも守り石って、贈る人に相ふ応さわしいと思った物をお贈りするのですわよね？　ほら、この石は全部真っ黒で、カシュヴァーン様みたいでしょう？」

「俺みたいというか……」

　下から上へとゆっくりと視線を動かしながら、カシュヴァーンは慎重な声を出した。

「……俺ぐらいあるよな。この石は」

　それは確かに、カシュヴァーンによく似た石だった。他の石と違って鉱物が混じっている様子もなく、今は真っ黒な表面を茜色の夕映えだけが彩いろどっている。

　横幅も高さもカシュヴァーンとほぼ同じだろう。せいぜいが手の平に乗るぐらいの小さな石ばかりの中に、でんと立っている様もある意味似ているかもしれない。

「……あの、申し訳ありません、カシュヴァーン様」

　隣に立ったトレイスが、恐縮した様子で小さくつぶやいた。

「まさかこの石を選ばれるとは……きっとセイグラム様なら、うまくアリシア様をだま……いや、誘導して、無難な物を選ばせることもできたでしょうに……申し訳ありません」

　傷が回復したティルナードとセイグラムは、数日前にレイデン地方に帰っていった。はっきり口に出しては言わないが、トレイスはまだ少々セイグラムに対して劣等感を抱えているらしい。

「気にするなトレイス。お前のせいじゃない。それに言っただろう？　お前に期待される役目はもっと別のことなんだと」

　先日のディネロの館やかたの襲撃では、兵を連れて戻ってきたところですべて一件落着していたトレイスだ。自分の落ち度ではないとはいえ、役に立てなかったと最近とみに落ち込みがちで、カシュヴァーンはそんな真面目な幼おさな馴な染じみをとりあえず慰めてやった。

　だがトレイスより先に、彼には取り組まねばならない問題がある。

　言葉を選ぶ短い沈黙を挟んでから、カシュヴァーンはおもむろにこう言った。

「アリシア……あのな。気持ちは大変嬉しいが、これを守り石として持ち歩けるような奴には、たぶん守り石は要らないと思う」

　一瞬考えるような間まを置いた後、アリシアは別に傷ついた様子もなくつぶやいた。

「あら、そういえば持ち運ばなくてはいけないのよね。私ったら」

「自分で気づいてくれて嬉しい。できればもっと前に……まあ、でも、お前からの初めての贈り物だものな。ありがとう」

　そう言うとカシュヴァーンは、「お、お受け取りになるのですか」と顔を引きつらせているトレイスを尻目に、いつものように優しくアリシアの頭を撫なでてやった。

　相変わらず夫婦よりは親子に近い雰囲気の二人を眺め、ルアークが茶化し始める。

「おにいちゃんって、見た目と評判の割に結構王子様だよねえ。女の子には優しいし、悪者を見れば黙ってないし、弱い相手はちゃあんと庇かばってあげるし」

　アリシアの頭から手をどけて、カシュヴァーンは無言でルアークを見つめた。

　怒られるかと思ったのか、ひゃあ、とふざけたように首をすくめたルアークに向かい、風を切る音を立てて黒い影が放物線を描いて飛ぶ。

「……あれ？　何これ」

　さすがの反射神経で摑つかみ取った物を確かめて、ルアークは不思議そうな顔をした。

　それはつるつるした小さな黒い丸い石で、端のほうについた緑色の鉱物の結晶がいいアクセントになっていた。

「王子様ついでだ」

　屈かがめていた腰を伸ばし、ルアークに向かって拾った石を投げたカシュヴァーンはぶっきらぼうにそう言い放はなった。

「お前も今回はよく働いてくれたからな。その石は俺からの贈り物だ。ありがたく身につけていろ、死神」

　石に交じった緑の鉱物は、確かにルアークの瞳ひとみの色に近い。

　贈る相手に相応しい、という守り石の定義にはかなうかもしれないが、意外なカシュヴァーンの行動にルアークは眼をぱちぱちさせている。

「まあカシュヴァーン様、ルアークに守り石をあげるの？　よかった、そういえばルアークにはお給金なんかも全然あげていませんものね」

「ちょっ、なんでルアークにあげて私にいただけないんですか!?　どう考えても美しくてか弱い私のほうが必要ですわよ!?」

　アリシアの嬉しそうな声とノーラの憤慨した声を聞きながら、ルアークは小首をかしげてみせた。

「面白いことするねえおにいちゃん。この俺に守り石が必要だと思うの？」

「思わない。だがお前だって、今では俺の使用人だ。自分のものは大事にする主義なんでな」

　事もなげな台せ詞りふを聞いた、ルアークの瞳が微妙に揺れた。

　手の平の上で受け取った石をぽんぽんと投げてもてあそびながら、彼は上うわ目め遣づかいにカシュヴァーンを見つめる。

「おにいちゃんってばさ、本当はバルロイおじさんが持ってきた情報をはなっから疑ってたんじゃないの」

　その言葉に、トレイスがはっとしたように主あるじを見つめた。カシュヴァーンは黙ってルアークの話を聞いている。

「だけどあんたはあのおじさんが言ったとおり、ディネロ様のことが元々気に食わなかった。だからだまされたふりをして、あの人を始末できるきっかけを手に入れようとした。違う？」

　問いかけにカシュヴァーンは答えない。ルアークも別段答えを要求するでもなく、猫のように瞳を細めくすくすと笑っている。

「王子様と暴君の共存かあ。難しい男だよね、あんたも」

　年よりはるかに大人びた口調でそう言うと、ルアークは一際高く、もらった守り石を茜色の空に放り投げた。

「ねぇ、カシュヴァーンおにいちゃん。あんた、バルロイおじさんに、俺のこと探れって頼んでたでしょ。あのおじさんがこないだお屋敷に来たのも、そもそもはそのことを報告しに来たんじゃない？　俺が盗み聞きしてるの見つけて、あんた妙に慌ててたもんね」

　赤い夕空へと吸い込まれたかに見えた石が、再びルアークの手に戻る。

　投げた石へと向けていた瞳を再びカシュヴァーンに戻して、死神少年はにっこり笑った。

「でもその結果としてこの石をくれるっていうなら、本当かっこいいったらないなあ。アリシアの影響も大きいんだろうけど、俺嫌いだよ、あんたのそういうとこ」

　曇りのない笑顔でそう言ったルアークの手の中から、カシュヴァーンが贈った石が消える。

「まあでも、結構本気で嬉しいや。ありがと」

　いつもの針と同じくいずこかへと石をしまったルアークは、アリシアがカシュヴァーンに贈った巨石をからかうように見た。

「お礼に俺も、今度守り石を贈るよ。アリシアに負けないぐらい立派なやつをさ」

「あら、じゃあまた一緒に探しにいきましょうねルアーク！　うふふ、私ももっと立派なのを探すわ！」

「まあっ、じゃあ私もお贈りしますわ！　受け取って下さいますわよねカシュヴァーン様！」

　無邪気に競争を提案するアリシアの横で、ノーラも参戦表明をした。

　ひとつ目の巨石を屋敷に持ち帰りたい、と奥方に言われた段階で青くなっていたトレイスの顔からは、完全に血の気が引いていた。





終　　　










　あとがき




　初めましての方は初めまして、二度目ましての方はいつもありがとうございます。小お野の上がみ明めい夜やと申します。

『死神姫の再婚』に続き、『死神姫の再婚　─薔ば薇ら園の時計公爵─』を出していただけた嬉うれしさでいっぱいです。「これが噂に聞く年末進行というものか……！」とかそういうこともあっていろいろ大変でしたが何とかなりました。続巻を希望して下さった皆様、ありがとうございました。







　今回の新キャラは電波さんと巨乳好きのおじさんと眼め鏡がね執しつ事じです。一部誰に対してのサービスなのか分からない人が紛れていますが気のせいだと思います。

　サブタイトルにもなった時計公爵ことディネロは、ある意味男性版アリシアです。不思議ちゃん二人がメインの場面は書くのは楽ですが、お守もりの人が毎回苦労していました。

　バルロイの巨乳好きは作者の趣味を受け継いだものと思われます。ルアークも含めての男五人の酒宴風景は楽しそうですが、真っ先につぶれたトレイスが悲惨なことになっていると予想。

　セイグラムは実は、ページ数が危険だったのでだめなら削ることも考えていました。結局生き残ったところも彼らしい図々しさです。カシュヴァーンの右腕は別にセイグラムでもいい気もするのですが、それだとティルぼっちゃんがかわいそうな展開がさらに増えそうですね……。







　主役夫婦も前作よりはだいぶ仲が進展したような、そうでもないような。心の距離が近づいた分、主おもにカシュヴァーン側の気苦労が増えているかもしれません。アリシア的に「おなかが痛い」感覚を、皆様も味わって下されば幸いです。

　新担当の三ヶ尻様、今回も素晴らしいイラストをつけて下さった岸田メル様のお力を借りつつ、次回もがんばりたいと思いますのでよろしくお願いします。








二〇〇七年十一月　　小野上明夜　　







著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

福岡生まれの西日本あちこち育ちで、

現在は松山に落ち着いて早幾年。

三人姉妹の長女ですが、初対面の人には

大体次女が長女だと思われている模様です。

商業小説に関しては

「空のお城」http://onogami.blog103.fc2.com/

というブログをやっています。

興味のある方は覗いてみて下さいね。
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Ａ型乙女座。

最近動物園のそばに引っ越しました。

いつでも遠足気分！　かと思いきやあまり家から出ないのでどうでもよかったです。

家にひとりだと淋しいのでサボテンを買って来たのですが、毎日新鮮なお水をあげるね☆とか思って霧吹きまで買ったのにサボテンはあまり水いらないようなので無駄でした。

私自身は一日中水ばっかり飲んでるので頻尿です。
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